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はじめに  

 

（１）調査の目的と実施概要 

 

本調査は、子育てを取り巻く社会状況の変化を見据えつつ、地域子育て支援拠点（以

下、拠点）における取り組みの実態や課題を探り、利用者の視点に立って支援のあり方を

検討するとともに、今後の方向性を展望するために行うものである。 
以下のように、全国の拠点から無作為に抽出した 1317 か所を対象に WEB 式アンケー

ト調査に回答していただくよう依頼状を送付して、①拠点の従事者（拠点を代表する職

員）に対する調査、②拠点の利用者に対する調査を実施した。 
 

■拠点の従事者に対するアンケート調査の実施概要 

 

調査目的 
地域子育て支援拠点の役割や取り組みの変化を把握し、最新のデータから拠

点における支援の課題や今後の方向性を検討すること。 

調査対象拠点 全国の拠点から無作為で抽出し、調査依頼状を送付した。 

対象拠点数 1,317 拠点 

調査期間 
開始：令和７年６月１６日 

終了：令和７年７月１５日 

調査方法 ＷＥＢ式アンケート調査 

回収状況 
回収数：４９５票 

回収率：３７．５％ 

 

■拠点の利用者に対するアンケートの実施概要 

 

調査目的 

地域子育て支援拠点を利用する子育て家庭の現状や拠点の利用に関する効

果等を把握し、利用者のニーズやその変化に基づいて拠点における支援の課

題や今後の方向性を検討すること。 

調査対象拠点 
無作為抽出した 1317 か所の拠点において、当該拠点の職員を介して調査依

頼状を利用者に配布していただいた。 

調査対象者数 13,170 人 （1,317 拠点×10 人／拠点） 

調査期間 
開始：令和７年６月１６日 

終了：令和７年７月１５日 

調査方法 ＷＥＢ式アンケート調査 

回収状況 
回収数：２,１２５票 

回収率：１６．１％ 
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（２）調査に回答いただいた拠点の概要 

 

■拠点が設置された自治体の人口 
最も多いのは「10 万人～30 万人未満」であり、次いで「30 万人以上」であった。 

 

■拠点の１週間の開所日数 
最も多いのは「5 日」であり、「6～7 日」開所の拠点も約 28％あった。 

 

■１日当たりの親子の利用組数 
令和 6 年度における 1 日当たりの平均的な親子の利用組数は「5 組未満」「5 組～10 組

未満」を合わせると 54％であり、半数以上の拠点は 1 日の利用が 10 組未満であった。 

 

 

（３）調査に回答いただいた利用者の概要 

 

■子どもからみた続柄 
 回答者の 9 割以上が母親（妊婦を含む）であった。 

 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 １万人未満 32 6.5
2 １万人～５万人未満 95 19.2
3 ５万人～10万人未満 83 16.8
4 10万人～30万人未満 146 29.5
5 30万人以上 139 28.1
無回答 0 0.0
全体 495 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %
1 ３～４日 77 15.6
2 ５日 280 56.6
3 ６～７日 138 27.9
無回答 0 0.0
全体 495 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %
1 ５組未満 78 15.8
2 ５組～10組未満 187 37.8
3 10組～15組未満 95 19.2
4 15組～20組未満 36 7.3
5 20組以上 99 20.0
無回答 0 0.0
全体 495 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %
1 母親 1964 92.4
2 父親 161 7.6
無回答 0 0.0
全体 2125 100.0
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■子育て中の親の年齢 
 回答者の年齢層で最も多かったのは「30 歳～34 歳」、次いで「35 歳～39 歳」の順であ

り、両者を合わせると 30 歳代が 67％を占めていた。 

 

■子育て中の親の就労状況 
 子どもが低年齢時期からの共働きの増加を反映して、最も多かったのは「育児休業中」

の利用者であった。 

 

■拠点を利用する子どもの年齢（複数回答） 
拠点を一緒に利用する子どもの年齢で最も多かったのは「1 歳以上～2 歳未満」、次いで

「6 か月以上～1 歳未満」であった。なお、妊娠中の利用者も 3.4％含まれていた。 

 

 

 

※次ページから調査結果、及び結果に基づく考察を述べていきます！ 

 

なお、図中の下記の記号は、統計的に有意差が認められた値 

* ５％水準で有意に高い ** １％水準で有意に高い 

/ ５％水準で有意に低い // １％水準で有意に低い 

 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 25歳未満 35 1.6
2 25歳～29歳 330 15.5
3 30歳～34歳 850 40.0
4 35歳～39歳 582 27.4
5 40歳以上 328 15.4
無回答 0 0.0
全体 2125 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %
1 妊娠中 72 3.4
2 ０～６か月未満 273 12.8
3 ６か月以上～１歳未満 620 29.2
4 １歳以上～２歳未満 787 37.0
5 ２歳以上～３歳未満 509 24.0
6 ３歳以上 404 19.0
無回答 0 0.0
全体 2125 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %
1 就労している 384 18.1
2 育児休業中である 969 45.6
3 就労していない 772 36.3
無回答 0 0.0
全体 2125 100.0
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１．地域子育て支援拠点の活動と利用者のニーズ 

「拠点は利用者のニーズに応えているだろうか？」 

 

（１）拠点の活動や取り組みの実際 

 

■拠点の取り組みとして、育児に関する相談、情報提供、利用者同士の交流促進（仲間づ

くり）などが上位にあり、「地域子育て支援拠点事業実施要綱」に規定された基本４事

業を中心に活動が展開されている（以下、図 1 参照）。 

■他方、近年注目されるようになっている「妊婦を対象とした活動」（妊娠期からの支

援）や「父親を対象とした活動」（父親支援）に日常的に取り組む拠点は少なく、中高

年・若年層のボランティアとの交流も下位にとどまっている。また、新規に創設された

「親子関係形成支援事業」として今後の実施が想定される親教育（ペアレント・トレー

ニング等）についても下位にとどまっており、拠点における取り組みとしては進んでい

ない。 
図 1 拠点における取り組みの状況（複数回答） 

 

※上図は、全 19 項目中の上位 6 項目及び下位 6 項目を抜粋したもの 
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（２）子育て家庭（妊婦を含む）の孤立を防ぐ支援 

 

■利用者に対する調査では、拠点を利用する前の状態として当てはまるのは、上位から

「家族以外の人と交流する機会があまりなかった 」「子育てをしている親と知り合いた

かった 」「子育ての悩みや不安を話せる人がほしかった 」の順であり、子育て家庭の

孤立傾向がうかがえる結果となっている（以下、図 2）。 
■とくに、初めて拠点を利用したのが第 1 子妊娠中の場合、他の親と知り合いたかったと

いう回答や、悩みや不安を話せる人がほしかったという回答率が有意に高く、前述の拠

点に対する調査では下位にとどまっていた「妊娠期からの支援」の必要性をうかがわせ

る結果となった。 
■初めて拠点を利用したのが第 1 子出産後 6 か月未満の保護者に関しても、他の親と知り

合いたかった、悩みや不安を話せる人がほしかったなどの回答率が有意に高く、産後間

もない時期に孤立しやすい傾向が認められる。 
 

図 2 利用者への調査：拠点を利用する前の状態（複数回答） 
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全体(N=2125) 59.1 50.2 45.7 44.7 33.8 29.4 25.1 21.1 17.9 15.7

第一子妊娠中(n=126) 54.0 ** 63.5 ** 60.3 40.5 31.7 34.9 25.4 17.5 * 24.6 13.5

産後～６か月未満(n=900) 60.2 * 53.3 ** 50.8 ** 49.6 34.7 31.2 ** 28.1 23.0 19.4 17.2

６か月～１歳未満(n=594) * 62.5 47.6 // 40.6 / 41.2 32.5 27.6 23.6 18.7 16.3 15.7

１歳以上(n=505) / 54.3 // 44.2 // 39.2 41.2 34.5 26.7 / 21.4 21.6 15.4 13.7

59.1 50.2 45.7 44.7 33.8 29.4 25.1 21.1 17.9 15.7
0
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全体(N=2125) 第一子妊娠中(n=126) 産後～６か月未満(n=900)

６か月～１歳未満(n=594) １歳以上(n=505)
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（３）子どもの遊び場、求められている保護者の相談や交流の場 

 

■利用者が「拠点を利用する理由」の最上位は、保護者の就労状況にかかわらず「子ども

の遊び場として利用したいから」であった。乳幼児の遊び場として魅力的な拠点である

ことが、子どもだけでなく、保護者の利用促進にもつながるといえる（以下、図 3）。 
■子どもの遊びや成長・発達のためだけでなく、拠点の職員への相談、他の親子との交

流、子育てに役立つ情報や知識を得るために拠点を利用するという回答割合も相対的に

高い。これらのニーズは「育児休業中」や「就労していない（専業主婦等）」の保護者

のほうが高い傾向が示されており、拠点において相談や情報提供、利用者の交流促進に

取り組むことは、社会との接点が得にくく孤立しやすい子育て家庭のニーズにより合致

しているといえる。 
 
図 3 利用者への調査：拠点を利用する理由（複数回答） 
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全体(N=2125) 91.7 61.6 51.1 45.7 41.7 41.5 37.9 37.6 25.8 18.4

就労している(n=384) 90.9 // 45.6 / 45.8 // 31.0 // 31.5 // 30.7 // 22.4 33.3 // 19.0 / 14.1

育児休業中である(n=969) 92.2 ** 65.2 50.7 ** 49.8 43.6 * 44.3 39.6 37.5 26.9 20.0

就労していない(n=772) 91.5 * 65.0 * 54.1 47.8 * 44.6 43.3 ** 43.5 39.9 27.7 18.5
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全体(N=2125) 就労している(n=384) 育児休業中である(n=969) 就労していない(n=772)
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（４）育児休業終了後も子どもの成長に伴い継続的に利用できるためには 

 

■拠点にどのような支援があれば利用しやすくなるかについて、最も多くの利用者が求め

ていることは「子どもが 3 歳以上になっても遊べるような遊具やスペースの工夫」であ

った。近年の共働き家庭の増加により拠点の利用が短期化・低年齢化するなかで、保護

者はその就労状況にかかわらず、3 歳児以降も継続的に利用できることを求めている

（以下、図 4）。 
■利用者の就労状況によって顕著な差が見られたのは「共働き家庭が利用しやすい開所日

や利用時間の延長」であり、育児休業中の保護者のほぼ半数、就労している保護者の約

45％が求めていた。上記の「3 歳以上の利用」を含め、これらのニーズに対応するため

には土日等の休日開所が効果的な手立てであるが、拠点に対する調査では土曜日開所が

42%、日曜開所が 16％にとどまっていた（休日開所の実施状況は資料編 P30 を参照）。 
■子どもの通園先を選ぶ際の情報提供や、子どもの発育・発達に関する専門相談を求める

ニーズも相対的に高い。子どもが低年齢時期からの保育利用率が上昇する中、身近な拠

点においても利用者支援専門員と連携して地域の保育等リソースに関する情報提供に努

めることが重要である。また、子どもの発育・発達に関しては、保健師や心理職等と連

携を図りつつ拠点における相談機会の拡充に取り組むことが求められる。 
 
図 4 利用者への調査：どのような支援があれば利用しやすくなるか（複数回答） 
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全体(N=2125) 53.8 46.5 39.1 34.0 27.4 26.3 24.6 21.2 20.1 11.1 9.5 3.7

就労している(n=384) * 58.9 // 35.4 * 44.8 // 27.6 25.5 27.3 26.8 / 16.4 17.2 10.7 10.7 4.2

育児休業中である(n=969) // 48.4 * 49.5 ** 49.8 * 36.2 27.9 27.9 24.0 22.5 20.3 11.2 9.6 2.9

就労していない(n=772) ** 58.2 48.2 // 22.8 34.3 27.7 / 23.7 24.1 22.0 21.4 11.0 8.8 4.5

53.8 46.5 39.1 34.0 27.4 26.3 24.6 21.2 20.1 11.1 9.5 3.7
0

20

40

60

％

全体(N=2125) 就労している(n=384) 育児休業中である(n=969) 就労していない(n=772)
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２．地域子育て支援拠点の利用促進 

「拠点の利用を促進し、利用者を増やすための対策は？」 

 

（１）継続的な利用の促進と、父親の支援への取り組み 

 

■拠点に対する調査では、利用を促進するための取り組みとして「拠点の PR を積極的に

行った」が最も多かったが、次いで「0 歳児」や「1・2 歳児向け」のプログラムの充実

や設備等の工夫が続く結果となっており、近年の共働き家庭の増加に伴う拠点利用児の

低年齢化への対応が上位に挙げられた（以下、図 5）。 
■一方、前項で述べた利用者のニーズで最も高かった「3 歳児以上」向けの支援の充実に

ついては利用促進策として取り組む拠点は相対的に少なく、利用者のニーズと実際の支

援状況のギャップを解決していくことが今後の課題であるといえる。 
■過去 3 年間で利用者数が増えていると回答した拠点においては、「父親を対象とするプ

ログラムを開始したり、内容の充実に取り組んだ 」と回答した割合が有意に高く、休

日開所などを通して父親支援に取り組むことが利用促進につながっているといえる。 
 
図 5 拠点の利用を促進するために行ってきた取り組みや対策（複数回答） 
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（２）休日開所による平日に利用できない子育て家庭の利用の促進 

 

■拠点に対する調査では、平日のみ開所の拠点よりも、休日開所（土日またはそのいずれ

かを開所）する拠点のほうが、過去 3 年間で「利用者が増えている」との回答割合が有

意に高かった（図 6 参照）。近年の共働き家庭の増加に対応し、休日も拠点を利用でき

るよう便宜を図ることにより、拠点の利用が促進される傾向が認められた。 
■なお、利用者の属性別では「父親」「妊婦」「3 歳児以上の子ども」において、休日開所

を行う拠点のほうが「利用者が増えている」という回答割合が有意に高かった（詳しく

は資料編 P122-125 を参照）。休日開所は、就労している父親・妊婦や、平日は園に通う

3 歳以上の子どもたちに対して、拠点の利用を促進する効果があるといえる。 
 
図 6 休日開所の実施状況と利用者数の変化 

 
 ※上図の結果は開所曜日について無回答だった 16 拠点を除く 

 

（３）子育て家庭の多様なニーズや課題への支援 

 

■早期支援や予防型支援の観点から、子育てに関する多様なニーズや福祉的課題に対応す

ることが課題となっている。拠点で行われている支援（相談・情報提供・講座等のプロ

グラム）の状況として、全体で 5 割を超えて最も多かったのは「発達の遅れや障害があ

る子どもの家庭」への支援に取り組む拠点であった（以下、図 7 参照）。 
■過去 3 年間で「利用者が増えている」と回答した拠点においては、「多胎児を養育する

家庭」「ひとり親家庭」「外国籍の家庭」「経済的に困窮している家庭」の支援に取り組

む割合が有意に高く、多様な課題に対応する支援を展開することが利用促進にもつなが

っていることが示唆された。 
 

// 33.6

** 46.6

30.5

25.6

* 35.9

27.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日のみ開所（n=256)

土日含む開所（n=223)

増えている 減っている どちらとも言えない
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図 7 拠点の利用を促進するために行ってきた取り組みや対策（複数回答） 
 

 
 

３．地域子育て支援拠点の多機能化 

「拠点と同じ施設内で他の子育て支援事業を実施する効果と課題は？」 

 

（１）拠点に対する調査からみた多機能化の状況 

 

■拠点の多機能化に関しては、市町村が実施主体である「地域子ども・子育て支援事業」

の内、おもな子育て支援事業（延長保育や病児保育などの保育事業を除く）に加え、

2024 年度以降に開始の「地域子育て相談機関」「妊婦等包括相談支援」「こども誰でも通

園制度」を加えた 10 事業について、拠点と同じ施設に併設されているかを調査した。 
■調査結果においては、「実施している事業はない」という回答を設けていたにもかかわ

らず 118 件の無回答が含まれていたため、調査者側が指定した 10 事業の内１つ以上を

併設する拠点を「多機能型の拠点」と呼び、「その他」「実施している事業はない」「無

回答」をまとめて「その他の拠点」とした。なお、10 事業を 1 つ以上併設する「多機能

型の拠点」は 356 か所であり、調査票を回収できた全 495 か所に占める実施率は 72％
であった。 

■「多機能型の拠点」に併設する子育て支援事業は、下図のように一時預かり事業が最も

多く、利用者支援事業、地域子育て相談機関、ファミリー・サポート・センター事業が

続く結果となった（図 8 参照）。 

発達の遅れ
や障がいが
ある子どもの
家庭

多胎児を養
育する家庭

ひとり親家
庭

外国籍の
家庭

高齢出産
の家庭

経済的に困
窮している
家庭

若年出産
の家庭

ダブルケアを
行う家庭

どれも行って
いない

全体(N=495) 53.9 41.6 35.8 32.3 23.2 20.2 17.4 14.7 0.4

増えている(n=198) 56.1 * 48.0 ** 43.9 ** 40.4 24.2 * 25.3 19.7 15.7 0.5

減っている(n=139) 51.8 37.4 33.8 / 24.5 24.5 15.1 15.1 12.2 0.7

どちらとも言えない(n=158) 53.2 37.3 // 27.2 29.1 20.9 18.4 16.5 15.8 0.0

53.9 41.6 35.8 32.3 23.2 20.2 17.4 14.7 0.4
0

20

40

60

％

全体(N=495) 増えている(n=198) 減っている(n=139) どちらとも言えない(n=158)
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図 8 拠点と同じ施設内に併設する子育て支援事業（複数回答） 

（２）小規模な自治体における多機能化の促進

■「多機能型の拠点」（以下「多機能型」）と「その他の拠点」（以下「その他」）を、さら

に人口規模別（5 万人以上、5 万人未満）に分けて、計 4 群の間で過去 3 年間の利用者

数の変化を比較した（以下、図 9 参照）。

■人口 5 万人以上の自治体では、「多機能型」及び「その他」の両方とも「利用者が増え

ている」と回答した拠点が 4 割を超えており、人口 5 万人未満の小規模な自治体の拠点

と比べて利用者の増加傾向が顕著であった。ただし、人口 5 万人以上の自治体では「多

機能型」よりも「その他」のほうが「利用者が増えている」との回答割合が高く、拠点

の利用促進という観点から、多機能のメリットは見いだせなかった。

■一方、人口 5 万人未満の小規模な自治体では、「その他」よりも「多機能型」のほうが

「利用者が増えている」という回答が約 15％高く、小規模な自治体ほど拠点の多機能化

による利用促進効果が期待できるといえる。したがって、都市部に比べて少子化の進行

が著しく、拠点の利用者数も減少傾向にある小規模な自治体において、拠点の多機能化

によって利用促進に努めることが重要であろう。

- 13 -



図 9 拠点の多機能化による利用促進効果（人口規模別） 

 

 

（３）多機能型の拠点における運営上の問題や課題 

 

■多機能型の拠点（356 か所）を対象に、複数の子育て支援事業を実施している中で、運

営上の問題や課題が生じているかを尋ねた。最も多かったのは「複数の事業を行うため

の職員配置やその確保が難しい」であり、次いで「複数の事業を行うための設備やスペ

ースが不足している」であった（以下、図 10 参照）。 
■年間の利用者数が増加している拠点では、「複数の事業を並行して行うことによる業務

の煩雑さ」「複数の事業を行う際の職員間の連携づくりの難しさ」の回答割合が有意に

高く、利用者が増えるほど業務が煩雑になり、職員間の連携のための労力や時間を確保

する難しさが示唆される結果であった。したがって、多機能型の拠点に対しては、個々

の事業に対する財源だけでなく、多機能化による業務上の負荷を軽減するための措置を

講じることができるように「連携加算」のような財政支援も必要であろう。 
 
 
 
 
 
 
 

/19.2 

33.7 

42.0 

46.0 

38.5 

39.6 

24.7 

23.0 

42.3 

26.7 

33.3 

31.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５万人未満-その他
(n=26)

５万人未満-多機能
(n=101)

５万人以上-多機能
(n=255)

５万人以上-その他
(n=113)

増えている 減っている どちらとも言えない
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図 10 拠点の多機能化による運営上の課題（複数回答） 

 
 

 

 

（４）利用者が他のサービス（子どもの一時的な預かり）を利用する理由 

 

■利用者に対する調査では、全回答者（2125 人）のうち 1390 人が、子どもの一時的な預

かりを行うサービス（一時預かり事業、ファミリー・サポート・センター事業など）を

併設する多機能型の拠点を利用していた。さらに、拠点に併設された一時的な預かりを

「利用したことがある」と回答した者は 571 人であった。 
■一時的な預かりを利用するようになった理由として最も多かったのは「拠点と同じ施設

で実施されていることにより、安心感があったから 」であり、次いで「拠点と同じ施

設であり、子どもが多少なりとも場や人に慣れているから 」の順であった（図 11 参

照）。日頃から親子で利用している拠点と同じ施設内で一時預かり等の事業が実施され

ていることが、保護者に安心感を与えたり子どもにも負担をかけたりしないなど、サー

ビスの利用しやすさにつながっていることが明らかになった。 
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図 11 子どもの一時的な預かりを利用するようになった理由（複数回答） 

 

 

 

 

４．総合考察 

 
子どもが幼い時期から共働きを前提とする家庭生活への移行が進んでいる中、地域子育

て支援拠点事業の対象は従来からの「在宅育児支援」にとどまらず、今や多数派を占める

ようになった共働き家庭を対象として捉え、その支援のあり方を検討していく必要があ

る。拠点を利用する子どもの年齢層は保育所等に通い始めるまでの 1～2 歳未満児を中心

に低年齢化し、かつ拠点の利用期間も短期化する傾向にある。これに相応するように拠点

の取り組みは低年齢児とその保護者への支援に傾斜しがちであるが、今回の調査では子ど

もが 3 歳以降になっても拠点の利用を希望する保護者が少なくないことが明らかになっ

た。 
子どもが平日に保育所等に通うようになっても、あるいは在宅育児の場合は３歳以上児

が幼稚園通園開始以降も、継続的に親子で拠点を利用できるように配慮するならば、拠点

の休日開所等に積極的に取り組むことが求められる。今回の調査では、平日のみ開所の拠

点よりも、休日開所を行う拠点のほうが「利用者が増えている」との回答割合が有意に高
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く、とりわけ父親、妊婦、3 歳以上の子どもたちの利用を促進する効果が示されている。

また、今回の調査対象となった拠点の 54％は 1 日の平均的な親子の利用組数が 10 組未満

にとどまっており、より多くの子育て家庭の利用を促すことでポピュレーションアプロー

チを推進するためにも、休日開所等の対応が重要であると考えられる。 
一方で、保護者に対して拠点を利用する前の状態を尋ねた調査では、妊娠期から産後 6

か月未満の産前・産後の時期に「悩みや不安を話せる人」や「親同士の仲間」がいないな

ど、身近なサポートを得られず孤立する傾向がより高くあらわれている。したがって、妊

娠期から早期かつ継続的な支援に取り組むことが重要であるが、妊娠期からの支援を実施

する拠点は調査対象のうち約 5 割にとどまっており、今後の支援の拡充が課題である。 
さらに、予防型支援の観点から多様なニーズに対応する支援に取り組むことが拠点に求

められる中、今回の調査では子どもの障害、経済的困窮、ひとり親などの福祉的課題や、

多胎児養育家庭、外国籍の家庭に対する支援を行う拠点において、利用者の増加傾向が顕

著であった。ポピュレーションアプローチだけでなく、ハイリスクアプローチにつながる

「入口」としての役割を拠点が積極的に担う上でも、拠点職員による相談や情報提供に加

え、地域連携に基づいて外部の専門職による相談やピアサポートの機会をつくりだすこと

により、多様な子育て家庭の利用を促すことが肝要であろう。 
拠点の利用を促進するための対策として、いわゆる総合支援センターに象徴される「多

機能化」に取り組むことも重要である。普段から親子で利用する拠点に、他の子育て支援

事業が併設されていることにより、「ワンストップ」で必要なサービスを利用することが

できるようになる。また、今回の調査では、拠点に子どもの一時的な預かりが併設されて

いることにより「安心感があった」「子どもが場や人に慣れている」「利用手続きがしやす

い」など、よりスムーズに他のサービス利用に結びつくという効果も示されている。この

点に関しては、筆者らが以前に行った調査でも、子どもの一時的な預かりだけでなく、利

用者支援事業や放課後児童健全育成事業などの他の子育て支援事業を併設する多機能型の

拠点において、他のサービス利用に際して「安心感があった」「支援内容を以前から知っ

ていた」などが上位に挙げられていたことを付記しておく（図 12 参照）1。 
なお、今回の調査では、多機能化による拠点の利用促進効果は、人口５万人未満の小規

模な自治体のほうが高くあらわれていることから、少子化の進行に伴って拠点の利用者数

も減少傾向にある小規模な自治体においてこそ、より積極的に拠点の多機能化による利用

促進に努めることが重要である。ただし、利用者が増えるほど業務が煩雑になり、職員間

の連携の難しさなどの課題も生じてくるため、多機能化による業務上の負荷を軽減するた

めの財政的措置などを講じることが求められる。 

 
 
 

1 渡辺顕一郎「多様な課題に対応する地域子育て支援拠点事業の役割に関する研究」『日本

福祉大学教育・心理学紀要』第 17 号、2025 年． 
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図 12 併設の子育て支援事業を利用した理由（複数回答，単位：％） 

 

注：調査対象は，拠点に併設された他の子育て支援事業も利用するサービス併用者 235 人． 
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提言 

 

（１）利用者のニーズを踏まえた地域子育て支援拠点の活動へ 

 

１）拠点が利用者のニーズに応えるために必要な取組 

 

■妊娠期からの支援、父親への支援の強化 

地域子育て支援拠点事業実施要項に規定された基本 4事業の活動に加え、「妊婦を対象と

した活動」（妊娠期からの支援）や「父親を対象とした活動」（父親支援）に取り組んでい

る拠点が約半数となっており、月 1回程度は行うといった日常的な活動にしていく必要が

ある。特に、父親からは、より利用しやすくなる拠点の支援として、「父親が利用しやす

い利用時間の設定や活動内容等の工夫」「家庭生活や夫婦のパートナーシップなどを学ぶ

機会」の提供についてのニーズが母親に比べて有意に高いことが把握されており、さらに

推進が必要であることが明らかになった。 

■こどもの育ちを支える多世代交流の促進 

国が定めた幼児期までのこどもの育ちに係る基本的なビジョン（はじめの 100か月の育ち

ビジョン）において、切れ目なく育ちを支える観点から中高生とのふれあい活動など、こ

どもの育ちを支える環境や社会の厚みを増すことが求められており、「中高年層のボラン

ティアと親子が交流できる時間」や「小中高生や大学生と親子がふれあう時間」は、こど

もの育ちに必要な活動として捉える必要がある。拠点の約半数以上は取り組んでいるもの

の、さらに推進が必要である。 

■親の学びを深める機会の促進 

「育児相談のためのグループワーク等を開催」は 7割弱の拠点が行っているが、「親教育

（ペアレント・トレーニング等）」については、35％程度の実施率にとどまっている。核

家族化や少子化が続く中で乳幼児のケアなどの経験がない若い世代が増える中、すべての

子育て家庭に求められるプログラムになってきている。令和６年度より地域子ども・子育

て支援事業として新設された「親子関係形成支援事業」は拠点事業に加算が可能な事業と

なっており、親の学びを深める予防的なプログラムとして拠点においても取り組んでいく

必要がある。 

 

２）子育て家庭（妊婦を含む）の孤立予防 

 

■第 1子の子育て家庭（妊婦を含む）の孤立予防 

利用者がはじめて拠点を利用した時期については、第 1子出産後 6か月未満までが約

50％、1年未満まで広げると約 75％以上となっており、第１子において出産後６か月未満

など早い時期に利用につながっていることが確認できた。利用する前の状況は、第 1子妊

娠中、産後～6か月未満で「子育てをしている親と知り合いたかった」「子育ての悩みや不
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安を話せる人がほしかった」「大人と日常的な会話をしたかった」が有意に高く、ここで

も早い時期のつながりづくりの必要性が明らかになった。 

■妊娠期家庭への支援強化 

はじめて拠点を利用した時期が第 1子妊娠中からだった人は 5.9％と少ないが、「子育てを

している親と知り合いたかった」「子育ての悩みや不安を話せる人がほしかった」が有意

に高く、妊娠期からのつながりづくりがこれまで以上に必要であり、孤立予防が求められ

ている。 

■親自身が育った市町村でない子育て家庭（以下、アウェイ育児）への支援 

自分自身が育った市町村での子育てでない場合（アウェイ育児）は、利用者の約 7割を占

めている。アウェイ育児の場合は、「家族以外の人と交流する機会があまりなかった」「大

人と日常的な会話をしたかった」「地域子育て情報を得る方法がわからなかった」という

項目が有意に高い結果となっており、特に配慮が必要であることが明らかになった。 

■就労していない家庭への支援 

拠点を利用する理由として、就労していない家庭は「子育てによる孤立を解消したから」

の項目が有意に高く、利用するようになってからの変化も、「大人と日常的な会話をした

かった」「子育てでつらいのは自分だけでないと思えるようになった」「子どもの友だちが

増えた」が有意に高く、拠点の利用が孤立を予防している状況が把握された。就労家庭が

増えているが、就労していない家庭への支援、とりわけ孤立予防といった観点から改めて

考える必要がある。 

 

３）子どもの遊び場、保護者の相談や交流の場としての環境整備 

 

■子どもの遊び場としてのさらなる充実 

利用者が「拠点を利用する理由」は、「子どもの遊び場として利用したいから」が

91.7％、「子どもの成長や発達のために必要だと思うから」が 61.6％でトップ 1位、2位

項目であった。乳幼児の遊び場として、また子どもの成長や発達のための環境づくり、ゾ

ーニングや遊具、絵本、外環境等のさらなる充実、環境整備が求められている。 

■保護者の相談や交流の場としての環境整備 

保護者に対する相談や交流の場としてのニーズも相対的に高く、特に「育児休業中」「就

労していない家庭」において高い傾向がみられたことから、地域に接点の少ない子育て家

庭にとって拠点は地域とつながる入口として重要な役割を果たしている。職員による日常

的な相談から専門職に相談できる機会の提供、グループワークを活用したプログラムの提

供等さらに支援の質を高める工夫が求められる。 

■子どもが 3 歳以上になっても利用できる環境整備 

拠点にどのような支援があれば、より利用しやすくなると思うかの設問に対して、「子ど

もが 3歳以上になっても活発に遊べるような遊具やスペースの工夫」が就労の有無にかか

わらず 1位であった。共働きが増加する中、就園後も休業日や休日に利用したいニーズが

高いことが把握された。また、長期休みなどにきょうだい児と一緒に利用したいといった
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ニーズもあると予想される。3歳以上の利用にあたっては、年齢に応じた遊びの環境づく

りや安全に遊べるゾーニング等、環境整備の工夫が求められる。 

 

（２）地域子育て支援拠点の利用を促進し、利用者を増やすための対策 

 

１）休日開所による利用促進 

過去３年間で「利用者が増えている」と回答した拠点を、平日のみ開所している拠点と土

日を含む休日に開所している拠点で比較した場合、土日を含む休日に開所している拠点で

は、特に父親、妊婦（第１子妊娠中の方）、３歳以上児が増えていると答えた拠点が有意

に高いことが分かった。従って、休日開所によって、妊娠中から父親を含めて利用を促進

し、就園後の３歳児以上になっても継続利用が可能となるよう、切れ目ない支援を想定し

た方策が求められている。 

 

２）子育て家庭の多様なニーズや課題に対応 

拠点が利用を促進するために行ってきた取組や対策で最も多かったのは、「発達の遅れや

障がいがある子どもの家庭」であり、拠点が意識して取り組んでいることが把握された。

このことは、拠点の加算事業に「配慮が必要な子育て家庭等への支援」が導入されたこと

の影響等もあると推測される。さらに過去３年間で「利用者が増えている」と回答した拠

点は、「多胎児を養育する家庭」「ひとり親家庭」「外国籍の家庭」「経済的に困窮している

家庭」への支援に取り組む割合が有意に高く、利用促進の観点からも子育て家庭の多様な

ニーズや課題に対応していくことが必要であるといえる。 

 

（３）地域子育て支援拠点の多機能化 

１）拠点の多機能化の促進 

本調査においては、拠点事業に加えて他の事業を併設している拠点が 72％という結果であ

った。具体的な子育て支援事業は、多い順に「一時預かり事業」「利用者支援事業」「地域

子育て相談機関」「ファミリー・サポート・センター事業」となっており、子どもを預か

る事業や相談事業に取り組んでいることが把握された。利用者が一時的な預かりを利用す

る理由として「拠点と同じ施設で実施されていることの安心感」が第 1の理由として挙げ

られていることから、支援の効果的提供ということからも拠点における多機能化の推進は

重要であると考えられる。 

 

２）小規模自治体における拠点の多機能化促進 

人口 5万人未満の小規模な自治体では、「多機能型」の方が「その他」よりも「利用者が

増えている」という回答が多く、利用促進効果が期待できる可能性が示唆されている。保

育の分野においては、令和 7年度から令和 10年度末までの 4年間の保育政策の方向性を

まとめた「保育政策の新たな方向性」において、少子化を踏まえて地域ニーズに応じた保

育提供体制の提供を進める観点から多機能化等の計画的取り組みが示されるなど、小規模
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自治体における多機能化促進のモデル実施が行われている。同様に拠点の多機能化促進の

可能性についても検討が必要であると考える。 

 

（４）課題と提言 

 

地域子育て支援拠点は、保育所等への入所前の在宅家庭の支援として創設された経緯が

あるが、今回の調査では育児休業中の方が利用者層としては一番多く、就労している保護

者の利用も 18％を占めるなど、就労の有無にかかわらず利用されていることが明らかにな

った。また、拠点は保護者の就労の有無にかかわらず、子どもの遊びの場や子育て家庭の

交流の場として必要な社会資源であることが把握された。 

拠点の職員に求めることとしては、第 1に「日常的な会話を一緒になって楽しむ」こと

が挙げられており、身近な地域の居場所のなかで水平対等な関係性が構築できる場所とし

て認識されていることが明らかになった。こども家庭センターと連携する機関として期待

されている地域子育て相談機関は、まさに敷居の低い相談施設であり、拠点が対象施設の

ひとつとなるうることが示唆される結果となった。 

ただし、今回の調査によって、利用者がさらに期待していることは、「子どもが 3歳以

上になっても遊べる場」であり「共働き家庭が利用しやすい開所日や利用時間の延長」で

あったことから、今後の機能拡充や環境整備が求められる結果となった。 

以上を踏まえ、提言と課題を提案したい。 

 

１）課題 

 

①拠点は就労の有無に関わらず、乳幼児子育て家庭の重要な社会資源として利用されてい

るが、その実態は社会に伝わっているとは言いがたい。 

 

②少子化のなかで、第 1子の子育て家庭、アウェイ育児の家庭については、不安が高く孤

立しやすい傾向があり、特に就労していない利用者については配慮が必要であるなど、支

援者には利用者の置かれた状況ごとに対応が求められている。 

 

③多世代交流、親の学びの支援など、拠点に求められている機能は多様化しており、職員

のスキルアップや新たな機能を増やすための業務量への配慮が必要となっている。 

 

④平日のみ開所の拠点は、休日に開所している拠点に比べると利用者が増えていない傾向

が認められるため、共働き家庭の増加などに対応して休日開所を検討する必要がある。 

 

⑤土日を含む開所の必要性は感じているものの、職員の配置や業務の負荷を考えて開所で

きていない可能性がある。休日は働いてくれる職員の確保も難しい可能性もあり、6日型

に加え 7日型の補助類型が新設されたが、補助金額が十分なのか検討が必要である。 
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⑥拠点の多機能化の有効性は理解しつつも、複数の事業を行うための設備やスペースの確

保、職員配置や職員間の連携づくりの難しさ等業務負担感がある。 

 

⑦妊娠期から就学前までの切れ目ない支援を行いたいが、施設設備やスペースの確保、土

日を含む休日の開所が難しい。 

 

２）提言 

①拠点は就労の有無に関わらず、乳幼児子育て家庭の重要な社会資源として利用されてい

ることを、より社会にアピールする必要がある。 

 

②育休中や就労している利用者の割合が高まっているが、就労していない利用者は不安感

が高く伴走支援が求められる。また、全体として第 1子の子育て家庭、アウェイ育児の家

庭については、不安が高く孤立しやすい傾向があることから、特に丁寧な対応が求められ

る。 

 

③拠点の実施要項に定められた基本 4事業は日常的に実施されているが、子どもの育ちを

支える多世代交流、親の学びの支援（ペアレント・トレーニング等）については十分とは

言えない。乳幼児や子どもと多世代とのかかわりについて、中高生の赤ちゃんとのふれあ

い授業等の推進、利用者の同質性の緩和といった観点からも多世代交流の機会が求められ

る。また、親の学びの支援として、テーマを決めた「グループワーク」の活用や新設され

た「親子関係形成支援事業」等の活用も推進していく必要がある。 

 

④利用者のニーズは、3歳児以降の利用、父親の利用、妊娠期からの利用ニーズが高く、

これらのニーズを満たすためには、土日を含む休日の開所が求められている。実現するた

めには、拠点の 6日型、7日型の基礎単価をさらに拡充して、職員配置や休日勤務が可能

な就労環境を構築する必要がある。加えて、3歳児以降の利用、父親の利用、妊娠期から

の利用ニーズに応える設備環境、遊具の配置、スペース等の確保が求められる。 

 

⑤利用者が増えている拠点は、妊娠期から就園後も利用できるよう土日を含む休日の開所

をしている拠点であり、特に 5万人未満の小規模自治体においては、多機能型の拠点が有

効である。しかし、多機能型の支援には、職員同士の連携を密にするための会議やスキル

アップが求められ、多機能型支援促進のための加算等の充実が求められる。 

 

⑥多様なニーズ（発達の遅れや障がいがある子どもの家庭、多胎児を養育する家庭、外国

籍の家庭、経済的に困窮している家庭）に応えている拠点は利用者が増えている傾向が把

握されたことから、さらなる推進が必要である。しかし、実現のためには職員の資質向上

が必要であり、研修機会の確保や処遇改善、補助単価等の見直しが必要である。 
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１ 拠点向けアンケートの結果   
 
※文章中・図表中の数値は，端数処理の関係上，合計が一致しない場合があります。 

（１）単純集計結果 

 

問 1 拠点が設置されている自治体の人口規模 単一回答 

問 2 運営主体 単一回答 

問 3 一週間の開設日数 単一回答 

問 4 開設している曜日 複数回答 

問 5 １日の親子の利用組数 単一回答 

問 6 年間の利用者数の変化 単一回答 

問 6(1)-1 利用者数の変化:父親 単一回答 

問 6(2)-2 利用者数の変化:妊婦(第１子妊娠中の方) 単一回答 

問 6(2)-3 利用者数の変化:０歳児 単一回答 

問 6(2)-4 利用者数の変化:１歳～２歳児 単一回答 

問 6(2)-5 利用者数の変化:３歳児以上 単一回答 

問 7 利用促進のために行ってきた取組や対策 複数回答 

問 8 保育所等に就園した後の拠点利用 単一回答 

問 9 利用できない理由 複数回答 

問 10-1 育児に関する相談にスタッフが対応 単一回答 

問 10-2 子育て支援サービスについての問い合わせ等の対応 単一回答 

問 10-3 親子が仲間づくりできるようにかかわる 単一回答 

問 10-4 母子保健等と連携を取りながら支援を行う 単一回答 

問 10-5 地域の子育てに関する情報を掲示板等で提供 単一回答 

問 10-6 初めて来た利用者にオリエンテーションを行う 単一回答 

問 10-7 新しい利用者には声かけを行っている 単一回答 

問 10-8 利用者が自由に飲食できる場所等を設けている 単一回答 

問 10-9 子どもの年齢に応じたプログラム等を設定 単一回答 

問 10-10 専門職による相談を開催している 単一回答 

問 10-11 施設外で活動を行っている 単一回答 

問 10-12 育児相談のためのグループワーク等を開催 単一回答 

問 10-13 中高年層のボランティアと親子が交流できる時間がある 単一回答 

問 10-14 妊婦を対象とした活動を行っている 単一回答 

問 10-15 父親を対象とした活動を行っている 単一回答 

問 10-16 祖父母を対象とした活動を行っている 単一回答 

問 10-17 小中高生や大学生と親子がふれあう時間がある 単一回答 

問 10-18 親教育を行っている 単一回答 

問 11 行っている取り組み 複数回答 

問 12 併設する子育て支援事業 複数回答 

問 13 運営上の問題や課題 複数回答 
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［問 1］貴拠点が設置されている自治体の人口規模をお選びください。 

・最も多いのは「10 万人～30 万人未満」(29.5%)である。次いで「30 万人以上」(28.1%)、
「１万人～５万人未満」(19.2%)の順である。 

・階級値を「１万人未満」(0.5)、「１万人～５万人未満」(3)、「５万人～10 万人未満」(7.5)、
「10 万人～30 万人未満」(20)、「30 万人以上」(35)で代表させた平均値は 17.59 万人であ

る。 
 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 １万人未満 32 6.5 0.5
2 １万人～５万人未満 95 19.2 3
3 ５万人～10万人未満 83 16.8 7.5
4 10万人～30万人未満 146 29.5 20
5 30万人以上 139 28.1 35
無回答 0 0.0 平均 17.59
全体 495 100.0 標準偏差 12.805

１万人

未満

6.5%

１万人～５万人未満

19.2%

５万人～10万人未満

16.8%

10万人～30万人未満

29.5%

30万人以上

28.1%

無回答

0.0%

Q1 拠点が設置されている自治体の人口規模

(N=495)
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［問２］運営主体は以下のいずれに該当しますか。 

・最も多いのは「ＮＰＯ法人」(40.8%)である。次いで「社会福祉法人」(20.0%)、「自治体直営」

(18.2%)の順である。 

 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 自治体直営 90 18.2
2 社会福祉法人 99 20.0
3 学校法人 16 3.2
4 ＮＰＯ法人 202 40.8
5 社会福祉協議会 15 3.0
6 株式会社 10 2.0
7 任意団体 19 3.8
8 一般社団法人 9 1.8
9 その他 35 7.1
無回答 0 0.0
全体 495 100.0

自治体直営

18.2%

社会福祉法人

20.0%

学校法人

3.2%

ＮＰＯ法人

40.8%

社会福祉協議会

3.0%

株式会社

2.0%

任意団体

3.8%

一般社団法人

1.8%

その他

7.1%

無回答

0.0%

Q2 運営主体

(N=495)
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［問３］一週間の開設日数をお選びください。 

・最も多いのは「５日」(56.6%)である。次いで「６～７日」(27.9%)、「３～４日」(15.6%)の

順である。 

・階級値を「３～４日」(3.5)、「５日」(5)、「６～７日」(6.5)で代表させた平均値は 5.18 日

である。 

 

 
No. カテゴリー名 ｎ % 階級値

1 ３～４日 77 15.6 3.5
2 ５日 280 56.6 5
3 ６～７日 138 27.9 6.5
無回答 0 0.0 平均 5.18
全体 495 100.0 標準偏差 0.972

３～４日

15.6%

５日

56.6%

６～７日

27.9%

無回答

0.0%

Q3 一週間の開設日数

(N=495)
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［問４］開設している曜日はいつですか？あてはまるものを全てお選びください。 
（複数回答可） 

・最も多いのは「金曜」(91.9%)である。次いで「火曜」(90.5%)、「木曜」(89.3%)の順である。

無回答を除いた累積回答数は 2446 であり、回答者数 447 を 100 とした場合の指数は 510.6

である。回答者ひとりあたり、平均 5.11 個の回答をしている。 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 月曜 386 78.0
2 火曜 448 90.5
3 水曜 429 86.7
4 木曜 442 89.3
5 金曜 455 91.9
6 土曜 208 42.0
7 日曜 78 15.8
無回答 16 3.2 累計 　(n) 累計 　(%)
全体 495 100.0 2462 497.4

78.0

90.5

86.7

89.3

91.9

42.0

15.8

3.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

月曜

火曜

水曜

木曜

金曜

土曜

日曜

無回答

%

Q4 開設している曜日

(N=495)
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No. カテゴリー名 ｎ %
1 ３～４日 66 13.3
2 ５日 279 56.4
3 ６～７日 134 27.1
無回答 16 3.2 平均 5.11
全体 495 100.0 標準偏差 0.910

３～４日

13.3%

５日

56.4%

６～７日

27.1%

無回答

3.2%

Q4 開設している曜日（選択数）

(N=495)
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［問５］令和６年度における 1 日の平均的な親子の利用組数をお選びください。※詳細な統計資

料（データ）がない場合は概ねの利用組数で構いません。 

・最も多いのは「５組～10 組未満」(37.8%)である。次いで「20 組以上」(20.0%)、「10 組～

15 組未満」(19.2%)の順である。 

・階級値を「５組未満」(2.5)、「５組～10 組未満」(7.5)、「10 組～15組未満」(12.5)、「15

組～20 組未満」(17.5)、「20 組以上」(25)で代表させた平均値は 11.90 である。 

 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 ５組未満 78 15.8 2.5
2 ５組～10組未満 187 37.8 7.5
3 10組～15組未満 95 19.2 12.5
4 15組～20組未満 36 7.3 17.5
5 20組以上 99 20.0 25
無回答 0 0.0 平均 11.90
全体 495 100.0 標準偏差 7.617

５組未満

15.8%

５組～10組未満

37.8%
10組～15組未満

19.2%

15組～20組未満

7.3%

20組以上

20.0%

無回答

0.0%

Q5 １日の親子の利用組数

(N=495)
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［問６（１）］最近３年間の利用者数の変化について伺います。※詳細な統計資料（データ）が

ない場合は所感からお答えください。年間の利用者数の変化について 

・最も多いのは「増えている」(40.0%)である。次いで「どちらとも言えない」(31.9%)、「減

っている」(28.1%)の順である。 

・階級値を「増えている」(3)、「減っている」(1)、「どちらとも言えない」(2)で代表させた

平均値は 2.12 である。 

 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 増えている 198 40.0 3
2 減っている 139 28.1 1
3 どちらとも言えない 158 31.9 2
無回答 0 0.0 平均 2.12
全体 495 100.0 標準偏差 0.817

増えている

40.0%

減っている

28.1%

どちらとも言えない

31.9%

無回答

0.0%

Q6(1) 年間の利用者数の変化

(N=495)
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［問６（２）］最近３年間の利用者数の変化（GT マトリクス）：父親～３歳児以上 

・「増えている」が最も多いのは「父親」（70.1％）、「減っている」が最も多いのは「３歳児以

上」（60.4％）、「どちらとも言えない」が最も多いのは「妊婦（第１子妊娠中の方）」（62.4%）

である。「受け入れ自体を行っていない」が最も多いのは「妊婦（第１子妊娠中の方）」（6.3%）」

である。 

70.1

67.3

35.8

18.8

13.5

5.7

10.7

27.7

11.1

60.4

24.2

21.4

36.2

62.4

23.0

0.0

0.2

0.0

6.3

2.8

0.0

0.4

0.4

1.4

0.2

父親
(n=495)

０歳児
(n=495)

１歳～２歳児
(n=495)

妊婦(第１子妊娠中の方)
(n=495)

３歳児以上
(n=495)

増えている 減っている どちらとも言えない 受け入れ自体を行っていない 無回答
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［問６（２）］最近３年間の利用者数の変化：父親 

・最も多いのは「増えている」(70.1%)である。次いで「どちらとも言えない」(24.2%)、「減っ

ている」(5.7%)の順である。 

 

 
No. カテゴリー名 ｎ %

1 増えている 347 70.1
2 減っている 28 5.7
3 どちらとも言えない 120 24.2
4 受け入れ自体を行っていない 0 0.0
無回答 0 0.0
全体 495 100.0

増えている

70.1%

減っている

5.7%

どちらとも言えない

24.2%

受け入れ自体を行って

いない

0.0%
無回答

0.0%

Q6(2)-1 利用者数の変化:父親

(N=495)
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［問６（２）］最近３年間の利用者数の変化：妊婦(第１子妊娠中の方) 

・最も多いのは「どちらとも言えない」(62.4%)である。次いで「増えている」(18.8%)、「減っ

ている」(11.1%)の順である 

 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 増えている 93 18.8
2 減っている 55 11.1
3 どちらとも言えない 309 62.4
4 受け入れ自体を行っていない 31 6.3
無回答 7 1.4
全体 495 100.0

増えている

18.8%

減っている

11.1%

どちらとも言えない

62.4%

受け入れ自体を

行っていない

6.3%

無回答

1.4%

Q6(2)-2 利用者数の変化:妊婦(第１子妊娠中の方)

(N=495)
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［問６（２）］最近３年間の利用者数の変化：０歳児 

・最も多いのは「増えている」(67.3%)である。次いで「どちらとも言えない」(21.4%)、「減っ

ている」(10.7%)の順である。 

 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 増えている 333 67.3
2 減っている 53 10.7
3 どちらとも言えない 106 21.4
4 受け入れ自体を行っていない 1 0.2
無回答 2 0.4
全体 495 100.0

増えている

67.3%

減っている

10.7%

どちらとも言えない

21.4%

受け入れ自体を

行っていない

0.2%

無回答

0.4%

Q6(2)-3 利用者数の変化:０歳児

(N=495)
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［問６（２）］最近３年間の利用者数の変化：１歳～２歳児 

・最も多いのは「どちらとも言えない」(36.2%)である。次いで「増えている」(35.8%)、「減っ

ている」(27.7%)の順である。 

 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 増えている 177 35.8
2 減っている 137 27.7
3 どちらとも言えない 179 36.2
4 受け入れ自体を行っていない 0 0.0
無回答 2 0.4
全体 495 100.0

増えている

35.8%

減っている

27.7%

どちらとも言えない

36.2%

受け入れ自体を

行っていない

0.0%

無回答

0.4%

Q6(2)-4 利用者数の変化:１歳～２歳児

(N=495)
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［問６（２）］最近３年間の利用者数の変化：３歳児以上 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 増えている 67 13.5
2 減っている 299 60.4
3 どちらとも言えない 114 23.0
4 受け入れ自体を行っていない 14 2.8
無回答 1 0.2
全体 495 100.0

増えている

13.5%

減っている

60.4%

どちらとも言えない

23.0%

受け入れ自体を

行っていない

2.8%

無回答

0.2%

Q6(2)-5 利用者数の変化:３歳児以上

(N=495)

・最も多いのは「減っている」(60.4%)である。次いで「どちらとも言えない」(23.0%)、「増え

ている」(13.5%)の順である。 

 

- 39 -



［問７］最近３年間で、拠点の利用を促進するために行ってきた取組や対策をお選びください。

（複数回答可） 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

・最も多いのは「拠点の PR を積極的に行った 」(74.1%)である。次いで「0歳児向けのプロ

グラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った 」(69.9%)、「１・２歳児向けの

プログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った 」(51.7%)の順である。 

・無回答を除いた累積回答数は 1599 であり、回答者数 495 を 100 とした場合の指数は 323 で

ある。回答者ひとりあたり、平均 3.23 個の回答をしている。 

 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 拠点のPRを積極的に行った 367 74.1
6 0歳児向けのプログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った 346 69.9
7 １・２歳児向けのプログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った 256 51.7
4 父親を対象とするプログラムを開始したり、内容の充実に取り組んだ 179 36.2
5 妊婦を対象とするプログラムを開始したり、内容の充実に取り組んだ 157 31.7
8 ３歳児以上向けのプログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った 87 17.6
3 平日だけでなく休日の開所を始めた（またはその日数を増やした） 64 12.9
2 開所時間を延長したり開所日数を増やした 56 11.3
9 その他 87 17.6
無回答 0 0.0
全体 495 100.0

累計 　(n) 累計 　(%)
1599 323.0

74.1

69.9

51.7

36.2

31.7

17.6

12.9

11.3

17.6

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

拠点のPRを積極的に行った

0歳児向けのプログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った

１・２歳児向けのプログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った

父親を対象とするプログラムを開始したり、内容の充実に取り組んだ

妊婦を対象とするプログラムを開始したり、内容の充実に取り組んだ

３歳児以上向けのプログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った

平日だけでなく休日の開所を始めた（またはその日数を増やした）

開所時間を延長したり開所日数を増やした

その他

無回答

%

Q7 利用促進のために行ってきた取組や対策

(N=495)
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［問７］最近３年間で、拠点の利用を促進するために行ってきた取組や対策（選択数） 

・最も多いのは「３～５つ」(52.5%)である。次いで「１～２つ」(37.6%)、「６つ以上」(9.5%)

の順である。平均は 3.23 個である。 

 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 １～２つ 186 37.6
2 ３～５つ 260 52.5
3 ６つ以上 47 9.5
無回答 2 0.4 平均 3.23
全体 495 100.0 標準偏差 1.627

１～２つ

37.6%

３～５つ

52.5%

６つ以上

9.5%

無回答

0.4%

Q7 利用促進のために行ってきた取組や対策（選択数）

(N=495)
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［問８］貴拠点は、３歳未満児が保育所等（保育所・認定こども園）に就園した後も、拠点を利

用することはできますか。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

・「利用できる」(90.7%)、「利用できない」(9.3%)であり、「利用できる」は「利用できない」

より 81.4 ポイント高い。 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 利用できる 449 90.7
2 利用できない 46 9.3
無回答 0 0.0
全体 495 100.0

利用できる

90.7%

利用でき

ない

9.3%

無回答

0.0%

Q8 保育所等に就園した後の利用

(N=495)
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［問９］問８で「２．利用できない」と答えた方にお聞きします。その理由についてお選びくだ

さい。（複数回答可） 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

・最も多いのは「拠点の利用対象は、原則的に在宅育児を行う家庭（専業主婦・夫家庭や育

休中の家庭）としているから」(50.0%)である。次いで「自治体の規則等で決まっているか

ら 」(34.8%)、「保育所等の利用後の子育て支援は、おもに子どもが通う園が担当すること

としているから 」(21.7%)の順である。 

・無回答を除いた累積回答数は 59 であり、回答者数 46 を 100 とした場合の指数は 128.3 で

ある。回答者ひとりあたり、平均 1.28 個の回答をしている。 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 拠点の利用対象は、原則的に在宅育児を行う家庭（専業主婦・夫家庭や育休中の家庭）としているから 23 50.0
4 自治体の規則等で決まっているから 16 34.8
2 保育所等の利用後の子育て支援は、おもに子どもが通う園が担当することとしているから 10 21.7
3 拠点をより少人数で利用できるようにするため（拠点の混雑を避けるなど） 3 6.5
5 その他 7 15.2
無回答 0 0.0
非該当 449
全体 46 100.0

累計 (n) 累計 (%)
59 128.3

50.0

34.8

21.7

6.5

15.2

0.0

0 10 20 30 40 50 60

拠点の利用対象は、原則的に在宅育児を行う家庭（専業主婦・

夫家庭や育休中の家庭）としているから

自治体の規則等で決まっているから

保育所等の利用後の子育て支援は、おもに子どもが通う園が担

当することとしているから

拠点をより少人数で利用できるようにするため（拠点の混雑を避

けるなど）

その他

無回答

%

Q9 利用できない理由

(N=46)
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［問９］問８で「２．利用できない」と答えた方にお聞きします。その理由に係る選択数 

・最も多いのは「１つ」(76.1%)である。次いで「２つ」(21.7%)、「３つ以上」(2.2%)の順であ

る。平均は 1.28 個である。 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 １つ 35 76.1
2 ２つ 10 21.7
3 ３つ以上 1 2.2
無回答 0 0.0 平均 1.28
非該当 449 標準偏差 0.584
全体 46 100.0

１つ

76.1%

２つ

21.7%

３つ以上

2.2% 無回答

0.0%

Q9 利用できない理由（選択数）

(N=46)
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［問１０ＧＴマトリクス] 拠点の事業として、下記の取り組みをどれくらい行っていますか。 
      全１８項目 

・階級値を「日常的に行っている」(3)、「ときどき行っている」(2)、「行っていない」(1)で

代表させた平均値のトップ３は次のとおりである。最も高いのは「育児に関する相談にスタ

ッフが対応」(2.98)である。次いで「親子が仲間づくりできるようにかかわる」(2.97)、「子

 

97.0

95.6

94.9

94.1

91.9

82.0

79.8

64.4

62.2

57.8

40.0

35.8

27.7

27.5

24.4

19.0

14.3

9.5

1.6

3.4

4.0

2.8

6.5

12.9

16.8

23.4

29.3

7.3

24.6

32.1

29.7

23.8

28.7

37.2

20.2

9.3

0.4

0.0

0.0

2.0

0.6

4.0

2.4

11.1

7.5

33.9

34.3

31.1

41.6

47.7

45.9

42.8

64.4

80.2

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

育児に関する相談にスタッフが対応
(n=495)

親子が仲間づくりできるようにかかわる
(n=495)

子育て支援サービスについての問い合わせ等の対応
(n=495)

初めて来た利用者にオリエンテーションを行う
(n=495)

地域の育てに関する情報を掲示板等で提供
(n=495)

新しい利用者には声かけを行っている
(n=495)

母子保健等と連携を取りながら支援を行う
(n=495)

子どもの年齢に応じたプログラム等を設定
(n=495)

利用者が自由に飲食できる場所等を設けている
(n=495)

専門職による相談を開催している
(n=495)

施設外で活動を行っている
(n=495)

育児相談のためのグループワーク等を開催
(n=495)

中高年層のボランティアと親子が交流できる時間がある
(n=495)

妊婦を対象とした活動を行っている
(n=495)

父親を対象とした活動を行っている
(n=495)

小中高生や大学生と親子がふれあう時間がある
(n=495)

親教育を行っている
(n=495)

祖父母を対象とした活動を行っている
(n=495)

日常的に行っている ときどき行っている 行っていない 無回答

2.98

2.97

2.96

2.93

2.92

2.79

2.78

2.54

2.55

2.24

2.06

2.05

1.86

1.80

1.78

1.76

1.49

1.29

0.00 1.00 2.00 3.00 4.00

平均
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［問１０－１］拠点の事業として、下記の取り組みをどれくらい行っていますか。 
育児に関する相談にスタッフが対応している 

・最も多いのは「日常的に行っている」(97.0%)である。次いで「ときどき行っている」(1.6%)、

「行っていない」(0.4%)の順である。 

・階級値を「日常的に行っている」(3)、「ときどき行っている」(2)、「行っていない」(1)で

代表させた平均値は 2.98 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 日常的に行っている 480 97.0 3
2 ときどき行っている 8 1.6 2
3 行っていない 2 0.4 1
無回答 5 1.0 平均 2.98
全体 495 100.0 標準偏差 0.179

日常的に行っている

97.0%

ときどき行っている

1.6%

行っていない

0.4%

無回答

1.0%

Q10-1 育児に関する相談にスタッフが対応

(N=495)
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［問１０－２］子育て支援サービスについての問い合わせや質問にスタッフが対応している 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・最も多いのは「日常的に行っている」(94.9%)である。次いで「ときどき行っている」(4.0%)、

「行っていない」(0.0%)の順である。 

・階級値を「日常的に行っている」(3)、「ときどき行っている」(2)、「行っていない」(1)で

代表させた平均値は 2.96 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 日常的に行っている 470 94.9 3
2 ときどき行っている 20 4.0 2
3 行っていない 0 0.0 1
無回答 5 1.0 平均 2.96
全体 495 100.0 標準偏差 0.198

日常的に行っている

94.9%

ときどき行っている

4.0%

行っていない

0.0% 無回答

1.0%

Q10-2 子育て支援サービスについての問い合わせ等の対応

(N=495)

- 47 -



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

［問１０－３］親子が仲間づくりできるようにスタッフも利用者にかかわっている 

・最も多いのは「日常的に行っている」(95.6%)である。次いで「ときどき行っている」(3.4%)、

「行っていない」(0.0%)の順である。 

・階級値を「日常的に行っている」(3)、「ときどき行っている」(2)、「行っていない」(1)で

代表させた平均値は 2.97 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 日常的に行っている 473 95.6 3
2 ときどき行っている 17 3.4 2
3 行っていない 0 0.0 1
無回答 5 1.0 平均 2.97
全体 495 100.0 標準偏差 0.183

日常的に行っている

95.6%

ときどき行っている

3.4%

行っていない

0.0% 無回答

1.0%

Q10-3 親子が仲間づくりできるようにかかわる

(N=495)

- 48 -



  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

［問１０－４］必要に応じて母子保健や地域の他の施設等と連携を取りながら支援を 
行っている 

・最も多いのは「日常的に行っている」(79.8%)である。次いで「ときどき行っている」(16.8%)、

「行っていない」(2.4%)の順である。 

・階級値を「日常的に行っている」(3)、「ときどき行っている」(2)、「行っていない」(1)で

代表させた平均値は 2.78 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 日常的に行っている 395 79.8 3
2 ときどき行っている 83 16.8 2
3 行っていない 12 2.4 1
無回答 5 1.0 平均 2.78
全体 495 100.0 標準偏差 0.469

日常的に行っている

79.8%

ときどき行っている

16.8%

行っていない

2.4%

無回答

1.0%

Q10-4 母子保健等と連携を取りながら支援を行う

(N=495)

- 49 -



  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

［問１０－５］地域の子育てに関する情報を掲示板、チラシ、インターネットなどを使って 
提供している 

・最も多いのは「日常的に行っている」(91.9%)である。次いで「ときどき行っている」(6.5%)、

「行っていない」(0.6%)の順である。 

・階級値を「日常的に行っている」(3)、「ときどき行っている」(2)、「行っていない」(1)で

代表させた平均値は 2.92 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 日常的に行っている 455 91.9 3
2 ときどき行っている 32 6.5 2
3 行っていない 3 0.6 1
無回答 5 1.0 平均 2.92
全体 495 100.0 標準偏差 0.290

日常的に行っている

91.9%

ときどき行っている

6.5%

行っていない

0.6%

無回答

1.0%

Q10-5 地域の育てに関する情報を掲示板等で提供

(N=495)

- 50 -



  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

［問１０－６］利用者が初めて来たときには、施設の利用方法などについて 
オリエンテーションを行っている 

・最も多いのは「日常的に行っている」(94.1%)である。次いで「ときどき行っている」(2.8%)、

「行っていない」(2.0%)の順である。 

・階級値を「日常的に行っている」(3)、「ときどき行っている」(2)、「行っていない」(1)で

代表させた平均値は 2.93 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 日常的に行っている 466 94.1 3
2 ときどき行っている 14 2.8 2
3 行っていない 10 2.0 1
無回答 5 1.0 平均 2.93
全体 495 100.0 標準偏差 0.325

日常的に行っている

94.1%

ときどき行っている

2.8%

行っていない

2.0% 無回答

1.0%

Q10-6 初めて来た利用者にｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝを行う

(N=495)

- 51 -



  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

［問１０－７］新しい利用者が来所してきたときにはスタッフが声かけをし、他の利用者に 
紹介するようにしている 

・最も多いのは「日常的に行っている」(82.0%)である。次いで「ときどき行っている」(12.9%)、

「行っていない」(4.0%)の順である。 

・階級値を「日常的に行っている」(3)、「ときどき行っている」(2)、「行っていない」(1)で

代表させた平均値は 2.79 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 日常的に行っている 406 82.0 3
2 ときどき行っている 64 12.9 2
3 行っていない 20 4.0 1
無回答 5 1.0 平均 2.79
全体 495 100.0 標準偏差 0.499

日常的に行っている

82.0%

ときどき行っ

ている

12.9%

行っていない

4.0%
無回答

1.0%

Q10-7 新しい利用者には声かけを行っている

(N=495)

- 52 -



 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

［問１０－８］利用時間中に、利用者が自由に飲食できる場所や時間帯を設けている 

・最も多いのは「日常的に行っている」(62.2%)である。次いで「ときどき行っている」(29.3%)、

「行っていない」(7.5%)の順である。 

・階級値を「日常的に行っている」(3)、「ときどき行っている」(2)、「行っていない」(1)で

代表させた平均値は 2.55 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 日常的に行っている 308 62.2 3
2 ときどき行っている 145 29.3 2
3 行っていない 37 7.5 1
無回答 5 1.0 平均 2.55
全体 495 100.0 標準偏差 0.632

日常的に行っている

62.2%

ときどき行っている

29.3%

行っていない

7.5%

無回答

1.0%

Q10-8 利用者が自由に飲食できる場所等を設けている

(N=495)

- 53 -



  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

［問１０－９］子どもの年齢に応じたプログラムや活動時間を設定している 

・最も多いのは「日常的に行っている」(64.4%)である。次いで「ときどき行っている」(23.4%)、

「行っていない」(11.1%)の順である。 

・階級値を「日常的に行っている」(3)、「ときどき行っている」(2)、「行っていない」(1)で

代表させた平均値は 2.54 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 日常的に行っている 319 64.4 3
2 ときどき行っている 116 23.4 2
3 行っていない 55 11.1 1
無回答 5 1.0 平均 2.54
全体 495 100.0 標準偏差 0.688

日常的に行っている

64.4%

ときどき行っている

23.4%

行っていない

11.1%

無回答

1.0%

Q10-9 子どもの年齢に応じたプログラム等を設定

(N=495)

- 54 -



  
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

［問１０－１０］専門職（保健師、心理士、保育士等）による相談を開催している 

・最も多いのは「日常的に行っている」(57.8%)である。次いで「行っていない」(33.9%)、「と

きどき行っている」(7.3%)の順である。 

・階級値を「日常的に行っている」(3)、「ときどき行っている」(2)、「行っていない」(1)で

代表させた平均値は 2.24 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 日常的に行っている 286 57.8 3
2 ときどき行っている 36 7.3 2
3 行っていない 168 33.9 1
無回答 5 1.0 平均 2.24
全体 495 100.0 標準偏差 0.933

日常的に行っている

57.8%

ときどき行っている

7.3%

行っていない

33.9%

無回答

1.0%

Q10-10 専門職による相談を開催している

(N=495)

- 55 -



［問１０－１１］施設外での活動（訪問活動、出張ひろばなど）を行っている 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・最も多いのは「日常的に行っている」(40.0%)である。次いで「行っていない」(34.3%)、「と

きどき行っている」(24.6%)の順である。 

・階級値を「日常的に行っている」(3)、「ときどき行っている」(2)、「行っていない」(1)で

代表させた平均値は 2.06 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 日常的に行っている 198 40.0 3
2 ときどき行っている 122 24.6 2
3 行っていない 170 34.3 1
無回答 5 1.0 平均 2.06
全体 495 100.0 標準偏差 0.866

日常的に行っている

40.0%

ときどき行っている

24.6%

行っていない

34.3%

無回答

1.0%

Q10-11 施設外で活動を行っている

(N=495)

- 56 -



［問１０－１２］育児相談のためのグループワークなどを開催している 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・最も多いのは「日常的に行っている」(35.8%)である。次いで「ときどき行っている」(32.1%)、

「行っていない」(31.1%)の順である。 

・階級値を「日常的に行っている」(3)、「ときどき行っている」(2)、「行っていない」(1)で

代表させた平均値は 2.05 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 日常的に行っている 177 35.8 3
2 ときどき行っている 159 32.1 2
3 行っていない 154 31.1 1
無回答 5 1.0 平均 2.05
全体 495 100.0 標準偏差 0.821

日常的に行っている

35.8%

ときどき行っている

32.1%

行っていない

31.1%

無回答

1.0%

Q10-12 育児相談のためのグループワーク等を開催

(N=495)

- 57 -



［問１０－１３］中高年層のボランティアと親子が交流できる時間がある 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・最も多いのは「行っていない」(41.6%)である。次いで「ときどき行っている」(29.7%)、「日

常的に行っている」(27.7%)の順である。 

・階級値を「日常的に行っている」(3)、「ときどき行っている」(2)、「行っていない」(1)で

代表させた平均値は 1.86 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 日常的に行っている 137 27.7 3
2 ときどき行っている 147 29.7 2
3 行っていない 206 41.6 1
無回答 5 1.0 平均 1.86
全体 495 100.0 標準偏差 0.826

日常的に行っている

27.7%

ときどき行っている

29.7%

行っていない

41.6%

無回答

1.0%

Q10-13 中高年層のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱと親子が交流できる時間がある

(N=495)

- 58 -



［問１０－１３］妊婦を対象とした活動を行っている 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・最も多いのは「行っていない」(47.7%)である。次いで「日常的に行っている」(27.5%)、「と

きどき行っている」(23.8%)の順である。 

・階級値を「日常的に行っている」(3)、「ときどき行っている」(2)、「行っていない」(1)で

代表させた平均値は 1.80 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 日常的に行っている 136 27.5 3
2 ときどき行っている 118 23.8 2
3 行っていない 236 47.7 1
無回答 5 1.0 平均 1.80
全体 495 100.0 標準偏差 0.848

日常的に行っている

27.5%

ときどき行っている

23.8%

行っていない

47.7%

無回答

1.0%

Q10-14 妊婦を対象とした活動を行っている

(N=495)

- 59 -



［問１０－１５］父親を対象とした活動を行っている 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・最も多いのは「行っていない」(45.9%)である。次いで「ときどき行っている」(28.7%)、「日

常的に行っている」(24.4%)の順である。 

・階級値を「日常的に行っている」(3)、「ときどき行っている」(2)、「行っていない」(1)で

代表させた平均値は 1.78 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 日常的に行っている 121 24.4 3
2 ときどき行っている 142 28.7 2
3 行っていない 227 45.9 1
無回答 5 1.0 平均 1.78
全体 495 100.0 標準偏差 0.815

日常的に行っている

24.4%

ときどき行っている

28.7%

行っていない

45.9%

無回答

1.0%

Q10-15 父親を対象とした活動を行っている

(N=495)

- 60 -



［問１０－１６］祖父母を対象とした活動を行っている 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・最も多いのは「行っていない」(80.2%)である。次いで「日常的に行っている」(9.5%)、「と

きどき行っている」(9.3%)の順である。 

・階級値を「日常的に行っている」(3)、「ときどき行っている」(2)、「行っていない」(1)で

代表させた平均値は 1.29 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 日常的に行っている 47 9.5 3
2 ときどき行っている 46 9.3 2
3 行っていない 397 80.2 1
無回答 5 1.0 平均 1.29
全体 495 100.0 標準偏差 0.630

日常的に行っている

9.5%

ときどき行っている

9.3%

行っていない

80.2%

無回答

1.0%

Q10-16 祖父母を対象とした活動を行っている

(N=495)

- 61 -



［問１０－１７］小中高生や大学生と親子がふれあう時間がある 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

・最も多いのは「行っていない」(42.8%)である。次いで「ときどき行っている」(37.2%)、「日

常的に行っている」(19.0%)の順である。 

・階級値を「日常的に行っている」(3)、「ときどき行っている」(2)、「行っていない」(1)で

代表させた平均値は 1.76 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 日常的に行っている 94 19.0 3
2 ときどき行っている 184 37.2 2
3 行っていない 212 42.8 1
無回答 5 1.0 平均 1.76
全体 495 100.0 標準偏差 0.753

日常的に行っている

19.0%

ときどき行っている

37.2%

行っていない

42.8%

無回答

1.0%

Q10-17 小中高生や大学生と親子がふれあう時間がある

(N=495)

- 62 -



［問１０－１８］親教育（例：ノーバディース・パーフェクト、ペアレント・トレーニング 
など）を行っている 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・最も多いのは「行っていない」(64.4%)である。次いで「ときどき行っている」(20.2%)、「日

常的に行っている」(14.3%)の順である。 

・階級値を「日常的に行っている」(3)、「ときどき行っている」(2)、「行っていない」(1)で代

表させた平均値は 1.49 である 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 日常的に行っている 71 14.3 3
2 ときどき行っている 100 20.2 2
3 行っていない 319 64.4 1
無回答 5 1.0 平均 1.49
全体 495 100.0 標準偏差 0.735

日常的に行っ

ている

14.3%

ときどき行っている

20.2%

行っていない

64.4%

無回答

1.0%

Q10-18 親教育を行っている

(N=495)

- 63 -



［問１１］貴拠点で行っている下記の対象者や家族への取り組み 
（相談・情報提供・講座等のプログラム）をお選びください。（複数回答可） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

・最も多いのは「発達の遅れや障がいがある子どもの家庭」(53.9%)である。次いで「多胎児

を養育する家庭」(41.6%)、「ひとり親家庭」(35.8%)の順である。 

・無回答を除いた累積回答数は 1186 であり、回答者数 333 を 100 とした場合の指数は 356.2

である。回答者ひとりあたり、平均 3.56 個の回答をしている。 

No. カテゴリー名 ｎ %
6 発達の遅れや障がいがある子どもの家庭 267 53.9
5 多胎児を養育する家庭 206 41.6
1 ひとり親家庭 177 35.8
2 外国籍の家庭 160 32.3
3 高齢出産の家庭 115 23.2
7 経済的に困窮している家庭 100 20.2
4 若年出産の家庭 86 17.4
8 ダブルケアを行う家庭 73 14.7
9 どれも行っていない 2 0.4
無回答 162 32.7
全体 495 100.0

53.9

41.6

35.8

32.3

23.2

20.2

17.4

14.7

0.4

32.7

0 10 20 30 40 50 60

発達の遅れや障がいがある子どもの家庭

多胎児を養育する家庭

ひとり親家庭

外国籍の家庭

高齢出産の家庭

経済的に困窮している家庭

若年出産の家庭

ダブルケアを行う家庭

どれも行っていない

無回答

%

Q11 行っている取り組み

(N=495)

- 64 -



［問１１］貴拠点で行っている下記の対象者や家族への取り組み 
（相談・情報提供・講座等のプログラム）の選択数 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・最も多いのは「１～２つ」(29.3%)である。次いで「３～５つ」(22.2%)、「６つ以上」(15.8%)

の順である。平均は 3.56 個である。 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 １～２つ 145 29.3
2 ３～５つ 110 22.2
3 ６つ以上 78 15.8
無回答 162 32.7
全体 495 100.0

１～２つ

29.3%

３～５つ

22.2%
６つ以上

15.8%

無回答

32.7%

Q11 行っている取り組み（選択数）

(N=495)

- 65 -



［問１２］貴拠点と同じ施設内において併設する子育て支援事業をお選びください。 
(複数回答可） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

・最も多いのは「一時預かり事業」(37.4%)である。次いで「利用者支援事業」(33.7%)、「地

域子育て相談機関」(21.0%)の順である。 

・無回答を除いた累積回答数は 764 であり、回答者数 377 を 100 とした場合の指数は 202.7

である。回答者ひとりあたり、平均 2.03 個の回答をしている。 

No. カテゴリー名 ｎ %
5 一時預かり事業 185 37.4
1 利用者支援事業 167 33.7
8 地域子育て相談機関 104 21.0
4 ファミリー・サポート・センター事業 91 18.4

11 その他 75 15.2
7 放課後児童健全育成事業 47 9.5
9 妊婦等包括相談支援事業 29 5.9
3 養育支援訪問事業 24 4.8
2 乳児家庭全戸訪問事業 22 4.4

10 こども誰でも通園制度 12 2.4
6 子育て短期支援事業 7 1.4

12 実施している事業はない 1 0.2
無回答 118 23.8
全体 495 100.0

37.4

33.7

21.0

18.4

15.2

9.5

5.9

4.8

4.4

2.4

1.4

0.2

23.8

0 10 20 30 40

一時預かり事業

利用者支援事業

地域子育て相談機関

ファミリー・サポート・センター事業

その他

放課後児童健全育成事業

妊婦等包括相談支援事業

養育支援訪問事業

乳児家庭全戸訪問事業

こども誰でも通園制度

子育て短期支援事業

実施している事業はない

無回答

%

Q12 併設する子育て支援事業

(N=495)

- 66 -



［問１２］貴拠点と同じ施設内において併設する子育て支援事業の選択数 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・最も多いのは「１つ」(35.4%)である。次いで「２～３つ」(30.9%)、「４つ以上」(9.9%)の順

である。平均は 2.03 個である。 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 １つ 175 35.4
2 ２～３つ 153 30.9
3 ４つ以上 49 9.9
無回答 118 23.8
全体 495 100.0

１つ

35.4%

２～３つ

30.9%

４つ以上

9.9%

無回答

23.8%

Q12 併設する子育て支援事業（選択数）

(N=495)

- 67 -



［問１３］問１２で１～１１のいずれか（または複数）を選択した方にお聞きします。同一施設

内で、拠点を含む複数の子育て支援事業を実施している中で、運営上の問題や課題が生じていま

すか。あてはまるものがあればお選びください。(複数回答可） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

・最も多いのは「複数の事業を行うための職員配置やその確保が難しい」(48.7%)である。次

いで「複数の事業を行うための設備やスペースが不足している」(33.0%)、「特に問題や課

題は生じていない」(27.7%)の順である。 

・無回答を除いた累積回答数は 680 であり、回答者数 371 を 100 とした場合の指数は 183.3

である。回答者ひとりあたり、平均 1.83 個の回答をしている。 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 複数の事業を行うための職員配置やその確保が難しい 183 48.7
2 複数の事業を行うための設備やスペースが不足している 124 33.0
3 複数の事業を並行して行うことによる業務の煩雑さ 89 23.7
5 複数の事業を行うための十分な財源が確保できていない 87 23.1
4 複数の事業を行う際の職員間の連携づくりの難しさ 80 21.3
6 その他 13 3.5
7 特に問題や課題は生じていない 104 27.7
無回答 5 1.3
非該当 119
全体 376 100.0

48.7

33.0

23.7

23.1

21.3

3.5

27.7

1.3

0 10 20 30 40 50 60

複数の事業を行うための職員配置やその確保が難しい

複数の事業を行うための設備やスペースが不足している

複数の事業を並行して行うことによる業務の煩雑さ

複数の事業を行うための十分な財源が確保できていない

複数の事業を行う際の職員間の連携づくりの難しさ

その他

特に問題や課題は生じていない

無回答

%

Q13 運営上の問題や課題

(N=376)
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［問１３］問１２で１～１１のいずれか（または複数）を選択した方にお聞きします。同一施設

内で、拠点を含む複数の子育て支援事業を実施している中で、運営上の問題や課題が生じていま

すか。あてはまる選択肢の数 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・最も多いのは「１つ」(54.0%)である。次いで「２～３つ」(34.0%)、「４つ以上」(10.6%)の

順である。平均は 1.83 個である。 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 １つ 203 54.0
2 ２～３つ 128 34.0
3 ４つ以上 40 10.6
無回答 5 1.3
非該当 119
全体 376 100.0

１つ

54.0%
２～３つ

34.0%

４つ以上

10.6%

無回答

1.3%

Q13 運営上の問題や課題（選択数）

(N=376)
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（２）クロス集計結果 
 表側項目（Ｙ） 表頭項目（Ｘ） 
1 

運営主体・開設日数・曜日・利用組数・ 
利用者の変化等 

問 1 拠点が設置されている自治体の人口規模 

2 問 2 運営主体 

3 問 3 1 週間の開設日数 

4 問 4 開設している曜日 

5 問 5 1 日の平均的な利用組数 

6 問 6（１） 3 年間の利用者数の変化 

7 問 6（２） 3 年間の利用者数の変化：父親 

8 問 6（２） 3 年間の利用者数の変化：妊婦(第１子妊娠中の方) 

9 問 6（２） 3 年間の利用者数の変化：0 歳児 

10 問 6（２） 3 年間の利用者数の変化：１歳～２歳児 

11 問 6（２） 3 年間の利用者数の変化：３歳児以上 

12 
問 7 最近３年間で、拠点の利用を促進するために行ってきた取
組や対策 

13 問 8 就園した後の拠点の利用について 

14 問 9 就園した後の拠点の利用不可の理由 

15 問 10-1 拠点の事業の取り組みについて 

16 
問 10-2 子育て支援サービスについての問い合わせや質問への対
応 

17 問 10-3 親子の仲間づくりについて 

18 問 10-4 母子保健や地域の他の施設等との連携 

19 問 10-5 地域の子育てに関する情報を掲示板など 

20 問 10-6 施設の利用方法などについてのオリエンテーションなど 

21 問 10-7 新しい利用者の紹介 

22 問 10-8 自由に飲食できる場所や時間帯の設置 

23 問 10-9 子どもの年齢に応じたプログラムや活動時間の設定 

24 問 10-10 専門職（保健師、心理士、保育士等）による相談 

25 問 10-11 施設外での活動（訪問活動、出張ひろばなど） 

26 問 10-12 育児相談のためのグループワークの開催 

27 問 10-13 中高年層のボランティアと親子が交流 

28 問 10-14 妊婦を対象とした活動 

29 問 10-15 父親を対象とした活動 

30 問 10-16 祖父母を対象とした活動 

31 問 10-17 小中高生や大学生と親子がふれあう時間 

32 
問 10-18 親教育（ノーバディース・パーフェクト、ペアレン
ト・トレーニングなど） 

33 問 11 行っている取組 

34 問 11 行っている取組（複数回答の選択数） 

35 問 13 運営上の問題や課題 

36 問 2 運営主体 問 3 １週間の開設日数 

37 問 2 運営主体 問 4 開設している曜日（複数回答） 

38 問 2 運営主体 問 4 開設している曜日（２区分） 

39 問 2 運営主体 問 6(2)-1 利用者数の変化:父親 

40 問 2 運営主体 問 7 利用促進のために行ってきた取組や対策（複数回答） 

41 問 2 運営主体 問 8 保育所等に就園した後の利用 

42 問 4 開設曜日（２区分） 問 6(2) 利用者数の変化 

43 問 4 開設曜日（２区分） 問 6(2)-1 利用者数の変化:父親 

44 問 4 開設曜日（２区分） 問 6(2)-2 利用者数の変化:妊婦(第１子妊娠中の方) 

45 問 4 開設曜日（２区分） 問 6(2)-5 利用者数の変化:３歳児以上 

46 問 4 開設曜日（２区分） 問 7 利用促進のために行ってきた取組や対策（複数回答） 

47 問 6(1) 年間の利用者数の変化  問 7 利用促進のために行ってきた取組や対策（複数回答） 

48 問 6(2) 年間の利用者数の変化 父親 問 7 利用促進のために行ってきた取組や対策（複数回答） 

49 問 6(2) 年間の利用者数の変化 妊婦(第１
子妊娠中の方)   

問 7 利用促進のために行ってきた取組や対策（複数回答） 

50 問 6(1) 年間の利用者数の変化 問 11 行っている取り組み（複数回答） 

51 問 6(1) 年間の利用者数の変化 問 13 運営上の問題や課題（複数回答） 

  
各質問における重要項目（全体％の上位 3 項目）について、主な属性別（自治体の人口規模別、

自治体の人口規模 2 区分別、運営主体別、1 週間の開設日数別、開設曜日 2 区分別、1 日の親子の
利用組数別、年間利用者数の変化別）に見た場合の正の特徴を記述する。 
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1.運営主体・開設曜日等 ｘ［問１］拠点の自治体の人口規模 

●「全体」 の上位３項目を運営主体別にみると、「30 万人以上」 では 「一般社団法人」

（66.7％） ・ 「その他」（42.9％）、「１万人～５万人未満」 では 「社会福祉協議会」

（46.7％） ・ 「自治体直営」（27.8％）が 「全体」 より有意に高い。 
●開設曜日（２区分）別にみると、「30 万人以上」 では 「土日含む開催拠点」（34.1％）

が 「全体」 より有意に高い。 
●１日の親子の利用組数別にみると、「30 万人以上」 では 「20 組以上」（37.4％）が 「全

体」 より有意に高い。 
●年間の利用者数の変化別にみると、「１万人～５万人未満」 では 「減っている」（27.3％）

が 「全体」 より有意に高い。 
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2.運営主体・開設曜日等 ｘ［問２］運営主体 

●「全体」 の上位３項目を自治体の人口規模別にみると、「自治体直営」 では 「１万人

未満」（43.8％） ・ 「１万人～５万人未満」（26.3％）が 「全体」 より有意に高い。 
●自治体の人口規模（２区分）別にみると、「自治体直営」 では 「５万人未満」（30.7％）

が 「全体」 より有意に高い。 
●１週間の開設日数別にみると、「自治体直営」 では 「６～７日」（26.1％）が 「全体」 
より有意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「ＮＰＯ法人」 では 「土日含む開催拠点」（49.8％）、

「社会福祉法人」 では 「平日のみ開催拠点」（27.3％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「ＮＰＯ法人」 では 「15 組～20 組未満」（63.9％） ・ 

「10 組～15 組未満」（53.7％）、「社会福祉法人」 では 「５組未満」（42.3％）、「自治体

直営」 では 「５組未満」（26.9％）が 「全体」 より有意に高い。 

●年間の利用者数の変化別にみると、「ＮＰＯ法人」 では 「増えている」（47.5％）が 「全

体」 より有意に高い。 
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3.運営主体・開設曜日等 ｘ［問 3］一週間の開設日数 

●「全体」 の上位３項目を運営主体別にみると、「５日」 では 「一般社団法人」（100.0％）、

「６～７日」 では 「株式会社」（70.0％） ・ 「自治体直営」（40.0％）が 「全体」 よ

り有意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「５日」 では 「平日のみ開催拠点」（75.8％）、「６～

７日」 では 「土日含む開催拠点」（59.6％）、「３～４日」 では 「平日のみ開催拠点」

（23.4％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「５日」 では 「５組～10組未満」（63.6％）、「６～

７日」 では 「20 組以上」（65.7％）、「３～４日」 では 「５組未満」（26.9％）が 「全

体」 より有意に高い。 

●年間の利用者数の変化別にみると、「５日」 では 「どちらとも言えない」（64.6％）、「６

～７日」 では 「増えている」（32.8％）、「３～４日」 では 「減っている」（23.7％）

が 「全体」 より有意に高い。 
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4.運営主体・開設曜日等 ｘ［問 4］開設している曜日（複数回答可） 

●「全体」 の上位３項目を週間の開設日数別にみると、「金曜」 では 「６～７日」（97.8％） ・ 

「５日」（97.1％）、「火曜」 では 「６～７日」（94.9％） ・ 「５日」（94.6％）、「木曜」 

では 「６～７日」（95.7％） ・ 「５日」（93.6％）が 「全体」 より有意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「金曜」 では 「土日含む開催拠点」（96.4％）、「火曜」 

では 「土日含む開催拠点」（94.2％）、「木曜」 では 「土日含む開催拠点」（93.3％）が 

「全体」 より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「金曜」 では 「20 組以上」（97.0％）が 「全体」 よ

り有意に高い。 

●年間の利用者数の変化別にみると、上位３項目ではないが、「日曜」では「増えている」

（22.2％）が「全体」より有意に高い。 
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5.運営主体・開設曜日等 ｘ［問５］1 日の平均的な親子の利用組数 

●「全体」 の上位３項目を自治体の人口規模別にみると、「20組以上」 では 「30 万人以

上」（26.6％）が 「全体」 より有意に高い。 

●自治体の人口規模（２区分）別にみると、「20組以上」 では 「５万人以上」（22.8％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●運営主体別にみると、「20 組以上」 では 「株式会社」（50.0％）、「10 組～15 組未満」 

では 「ＮＰＯ法人」（25.2％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１週間の開設日数別にみると、「５組～10 組未満」 では 「５日」（42.5％）、「20 組以

上」 では 「６～７日」（47.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「５組～10 組未満」 では 「平日のみ開催拠点」（47.7％）、

「20 組以上」 では 「土日含む開催拠点」（38.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

●年間の利用者数の変化別にみると、「５組～10 組未満」 では 「どちらとも言えない」

（48.1％）、「20 組以上」 では 「増えている」（29.3％）、「15 組～20組未満」 では 「増

えている」（11.1％）が 「全体」 より有意に高い。 
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6.運営主体・開設曜日等 ｘ［問 6（１）］最近３年間の利用者数の変化 

●「全体」 の上位３項目を自治体の人口規模別にみると、「減っている」 では 「１万

人～５万人未満」（40.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●人口規模（２区分）別にみると、「増えている」 では 「５万人以上」（43.2％）、「減

っている」 では 「５万人未満」（39.4％）が 「全体」 より有意に高い。 

●運営主体別にみると、「増えている」 では 「ＮＰＯ法人」（46.5％）が 「全体」 よ

り有意に高い。 

●１週間の開設日数別にみると、「増えている」 では 「６～７日」（47.1％）、「どちら

とも言えない」 では 「５日」（36.4％）、「減っている」 では 「３～４日」（42.9％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「増えている」 では 「土日含む開催拠点」（46.6％）、

「どちらとも言えない」 では 「平日のみ開催拠点」（35.9％）が 「全体」 より有

意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「増えている」 では 「15 組～20 組未満」

（61.1％） ・ 「20 組以上」（58.6％）、「どちらとも言えない」 では 「５組～10組

未満」（40.6％）、「減っている」 では 「５組未満」（47.4％）が 「全体」 より有意

に高い。 
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7.運営主体・開設曜日等 ｘ［問 6（２）］最近３年間の利用者数の変化：父親 

●「全体」 の上位３項目を自治体の人口規模別にみると、「増えている」 では 「30 万

人以上」（77.0％）、「減っている」 では 「１万人未満」（15.6％）が 「全体」 より

有意に高い。 

●人口規模（２区分）別にみると、「増えている」 では 「５万人以上」（73.4％）、「ど

ちらとも言えない」 では 「５万人未満」（31.5％）が 「全体」 より有意に高い。 

●運営主体別にみると、「増えている」 では 「ＮＰＯ法人」（84.2％）、「どちらとも言

えない」 では 「その他」（40.0％） ・ 「社会福祉法人」（35.4％）、「減っている」 

では 「社会福祉法人」（11.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１週間の開設日数別にみると、「増えている」 では 「６～７日」（84.8％）、「どちら

とも言えない」 では 「３～４日」（41.6％）が 「全体」 より有意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「増えている」 では 「土日含む開催拠点」（85.2％）、

「どちらとも言えない」 では 「平日のみ開催拠点」（32.8％）、「減っている」 では 

「平日のみ開催拠点」（9.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「増えている」 では 「20 組以上」（92.9％） ・ 

「10 組～15 組未満」（78.9％）、「どちらとも言えない」 では 「５組未満」（41.0％） ・ 

「５組～10 組未満」（32.6％）、「減っている」 では 「５組未満」（16.7％）が 「全

体」 より有意に高い。 

●年間の利用者数の変化別にみると、「増えている」 では 「年間利用者数が増えてい

る」（83.8％）、「どちらとも言えない」 では 「年間利用者数はどちらとも言えない」

（34.2％）、「減っている」 では 「年間利用者数が減っている」（12.9％）が 「全体」 

より有意に高い。 
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8.運営主体・開設曜日等 ｘ［問 6（２）］最近３年間の利用者数の変化：妊婦 
(第１子妊娠中の方) 

●「全体」 の上位３項目を自治体の人口規模別にみると、「増えている」 では 「30 万

人以上」（30.9％）が 「全体」 より有意に高い。 

●人口規模（２区分）別にみると、「増えている」 では 「５万人以上」（21.2％）が 「全

体」 より有意に高い。 

●運営主体別にみると、「どちらとも言えない」 では 「自治体直営」（73.3％）、「増え

ている」 では 「一般社団法人」（44.4％） ・ 「ＮＰＯ法人」（31.2％）、「減ってい

る」 では 「社会福祉法人」（19.2％）が 「全体」 より有意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「どちらとも言えない」 では 「平日のみ開催拠点」

（67.6％）、「増えている」 では 「土日含む開催拠点」（25.1％）が 「全体」 より有

意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「どちらとも言えない」 では 「５組～10 組未満」

（73.3％）、「増えている」 では 「15 組～20 組未満」（36.1％） ・ 「20 組以上」

（34.3％）、「減っている」 では 「５組未満」（21.8％）が 「全体」 より有意に高い。 

●年間の利用者数の変化別にみると、「どちらとも言えない」 では 「年間利用者数はど

ちらとも言えない」（74.1％）、「増えている」 では 「年間利用者数が増えている」

（30.8％）、「減っている」 では 「年間利用者数が減っている」（24.5％）が 「全体」 

より有意に高い。 
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9.運営主体・開設曜日等 ｘ［問 6（２）］最近３年間の利用者数の変化：０歳児 

●「全体」 の上位３項目を自治体の人口規模別にみると、「減っている」 では 「１万人

未満」（28.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

●人口規模（２区分）別にみると、「増えている」 では 「５万人以上」（71.2％）、「減っ

ている」 では 「５万人未満」（18.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

●運営主体別にみると、「増えている」 では 「ＮＰＯ法人」（76.2％）、「減っている」 で

は 「自治体直営」（21.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「減っている」 では 「５組未満」（25.6％）が 「全

体」 より有意に高い。 

●年間の利用者数の変化別にみると、「増えている」 では 「年間利用者数が増えている」

（88.9％）、「どちらとも言えない」 では 「年間利用者数はどちらとも言えない」

（32.9％）、「減っている」 では 「年間利用者数が減っている」（26.6％）が 「全体」 

より有意に高い。 
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10.運営主体・開設曜日等 ｘ［問 6（２）］最近３年間の利用者数の変化：１歳～２歳児 

●「全体」 の上位３項目を自治体の人口規模別にみると、「どちらとも言えない」 では 

「30 万人以上」（43.9％）、「増えている」 では 「10 万人～30 万人未満」（45.9％）、

「減っている」 では 「１万人～５万人未満」（37.9％）が 「全体」 より有意に高い。 

●人口規模（２区分）別にみると、「減っている」 では 「５万人未満」（38.6％）が 「全

体」 より有意に高い。 

●運営主体別にみると、「増えている」 では 「任意団体」（68.4％）が 「全体」 より有

意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「増えている」 では 「20 組以上」（49.5％）、「減

っている」 では 「５組未満」（41.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●年間の利用者数の変化別にみると、「どちらとも言えない」 では 「年間利用者数はど

ちらとも言えない」（54.4％）、「増えている」 では 「年間利用者数が増えている」

（60.6％）、「減っている」 では 「年間利用者数が減っている」（55.4％）が 「全体」 

より有意に高い。 
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11.運営主体・開設曜日等 ｘ［問 6（２）］最近３年間の利用者数の変化：３歳児以上 

●「全体」 の上位３項目を１週間の開設日数別にみると、「減っている」 では 「３～４

日」（71.4％）、「増えている」 では 「６～７日」（23.9％）が 「全体」 より有意に高

い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「減っている」 では 「平日のみ開催拠点」（65.6％）、

「増えている」 では 「土日含む開催拠点」（18.4％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「減っている」 では 「５組～10 組未満」（66.8％）、

「増えている」 では 「20 組以上」（27.3％）が 「全体」 より有意に高い。 

●年間の利用者数の変化別にみると、「減っている」 では 「年間利用者数が減っている」

（83.5％）、「どちらとも言えない」 では 「年間利用者数はどちらとも言えない」

（29.1％） ・ 「年間利用者数が増えている」（28.3％）、「増えている」 では 「年間利

用者数が増えている」（25.3％）が 「全体」 より有意に高い。 
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12.運営主体・開設曜日等 ｘ［問７］最近３年間で、拠点の利用を促進するために行ってきた

取組や対策（複数回答可） 

●「全体」の上位３項目を自治体の人口規模別にみると、「0歳児向けのプログラムの充実

を図ったり、設備やスペースの工夫を行った 」 では 「30 万人以上」（79.1％）が 「全

体」より有意に高い。 

●自治体の人口規模（２区分）別にみると、「0歳児向けのプログラムの充実を図ったり、

設備やスペースの工夫を行った 」 では 「５万人以上」（73.1％）、「１・２歳児向けの

プログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った 」 では 「５万人以上」

（54.9％）が 「全体」 より有意に高い。 

●運営主体別にみると、「0 歳児向けのプログラムの充実を図ったり、設備やスペースの

工夫を行った 」 では 「ＮＰＯ法人」（75.2％）が 「全体」 より有意に高い。 

●年間の利用者数の変化別にみると、重要項目には入らないが、「父親を対象とするプロ

グラムを開始したり、内容の充実に取り組んだ」では「増えている」（42.9％）が「全

体」 より有意に高い項目。 
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13.運営主体・開設曜日等 ｘ［問８］就園後の拠点利用について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「全体」 の上位３項目を運営主体別にみると、「利用できる」 では 「ＮＰＯ法人」

（97.0％）、「利用できない」 では 「社会福祉法人」（20.2％）が 「全体」 より有意に

高い。 

●１週間の開設日数別にみると、「利用できる」 では 「６～７日」（97.1％）、「利用できな

い」 では 「５日」（12.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「利用できる」 では 「土日含む開催拠点」（97.8％）、

「利用できない」 では 「平日のみ開催拠点」（16.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「利用できる」 では 「15 組～20 組未満」（100.0％） ・ 

「20 組以上」（100.0％）、「利用できない」 では 「５組未満」（20.5％）が 「全体」 よ

り有意に高い。 
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14.運営主体・開設曜日等 ｘ［問９］就園した後の拠点の利用不可の理由（複数回答可） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

●「全体」 の上位３項目を自治体の人口規模別にみると、「拠点の利用対象は、原則的に在

宅育児を行う家庭（専業主婦・夫家庭や育休中の家庭）としているから」 では 「10 万人

～30 万人未満」（73.3％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１週間の開設日数別にみると、「保育所等の利用後の子育て支援は、おもに子どもが通う園

が担当することとしているから 」 では 「５日」（29.4％）が 「全体」 より有意に高い。 
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15.運営主体・開設曜日等 ｘ［問１０－１］拠点の事業の取り組みについて育児に関する相談 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●「全体」 の上位３項目を自治体の人口規模別にみると、「行っていない」では、「10 万人

～30 万人未満」（1.4％）が「全体」より有意に高い。 

●運営主体別にみると、「日常的に行っている」 では 「ＮＰＯ法人」（99.0％）、「ときどき

行っている」 では 「その他」（8.6％）が、「行っていない」 では 「任意団体」（5.3％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●１週間の開設日数別にみると、「ときどき行っている」 では 「３～４日」（5.2％）が 「全

体」 より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「行っていない」 では 「15 組～20 組未満」（2.8％）

が 「全体」 より有意に高い。 
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16.運営主体・開設曜日等 ｘ［問１０－２］子育て支援サービスについての問い合わせや 
質問への対応 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

●「全体」 の上位３項目を運営主体別にみると、「日常的に行っている」 では 「ＮＰＯ法

人」（97.5％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１週間の開設日数別にみると、「日常的に行っている」 では 「５日」（97.1％）、「ときど

き行っている」 では 「３～４日」（13.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「ときどき行っている」 では 「５組未満」（9.0％）が 

「全体」 より有意に高い。 
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17.運営主体・開設曜日等 ｘ［問１０－３］親子の仲間づくりについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●「全体」 の上位３項目を運営主体別にみると、「日常的に行っている」 では 「ＮＰＯ法

人」（99.5％）、「ときどき行っている」 では 「社会福祉法人」（7.1％）が 「全体」 より

有意に高い。 

●１週間の開設日数別にみると、「ときどき行っている」 では 「３～４日」（9.1％）が 「全

体」 より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「ときどき行っている」 では 「５組未満」（10.3％）

が 「全体」 より有意に高い。 

- 93 -



18.運営主体・開設曜日等 ｘ［問１０－４］必要に応じて母子保健や地域の他の施設等と連携 
を取りながら支援を行っている 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●「全体」 の上位３項目を自治体の人口規模別にみると、「日常的に行っている」 では 

「１万人未満」（93.8％）が 「全体」 より有意に高い。 

●運営主体別にみると、「日常的に行っている」 では 「ＮＰＯ法人」（89.1％）、「ときど

き行っている」 では 「任意団体」（42.1％） ・ 「社会福祉法人」（28.3％）、「行って

いない」 では 「社会福祉法人」（6.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１週間の開設日数別にみると、 「行っていない」 では 「３～４日」（9.1％）が「全体」 

より有意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「日常的に行っている」 では 「土日含む開催拠点」

（85.2％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「日常的に行っている」 では 「20 組以上」（91.9％）、

「行っていない」 では 「５組未満」（6.4％）が 「全体」 より有意に高い。 
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19.運営主体・開設曜日等 ｘ［問１０－５］地域の子育てに関する情報を掲示板、チラシ、 
インターネットなどを使って提供している 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「全体」 の上位３項目を自治体の人口規模別にみると、「行っていない」では「５万人

～10 万人未満」（2.4％）が「全体」より有意に高い。 

●人口規模（２区分）別にみると、「ときどき行っている」 では 「５万人未満」（10.2％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●運営主体別にみると、「日常的に行っている」 では 「ＮＰＯ法人」（96.5％）、「ときど

き行っている」 では 「社会福祉法人」（12.1％）、「行っていない」 では 「自治体直営」

（2.2％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１週間の開設日数別にみると、「ときどき行っている」 では 「３～４日」（11.7％）が 

「全体」 より有意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「日常的に行っている」 では 「土日含む開催拠点」

（95.5％）、「ときどき行っている」 では 「平日のみ開催拠点」（8.6％）が 「全体」 よ

り有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「ときどき行っている」 では 「５組未満」（12.8％）

が 「全体」 より有意に高い。 
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20.運営主体・開設曜日等 ｘ［問１０－６］利用者が初めて来たときには、施設の利用方法な

どについてのオリエンテーションを行っている 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

●「全体」 の上位３項目を自治体の人口規模別にみると、「行っていない」 では 「１万

人未満」（9.4％）が 「全体」 より有意に高い。 

●運営主体別にみると、「日常的に行っている」 では 「ＮＰＯ法人」（98.0％）、「ときど

き行っている」 では 「学校法人」（12.5％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１週間の開設日数別にみると、「日常的に行っている」 では 「６～７日」（99.3％）が 

「全体」 より有意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「日常的に行っている」 では 「土日含む開催拠点」

（97.3％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「日常的に行っている」 では 「20 組以上」（99.0％）、

「ときどき行っている」 では 「５組未満」（6.4％）、「行っていない」 では 「５組未

満」（6.4％）が 「全体」 より有意に高い。 
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21.運営主体・開設曜日等 ｘ［問１０－７］利用者が初めて来た時には、スタッフが声がけし、

利用者の意向に応じて、他の利用者に紹介するようにしている 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

●「全体」 の上位３項目を運営主体別にみると、「日常的に行っている」 では 「ＮＰＯ法

人」（90.6％）、「行っていない」 では 「自治体直営」（10.0％）が 「全体」 より有意に

高い。 

●１週間の開設日数別にみると、「日常的に行っている」 では 「５日」（85.7％）が 「全体」 

より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「日常的に行っている」 では 「15 組～20 組未満」

（94.4％）、「行っていない」 では 「20 組以上」（8.1％）が 「全体」 より有意に高い。 
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22.運営主体・開設曜日等 ｘ［問１０－８］自由に飲食できる場所や時間帯の設置 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

●「全体」 の上位３項目を運営主体別にみると、「行っていない」 では 「任意団体」（21.1％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●１週間の開設日数別にみると、「日常的に行っている」 では 「５日」（66.4％）、「ときど

き行っている」 では 「３～４日」（39.0％）、「行っていない」 では 「３～４日」（18.2％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「日常的に行っている」 では 「20 組以上」（77.8％）、

「行っていない」 では 「５組～10 組未満」（11.2％）が 「全体」 より有意に高い。 
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23.運営主体・開設曜日等 ｘ［問１０－９］子どもの年齢に応じたプログラムや活動時間の 
設定 

●「全体」 の上位３項目を自治体の人口規模別にみると、「行っていない」 では 「５万人

～10 万人未満」（20.5％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１週間の開設日数別にみると、「行っていない」 では 「３～４日」（23.4％）が 「全体」 

より有意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「日常的に行っている」 では 「土日含む開催拠点」（70.9％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「日常的に行っている」 では 「20 組以上」（74.7％）、

「行っていない」 では 「５組未満」（19.2％）が 「全体」 より有意に高い。 
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24.運営主体・開設曜日等 ｘ［問１０－１０］専門職（保健師、心理士、保育士等）による 
相談 

●「全体」 の上位３項目を自治体の人口規模別にみると、「日常的に行っている」 では 「30

万人以上」（66.2％）、「行っていない」 では 「５万人～10 万人未満」（44.6％）が 「全

体」 より有意に高い。 

●運営主体別にみると、「日常的に行っている」 では 「ＮＰＯ法人」（71.3％）、「行って

いない」 では 「自治体直営」（48.9％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１週間の開設日数別にみると、「日常的に行っている」 では 「６～７日」（65.2％）、「行

っていない」 では 「３～４日」（44.2％）が 「全体」 より有意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「日常的に行っている」 では 「土日含む開催拠点」

（68.6％）、「行っていない」 では 「平日のみ開催拠点」（39.8％）、「ときどき行ってい

る」 では 「平日のみ開催拠点」（10.2％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「日常的に行っている」 では 「20 組以上」（72.7％）、

「行っていない」 では 「５組未満」（48.7％）が 「全体」 より有意に高い。 
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25.運営主体・開設曜日等 ｘ［問１０－１１］施設外での活動（訪問活動、出張ひろばなど） 

●「全体」 の上位３項目を運営主体別にみると、「日常的に行っている」 では 「ＮＰＯ法

人」（53.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１週間の開設日数別にみると、「行っていない」 では 「３～４日」（50.6％）が 「全体」 

より有意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「日常的に行っている」 では 「土日含む開催拠点」

（52.0％）、「行っていない」 では 「平日のみ開催拠点」（39.8％）、「ときどき行ってい

る」 では 「平日のみ開催拠点」（28.5％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「日常的に行っている」 では 「20 組以上」（54.5％）、

「行っていない」 では 「５組未満」（44.9％）が 「全体」 より有意に高い。 
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26.運営主体・開設曜日等 ｘ［問１０－１２］育児相談のためのグループワークなどの開催 

●「全体」 の上位３項目を自治体の人口規模別にみると、「行っていない」 では 「５万

人～10 万人未満」（41.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●運営主体別にみると、「日常的に行っている」 では 「ＮＰＯ法人」（47.5％）、「行って

いない」 では 「自治体直営」（42.2％） ・ 「社会福祉法人」（39.4％）が 「全体」 よ

り有意に高い。 

●１週間の開設日数別にみると、「日常的に行っている」 では 「６～７日」（45.7％）が 

「全体」 より有意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「日常的に行っている」 では 「土日含む開催拠点」

（50.7％）、「ときどき行っている」 では 「平日のみ開催拠点」（38.3％）、「行っていな

い」 では 「平日のみ開催拠点」（37.5％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「日常的に行っている」 では 「20 組以上」（54.5％） ・ 

「10 組～15 組未満」（48.4％）、「行っていない」 では 「５組未満」（46.2％） ・ 「５

組～10 組未満」（42.8％）が 「全体」 より有意に高い。 

- 102 -



27.運営主体・開設曜日等 ｘ［問１０－１３］中高年層のボランティアと親子が交流 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「全体」 の上位３項目を自治体の人口規模別にみると、「行っていない」 では 「５

万人～10万人未満」（59.0％）、「日常的に行っている」 では 「30 万人以上」（34.5％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●運営主体別にみると、「行っていない」 では 「学校法人」（68.8％） ・ 「社会福祉

法人」（61.6％）、「ときどき行っている」 では 「ＮＰＯ法人」（34.7％）、「日常的に

行っている」 では 「ＮＰＯ法人」（33.7％）が 「全体」 より有意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「行っていない」 では 「平日のみ開催拠点」（50.4％）、

「日常的に行っている」 では 「土日含む開催拠点」（37.2％）が 「全体」 より有意

に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「行っていない」 では 「５組未満」（66.7％） ・ 

「５組～10 組未満」（51.9％）、「ときどき行っている」 では 「15 組～20 組未満」

（44.4％）、「日常的に行っている」 では 「20 組以上」（48.5％）が 「全体」 より有

意に高い。 

●年間の利用者数の変化別にみると、「行っていない」 では 「どちらとも言えない」

（48.7％）、「ときどき行っている」 では 「減っている」（37.4％）、「日常的に行って

いる」 では 「増えている」（33.3％）が 「全体」 より有意に高い。 
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28.運営主体・開設曜日等 ｘ［問１０－１４］妊婦を対象とした活動 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●「全体」 の上位３項目を運営主体別にみると、「行っていない」 では 「自治体直営」

（64.4％） ・ 「社会福祉法人」（59.6％）、「日常的に行っている」 では 「ＮＰＯ法人」

（42.6％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１週間の開設日数別にみると、「行っていない」 では 「３～４日」（64.9％）が 「全体」 

より有意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「行っていない」 では 「平日のみ開催拠点」（56.6％）、

「日常的に行っている」 では 「土日含む開催拠点」（38.1％）が 「全体」 より有意に

高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「行っていない」 では 「５組未満」（69.2％） ・ 「５

組～10 組未満」（54.5％）、「日常的に行っている」 では 「20 組以上」（44.4％） ・ 「15

組～20 組未満」（44.4％）が 「全体」 より有意に高い。 
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29.運営主体・開設曜日等 ｘ［問１０－１５］父親を対象とした活動 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「全体」 の上位３項目を自治体の人口規模別にみると、「行っていない」 では 「１

万人～５万人未満」（58.9％）、「ときどき行っている」 では 「30 万人以上」（41.0％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●自治体の人口規模（２区分）別にみると、「行っていない」 では 「５万人未満」

（59.1％）、「日常的に行っている」 では 「５万人以上」（27.2％）が 「全体」 よ

り有意に高い。 

●運営主体別にみると、「行っていない」 では 「社会福祉法人」（62.6％） ・ 「自治

体直営」（62.2％）、「ときどき行っている」 では 「ＮＰＯ法人」（34.2％）、「日常的

に行っている」 では 「ＮＰＯ法人」（36.6％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１週間の開設日数別にみると、「行っていない」 では 「３～４日」（66.2％）、「日常

的に行っている」 では 「６～７日」（35.5％）が 「全体」 より有意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「行っていない」 では 「平日のみ開催拠点」

（57.4％）、「日常的に行っている」 では 「土日含む開催拠点」（39.5％）が 「全体」 

より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「行っていない」 では 「５組未満」（75.6％） ・ 

「５組～10 組未満」（51.9％）、「日常的に行っている」 では 「20 組以上」（51.5％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●年間の利用者数の変化別にみると、「行っていない」 では 「どちらとも言えない」

（53.2％）が 「全体」 より有意に高い。 
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30.運営主体・開設曜日等 ｘ［問１０－１６］祖父母を対象とした活動 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●「全体」 の上位３項目を自治体の人口規模別にみると、「ときどき行っている」 では 「30

万人以上」（15.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

●運営主体別にみると、「行っていない」 では 「自治体直営」（87.8％）、「日常的に行っ

ている」 では 「ＮＰＯ法人」（13.9％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１週間の開設日数別にみると、「行っていない」 では 「３～４日」（89.6％）が 「全体」 

より有意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「行っていない」 では 「平日のみ開催拠点」（85.9％）、

「ときどき行っている」 では 「土日含む開催拠点」（13.5％）が 「全体」 より有意に

高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「行っていない」 では 「５組未満」（89.7％）、「日

常的に行っている」 では 「20 組以上」（16.2％）が 「全体」 より有意に高い。 
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31.運営主体・開設曜日等 ｘ［問１０－１７］小中高生や大学生と親子がふれあう時間 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「全体」 の上位３項目を自治体の人口規模別にみると、「ときどき行っている」 では 

「30 万人以上」（46.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●運営主体別にみると、「行っていない」 では 「社会福祉法人」（68.7％） ・ 「自治体

直営」（60.0％）、「ときどき行っている」 では 「ＮＰＯ法人」（44.6％）、「日常的に行

っている」 では 「ＮＰＯ法人」（28.7％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１週間の開設日数別にみると、「行っていない」 では 「３～４日」（58.4％）、「ときど

き行っている」 では 「６～７日」（44.2％）が 「全体」 より有意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「行っていない」 では 「平日のみ開催拠点」（54.7％）、

「ときどき行っている」 では 「土日含む開催拠点」（43.9％）、「日常的に行っている」 

では 「土日含む開催拠点」（26.9％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「行っていない」 では 「５組未満」（73.1％）、「と

きどき行っている」 では 「20 組以上」（46.5％）、「日常的に行っている」 では 「15

組～20 組未満」（36.1％） ・ 「20 組以上」（33.3％）が 「全体」 より有意に高い。 
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32.運営主体・開設曜日等 ｘ［問１０－１８］親教育（例：ノーバディース・パーフェクト、 
ペアレント・トレーニングなど） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●「全体」 の上位３項目を運営主体別にみると、「行っていない」 では 「社会福祉法人」

（73.7％）、「日常的に行っている」 では 「ＮＰＯ法人」（22.8％）が 「全体」 より有

意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「行っていない」 では 「平日のみ開催拠点」（71.9％）、

「日常的に行っている」 では 「土日含む開催拠点」（20.6％）が 「全体」 より有意に

高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「行っていない」 では 「５組未満」（78.2％） ・ 「５

組～10 組未満」（71.7％）、「日常的に行っている」 では 「20 組以上」（27.3％）が 「全

体」 より有意に高い。 

●年間の利用者数の変化別にみると、「日常的に行っている」 では 「増えている」（18.7％）

が 「全体」 より有意に高い。 
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33.運営主体・開設曜日等 ｘ［問１１］行っている取り組み 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「全体」 の上位３項目を拠点が設置されている自治体の人口規模別にみると、「発達

の遅れや障がいがある子どもの家庭」 では 「30 万人以上」（61.2％）、「多胎児を養

育する家庭」 では 「30 万人以上」（51.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

●自治体の人口規模（２区分）別にみると、「多胎児を養育する家庭」 では 「５万人

以上」（45.4％）が 「全体」 より有意に高い。 

●運営主体別にみると、「発達の遅れや障がいがある子どもの家庭」 では 「ＮＰＯ法

人」（62.9％）、「多胎児を養育する家庭」 では 「ＮＰＯ法人」（56.9％）、「ひとり親

家庭」 では 「ＮＰＯ法人」（44.6％）が 「全体」 より有意に高い。 

●１週間の開設日数別にみると、「発達の遅れや障がいがある子どもの家庭」 では 「５

日」（58.9％）、「多胎児を養育する家庭」 では 「６～７日」（52.2％）が 「全体」 

より有意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「多胎児を養育する家庭」 では 「土日含む開催拠

点」（52.9％）、「ひとり親家庭」 では 「土日含む開催拠点」（40.8％）が 「全体」 

より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「多胎児を養育する家庭」 では 「20 組以上」

（61.6％） ・ 「15 組～20 組未満」（61.1％）、「ひとり親家庭」 では 「20 組以上」

（46.5％）が 「全体」 より有意に高い。 

●年間の利用者数の変化別にみると、「多胎児を養育する家庭」 では 「増えている」

（48.0％）、「ひとり親家庭」 では 「増えている」（43.9％）が「全体」 より有意に

高い。 
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5
0
.
0

2
7
.
8

1
6
.
7

*
 
6
1
.
1

6
9
.
4

*
 
3
3
.
3

1
3
.
9

1
9
.
4

2
0
組
以
上

9
9

*
 
4
6
.
5

*
 
4
1
.
4

2
7
.
3

1
6
.
2
*
*
 
6
1
.
6

6
1
.
6

2
0
.
2

*
*
 
2
3
.
2

/
/
 
2
0
.
2

増
え
て
い
る

1
9
7

*
*
 
4
4
.
2

*
*
 
4
0
.
6

2
4
.
4

1
9
.
8

*
 
4
8
.
2

5
6
.
3

*
 
2
5
.
4

1
5
.
7

/
 
2
6
.
9

減
っ
て
い
る

1
3
8

3
4
.
1

/
 
2
4
.
6

2
4
.
6

1
5
.
2

3
7
.
7

5
2
.
2

1
5
.
2

1
2
.
3

3
8
.
4

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

1
5
8

/
/
 
2
7
.
2

2
9
.
1

2
0
.
9

1
6
.
5

3
7
.
3

5
3
.
2

1
8
.
4

1
5
.
8

3
5
.
4

１
日
の
親
子
の
利
用
組
数

年
間
の
利
用
者
数
の
変
化

Q
1
1
.
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
（
ど
れ
も
行
っ
て
い
な
い
を
除
く
）

自
治
体
の
人
口
規
模

自
治
体
の
人
口
規
模
（
２
区
分
）

運
営
主
体

１
週
間
の
開
設
日
数

開
設
曜
日
（
２
区
分
）
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34.運営主体・開設曜日等 ｘ［問１２］拠点と同じ施設内において併設する子育て支援事業 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「全体」 の上位３項目を自治体の人口規模別にみると、「利用者支援事業」 では 「30

万人以上」（41.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●運営主体別にみると、「一時預かり事業」 では 「社会福祉法人」（58.6％）、「利用者支

援事業」 では 「ＮＰＯ法人」（42.1％）、「地域子育て相談機関」 では 「地域子育て

相談機関」（30.0%）が 「全体」 より有意に高い。 

●１週間の開設日数別にみると、「一時預かり事業」 では 「５日」（43.9％）、「利用者支

援事業」 では 「６～７日」（42.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●開設曜日（２区分）別にみると、「利用者支援事業」 では 「土日含む開催拠点」（40.8％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「一時預かり事業」 では 「５組未満」（55.1％）、

「利用者支援事業」 では 「20 組以上」（61.6％）、「地域子育て相談機関」 では 「15

組～20 組未満」（41.7％）・「20 組以上」（31.3％）が 「全体」 より有意に高い。 

●年間の利用者数の変化別にみると、「利用者支援事業」 では 「増えている」（39.4％）

が 「全体」 より有意に高い。 
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35.運営主体・開設曜日等 ｘ［問１３］運営上の問題や課題 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

●「全体」 の上位３項目を開設曜日（２区分）別にみると、「特に問題や課題は生じていな

い」 では「平日のみ開催拠点」（32.3％）が「全体」より有意に高い。 

●１日の親子の利用組数別にみると、「特に問題や課題は生じていない」 では 「５組～10組

未満」（38.3％）が 「全体」 より有意に高い。 

●年間の利用者数の変化別にみると、「複数の事業を並行して行うことによる業務の煩雑さ」

では「増えている」（30.3％）が有意に高い。 
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36.［問２］運営主体 × ［問３］一週間の開設日数 

 
  ● 最も多いのは 「５日」（56.6％）である。次いで 「６～７日」（27.9％）、「３～４日」（15.6％）

の順である。 

●問２.運営主体別にみると、多くの主体(株式会社を除く)で「５日」が最も多くなっている。

また、全体結果と比較すると、自治体直営における「６～７日」、株式会社における「６～

７日」、一般社団法人における「５日」が有意に高い。平均は学校法人が 4.91 で最も低く、

株式会社が 5.9 で最も高い。 

（％）
３
～

４
日

５
日

６
～

７
日

無
回
答

平
均

全体 （N=495) 15.6 56.6 27.9 0.0 5.18
自治体直営 （n=90) 16.7 // 43.3 ** 40.0 0.0 5.35
社会福祉法人 （n=99) 20.2 58.6 21.2 0.0 5.02
学校法人 （n=16) 18.8 68.8 12.5 0.0 4.91
ＮＰＯ法人 （n=202) 12.9 59.9 27.2 0.0 5.22
社会福祉協議会 （n=15) 0.0 66.7 33.3 0.0 5.50
株式会社 （n=10) 10.0 / 20.0 ** 70.0 0.0 5.90
任意団体 （n=19) 21.1 63.2 15.8 0.0 4.92
一般社団法人 （n=9) 0.0 ** 100.0 0.0 0.0 5.00
その他 （n=35) 22.9 51.4 25.7 0.0 5.04

注１：全体及び各表側の最も割合が高い項目を赤太字で表記
注２：有意差の凡例

* ５％水準で有意に高い ** １％水準で有意に高い
/ ５％水準で有意に低い // １％水準で有意に低い

注３：30サンプル未満の属性は参考値

Q2.運営
主体

３～４日

15.6

16.7

20.2

18.8

12.9

-

10.0

21.1

-

22.9

５日

56.6

// 43.3

58.6

68.8

59.9

66.7

/ 20.0

63.2

** 100.0

51.4

６～７日

27.9

** 40.0

21.2

12.5

27.2

33.3

** 70.0

15.8

-

25.7

全体（N=495）

自治体直営（n=90）

社会福祉法人（n=99）

学校法人（n=16）

ＮＰＯ法人（n=202）

社会福祉協議会（n=15）

株式会社（n=10）

任意団体（n=19）

一般社団法人（n=9）

その他（n=35）

運
営

主
体

注：５％水準で有意に高いデータラベルを黒太枠で表記
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37.［問２］運営主体 × ［問４］開設している曜日（複数回答） 

  

● 最も多いのは 「金曜」（91.9％）である。次いで 「火曜」（90.5％）、「木曜」（89.3％）の

順である。 

●問２.運営主体別にみると、多くの主体(自治体直営、社会福祉法人を除く)で「金曜」が最

も多くなっている。また、全体結果と比較すると、社会福祉法人における「水曜」、ＮＰＯ

法人における「土曜」、株式会社における「日曜」が有意に高い。 

2 3 1

1 2 3 4 5 6 7
合計 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜 日曜 無回答

全体(N=495) 495 78.0 90.5 86.7 89.3 91.9 42.0 15.8 3.2
自治体直営(n=90) 90 85.6 92.2 83.3 91.1 87.8 43.3 18.9 4.4
社会福祉法人(n=99) 99 83.8 92.9 * 92.9 89.9 90.9 // 27.3 // 4.0 2.0
学校法人(n=16) 16 81.3 87.5 87.5 75.0 93.8 31.3 0.0 6.3
ＮＰＯ法人(n=202) 202 / 72.8 90.6 85.6 89.6 94.1 ** 49.5 19.3 3.0
社会福祉協議会(n=15) 15 73.3 86.7 93.3 93.3 93.3 40.0 20.0 6.7
株式会社(n=10) 10 80.0 80.0 90.0 80.0 90.0 70.0 ** 50.0 10.0
任意団体(n=19) 19 78.9 89.5 78.9 84.2 89.5 42.1 5.3 0.0
一般社団法人(n=9) 9 77.8 88.9 66.7 88.9 100.0 66.7 11.1 0.0
その他(n=35) 35 71.4 85.7 88.6 91.4 91.4 28.6 22.9 2.9

Q4.開設している曜日

Q2.運営
主体

月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜 日曜

全体(N=495) 78.0 90.5 86.7 89.3 91.9 42.0 15.8

自治体直営(n=90) 85.6 92.2 83.3 91.1 87.8 43.3 18.9

社会福祉法人(n=99) 83.8 92.9 * 92.9 89.9 90.9 // 27.3 // 4.0

学校法人(n=16) 81.3 87.5 87.5 75.0 93.8 31.3 0.0

ＮＰＯ法人(n=202) / 72.8 90.6 85.6 89.6 94.1 ** 49.5 19.3

社会福祉協議会(n=15) 73.3 86.7 93.3 93.3 93.3 40.0 20.0

株式会社(n=10) 80.0 80.0 90.0 80.0 90.0 70.0 ** 50.0

任意団体(n=19) 78.9 89.5 78.9 84.2 89.5 42.1 5.3

一般社団法人(n=9) 77.8 88.9 66.7 88.9 100.0 66.7 11.1

その他(n=35) 71.4 85.7 88.6 91.4 91.4 28.6 22.9

78.0 90.5 86.7 89.3 91.9 42.0 15.8
0

20

40

60

80

100

％

全体(N=495) 自治体直営(n=90) 社会福祉法人(n=99)
学校法人(n=16) ＮＰＯ法人(n=202) 社会福祉協議会(n=15)
株式会社(n=10) 任意団体(n=19) 一般社団法人(n=9)
その他(n=35)
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38.［問２］運営主体 × ［問４］開設している曜日（２区分） 

  

● 最も多いのは 「平日のみ開催拠点」（51.7％）である。次いで 「土日含む開催拠点」（45.1％）

の順である。 

●問２.運営主体別にみると、多くの主体(ＮＰＯ法人、株式会社、一般社団法人を除く)で「平

日のみ開催拠点」が最も多くなっている。また、全体結果と比較すると、社会福祉法人に

おける「平日のみ開催拠点」、ＮＰＯ法人における「土日含む開催拠点」が有意に高い。（図

表 ） 

（％）
平
日
の
み
開
催
拠
点

土
日
含
む
開
催
拠
点

無
回
答

全体 （N=495) 51.7 45.1 3.2
自治体直営 （n=90) 51.1 44.4 4.4
社会福祉法人 （n=99) ** 70.7 // 27.3 2.0
学校法人 （n=16) 62.5 31.3 6.3
ＮＰＯ法人 （n=202) // 42.1 ** 55.0 3.0
社会福祉協議会 （n=15) 53.3 40.0 6.7
株式会社 （n=10) / 20.0 70.0 10.0
任意団体 （n=19) 57.9 42.1 0.0
一般社団法人 （n=9) 33.3 66.7 0.0
その他 （n=35) 60.0 37.1 2.9

注１：全体及び各表側の最も割合が高い項目を赤太字で表記
注２：有意差の凡例

* ５％水準で有意に高い ** １％水準で有意に高い
/ ５％水準で有意に低い // １％水準で有意に低い

注３：30サンプル未満の属性は参考値

Q2.運営
主体

平日のみ開催拠点

51.7

51.1

** 70.7

62.5

// 42.1

53.3

/ 20.0

57.9

33.3

60.0

土日含む開催拠点

45.1

44.4

// 27.3

31.3

** 55.0

40.0

70.0

42.1

66.7

37.1

無回答

3.2 

4.4 

2.0 

6.3 

3.0 

6.7 

10.0 

-

-

2.9 

全体（N=495）

自治体直営（n=90）

社会福祉法人（n=99）

学校法人（n=16）

ＮＰＯ法人（n=202）

社会福祉協議会（n=15）

株式会社（n=10）

任意団体（n=19）

一般社団法人（n=9）

その他（n=35）

Q
2

.運
営

主
体

注：５％水準で有意に高いデータラベルを黒太枠で表記
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39.［問２］運営主体 × ［問６（２）－１］利用者数の変化:父親 

  
● 最も多いのは 「増えている」（70.1％）である。次いで 「どちらとも言えない」（24.2％）、

「減っている」（5.7％）の順である。 

●問２.運営主体別にみると、全ての主体で「増えている」が最も多くなっている。また、全

体結果と比較すると、社会福祉法人における「減っている」、「どちらとも言えない」、 

ＮＰＯ法人における「増えている」、その他における「どちらとも言えない」が有意に高い。 

（％）
増
え
て
い
る

減
っ
て
い
る

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

受
け
入
れ
自
体
を
行
っ

て
い
な
い

無
回
答

全体 （N=495) 70.1 5.7 24.2 0.0 0.0
自治体直営 （n=90) / 61.1 6.7 32.2 0.0 0.0
社会福祉法人 （n=99) // 53.5 ** 11.1 ** 35.4 0.0 0.0
学校法人 （n=16) 68.8 6.3 25.0 0.0 0.0
ＮＰＯ法人 （n=202) ** 84.2 3.5 // 12.4 0.0 0.0
社会福祉協議会 （n=15) 66.7 6.7 26.7 0.0 0.0
株式会社 （n=10) 70.0 0.0 30.0 0.0 0.0
任意団体 （n=19) 73.7 5.3 21.1 0.0 0.0
一般社団法人 （n=9) 77.8 0.0 22.2 0.0 0.0
その他 （n=35) 57.1 2.9 * 40.0 0.0 0.0

注１：全体及び各表側の最も割合が高い項目を赤太字で表記
注２：有意差の凡例

* ５％水準で有意に高い ** １％水準で有意に高い
/ ５％水準で有意に低い // １％水準で有意に低い

注３：30サンプル未満の属性は参考値

Q2.運営
主体

増えている

70.1

/ 61.1

// 53.5

68.8

** 84.2

66.7

70.0

73.7

77.8

57.1

減っている

5.7

6.7

** 11.1

6.3

3.5

6.7

-

5.3

-

2.9

どちらとも言えない

24.2

32.2

** 35.4

25.0

// 12.4

26.7

30.0

21.1

22.2

* 40.0

受け入れ自体を

行っていない

全体（N=495）

自治体直営（n=90）

社会福祉法人（n=99）

学校法人（n=16）

ＮＰＯ法人（n=202）

社会福祉協議会（n=15）

株式会社（n=10）

任意団体（n=19）

一般社団法人（n=9）

その他（n=35）

運
営

主
体

注：５％水準で有意に高いデータラベルを黒太枠で表記
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40.［問２］運営主体 × ［問７］利用促進のために行ってきた取組や対策（複数回答） 

  

● 最も多いのは 「拠点の PR を積極的に行った 」（74.1％）である。次いで 「0歳児向
けのプログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った 」（69.9％）、「１・２
歳児向けのプログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った 」（51.7％）の
順である。 
●問２.運営主体別にみると、多くの主体(社会福祉法人、学校法人、社会福祉協議会を除
く)で「拠点の PR を積極的に行った 」が最も多くなっている。また、全体結果と比較す
ると、学校法人における「３歳児以上向けのプログラムの充実を図ったり、設備やスペー
スの工夫を行った 」、ＮＰＯ法人における「開所時間を延長したり開所日数を増やし
た 」、「平日だけでなく休日の開所を始めた（またはその日数を増やした） 」、「父親を対
象とするプログラムを開始したり、内容の充実に取り組んだ 」、「妊婦を対象とするプロ
グラムを開始したり、内容の充実に取り組んだ 」、「0 歳児向けのプログラムの充実を図
ったり、設備やスペースの工夫を行った 」、社会福祉協議会における「その他」、一般社
団法人における「妊婦を対象とするプログラムを開始したり、内容の充実に取り組んだ」
が有意に高い。 

1 4 5 2 3

1 6 7 4 5 8 3 2
合計 拠点のPR

を積極的
に行った

0歳児向
けのプロ
グラムの
充実を
図った
り、設備
やスペー
スの工夫
を行った

１・２歳
児向けの
プログラ
ムの充実
を図った
り、設備
やスペー
スの工夫
を行った

父親を対
象とする
プログラ
ムを開始
したり、
内容の充
実に取り
組んだ

妊婦を対
象とする
プログラ
ムを開始
したり、
内容の充
実に取り
組んだ

３歳児以
上向けの
プログラ
ムの充実
を図った
り、設備
やスペー
スの工夫
を行った

平日だけ
でなく休
日の開所
を始めた
（または
その日数
を増やし
た）

開所時間
を延長し
たり開所
日数を増
やした

その他 無回答

全体(N=495) 495 74.1 69.9 51.7 36.2 31.7 17.6 12.9 11.3 17.6 0.0
自治体直営(n=90) 90 70.0 / 58.9 53.3 // 22.2 // 15.6 17.8 / 5.6 12.2 17.8 0.0
社会福祉法人(n=99) 99 / 65.7 70.7 58.6 // 13.1 // 15.2 12.1 // 3.0 / 4.0 16.2 0.0
学校法人(n=16) 16 62.5 75.0 75.0 37.5 25.0 * 37.5 18.8 18.8 18.8 0.0
ＮＰＯ法人(n=202) 202 78.7 * 75.2 / 45.5 ** 53.5 ** 49.0 19.8 ** 22.8 ** 15.8 18.8 0.0
社会福祉協議会(n=15) 15 66.7 73.3 60.0 26.7 26.7 6.7 6.7 6.7 * 40.0 0.0
株式会社(n=10) 10 60.0 60.0 40.0 30.0 30.0 10.0 10.0 0.0 10.0 0.0
任意団体(n=19) 19 89.5 68.4 42.1 31.6 15.8 10.5 10.5 21.1 10.5 0.0
一般社団法人(n=9) 9 88.9 77.8 44.4 66.7 * 66.7 11.1 22.2 0.0 0.0 0.0
その他(n=35) 35 82.9 62.9 60.0 37.1 25.7 22.9 2.9 2.9 14.3 0.0

Q7.利用促進のために行ってきた取組や対策

Q2.運営
主体

拠点のPRを
積極的に行っ

た

0歳児向けの
プログラムの充
実を図ったり、
設備やスペー
スの工夫を
行った

１・２歳児向
けのプログラム
の充実を図っ
たり、設備や
スペースの工
夫を行った

父親を対象と
するプログラム
を開始したり、
内容の充実に
取り組んだ

妊婦を対象と
するプログラム
を開始したり、
内容の充実に
取り組んだ

３歳児以上
向けのプログラ
ムの充実を
図ったり、設
備やスペース
の工夫を行っ

た

平日だけでな
く休日の開所
を始めた（ま
たはその日数
を増やした）

開所時間を
延長したり開
所日数を増や

した

その他

全体(N=495) 74.1 69.9 51.7 36.2 31.7 17.6 12.9 11.3 17.6

自治体直営(n=90) 70.0 / 58.9 53.3 // 22.2 // 15.6 17.8 / 5.6 12.2 17.8

社会福祉法人(n=99) / 65.7 70.7 58.6 // 13.1 // 15.2 12.1 // 3.0 / 4.0 16.2

学校法人(n=16) 62.5 75.0 75.0 37.5 25.0 * 37.5 18.8 18.8 18.8

ＮＰＯ法人(n=202) 78.7 * 75.2 / 45.5 ** 53.5 ** 49.0 19.8 ** 22.8 ** 15.8 18.8

社会福祉協議会(n=15) 66.7 73.3 60.0 26.7 26.7 6.7 6.7 6.7 * 40.0

株式会社(n=10) 60.0 60.0 40.0 30.0 30.0 10.0 10.0 0.0 10.0

任意団体(n=19) 89.5 68.4 42.1 31.6 15.8 10.5 10.5 21.1 10.5

一般社団法人(n=9) 88.9 77.8 44.4 66.7 * 66.7 11.1 22.2 0.0 0.0

その他(n=35) 82.9 62.9 60.0 37.1 25.7 22.9 2.9 2.9 14.3

74.1 69.9 51.7 36.2 31.7 17.6 12.9 11.3 17.6
0

20

40

60

80

100

％

全体(N=495) 自治体直営(n=90) 社会福祉法人(n=99) 学校法人(n=16)

ＮＰＯ法人(n=202) 社会福祉協議会(n=15) 株式会社(n=10) 任意団体(n=19)

一般社団法人(n=9) その他(n=35)
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41.［問２］運営主体 × ［問 8］保育所等に就園した後の利用 

 
 
 
 
 

 
 

 

● 最も多いのは 「利用できる」（90.7％）である。次いで 「利用できない」（9.3％）、「無
回答」（0.0％）の順である。 
●問２運営主体別にみると、全ての主体で「利用できる」が最も多くなっている。また、全
体結果と比較すると、社会福祉法人における「利用できない」、ＮＰＯ法人における「利用
できる」が有意に高い。 

（％）
利
用
で
き
る

利
用
で
き
な
い

無
回
答

全体 （N=495) 90.7 9.3 0.0
自治体直営 （n=90) 86.7 13.3 0.0
社会福祉法人 （n=99) // 79.8 ** 20.2 0.0
学校法人 （n=16) 81.3 18.8 0.0
ＮＰＯ法人 （n=202) ** 97.0 // 3.0 0.0
社会福祉協議会 （n=15) 93.3 6.7 0.0
株式会社 （n=10) 100.0 0.0 0.0
任意団体 （n=19) 100.0 0.0 0.0
一般社団法人 （n=9) 88.9 11.1 0.0
その他 （n=35) 91.4 8.6 0.0

注１：全体及び各表側の最も割合が高い項目を赤太字で表記
注２：有意差の凡例

* ５％水準で有意に高い ** １％水準で有意に高い
/ ５％水準で有意に低い // １％水準で有意に低い

注３：30サンプル未満の属性は参考値

Q2.運営
主体

利用できる

90.7

86.7

// 79.8

81.3

** 97.0

93.3

100.0

100.0

88.9

91.4

利用できない

9.3

13.3

** 20.2

18.8

// 3.0

6.7

-

-

11.1

8.6

全体（N=495）

自治体直営（n=90）

社会福祉法人（n=99）

学校法人（n=16）

ＮＰＯ法人（n=202）

社会福祉協議会（n=15）

株式会社（n=10）

任意団体（n=19）

一般社団法人（n=9）

その他（n=35）

Q
2

.運
営

主
体

注：５％水準で有意に高いデータラベルを黒太枠で表記
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42. ［問４］開設曜日（２区分） × ［問６（２）］利用者数の変化 

 
 
 
  

 
  

 
  

●「増えている」が最も多いのは「父親」（70.1％）、「減っている」が最も多いのは「３歳児
以上」（60.4％）、「どちらとも言えない」が最も多いのは「妊婦（第１子妊娠中の方）」（62.4%）
である。 

58.2 

85.2 

68.4 

66.8 

35.2 

36.3 

12.9 

25.1 

9.0 

18.4 

9.0 

0.9 

12.1 

8.1 

30.5 

24.7 

12.1 

9.0 

65.6 

54.7 

32.8 

13.9 

18.8 

24.7 

34.0 

38.6 

67.6 

57.4 

22.3 

23.8 

-

-

0.4 

-

-

-

6.3 

6.7 

2.7 

3.1 

-

-

0.4 

0.4 

0.4 

0.4 

1.2 

1.8 

0.4 

-

父親:平日のみ開催拠点 (n=256)

父親:土日含む開催拠点
(n=223)

０歳児:平日のみ開催拠点
(n=256)

０歳児:土日含む開催拠点
(n=223)

１歳～２歳児:平日のみ開催拠点
(n=256)

１歳～２歳児:土日含む開催拠点
(n=223)

妊婦(第１子妊娠中の方):平日の
み開催拠点 (n=256)

妊婦(第１子妊娠中の方):土日含
む開催拠点 (n=223)

３歳児以上:平日のみ開催拠点
(n=256)

３歳児以上:土日含む開催拠点
(n=223)

増えている 減っている どちらとも言えない 受け入れ自体を行っていない 無回答

Q6(2).父親、妊婦、子ども(年齢別）別・開催曜日２区分別に見た利用者数の変化

増えてい
る

減ってい
る

どちらと
も言えな
い

受け入れ
自体を
行ってい

無回答

父親:平日のみ開催拠点 (n=256) 58.2    9.0     32.8    -      -       
父親:土日含む開催拠点 (n=223) 85.2    0.9     13.9    -      -       
０歳児:平日のみ開催拠点 (n=256) 68.4    12.1    18.8    0.4     0.4      
０歳児:土日含む開催拠点 (n=223) 66.8    8.1     24.7    -      0.4      
１歳～２歳児:平日のみ開催拠点 (n=256) 35.2    30.5    34.0    -      0.4      
１歳～２歳児:土日含む開催拠点 (n=223) 36.3    24.7    38.6    -      0.4      
妊婦(第１子妊娠中の方):平日のみ開催拠点 (n=256) 12.9    12.1    67.6    6.3     1.2      
妊婦(第１子妊娠中の方):土日含む開催拠点 (n=223) 25.1    9.0     57.4    6.7     1.8      
３歳児以上:平日のみ開催拠点 (n=256) 9.0     65.6    22.3    2.7     0.4      
３歳児以上:土日含む開催拠点 (n=223) 18.4    54.7    23.8    3.1     -       
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43.［問４］開設曜日（２区分） × ［問６（２）－１］利用者数の変化:父親 

  
● 最も多いのは 「増えている」（70.1％）である。次いで 「どちらとも言えない」（24.2％）、
「減っている」（5.7％）の順である。 
●開設曜日（２区分）別にみると、平日のみ開催拠点、土日含む開催拠点ともに「増えてい
る」が最も多くなっている。また、全体結果と比較すると、平日のみ開催拠点における「減
っている」、「どちらとも言えない」、土日含む開催拠点における「増えている」が有意に高
い 

（％）
増
え
て
い
る

減
っ
て
い
る

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

受
け
入
れ
自
体
を
行
っ

て
い
な
い

無
回
答

全体 （N=495) 70.1 5.7 24.2 0.0 0.0
平日のみ開催拠 （n=256) // 58.2 ** 9.0 ** 32.8 0.0 0.0
土日含む開催拠 （n=223) ** 85.2 // 0.9 // 13.9 0.0 0.0

注１：全体及び各表側の最も割合が高い項目を赤太字で表記
注２：有意差の凡例

* ５％水準で有意に高い ** １％水準で有意に高い
/ ５％水準で有意に低い // １％水準で有意に低い

注３：30サンプル未満の属性は参考値

開設曜日
（２区分）

増えている

70.1

// 58.2

** 85.2

減っている

5.7

** 9.0

// 0.9

どちらとも言えない

24.2

** 32.8

// 13.9

受け入れ自体を

行っていない

-

-

-

全体（N=495）

平日のみ開催拠点（n=256）

土日含む開催拠点（n=223）

開
設

曜
日

（
２

区
分

）

注：５％水準で有意に高いデータラベルを黒太枠で表記
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44.［問４］開設曜日（２区分） × ［問６（２）－２］利用者数の変化:妊婦 
(第１子妊娠中の方) 

 
  ● 最も多いのは 「どちらとも言えない」（62.4％）である。次いで 「増えている」（18.8％）、

「減っている」（11.1％）の順である。 
●開設曜日（２区分）別にみると、平日のみ開催拠点、土日含む開催拠点ともに「どちらと
も言えない」が最も多くなっている。また、全体結果と比較すると、平日のみ開催拠点にお
ける「どちらとも言えない」、土日含む開催拠点における「増えている」が有意に高い。 

（％）
増
え
て
い
る

減
っ
て
い
る

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

受
け
入
れ
自
体
を
行
っ

て
い
な
い

無
回
答

全体 （N=495) 13.5 60.4 23.0 2.8 0.2
平日のみ開催拠点 （n=256) // 9.0 * 65.6 22.3 2.7 0.4
土日含む開催拠点 （n=223) ** 18.4 / 54.7 23.8 3.1 0.0

注１：全体及び各表側の最も割合が高い項目を赤太字で表記
注２：有意差の凡例

* ５％水準で有意に高い ** １％水準で有意に高い
/ ５％水準で有意に低い // １％水準で有意に低い

注３：30サンプル未満の属性は参考値

開設曜日
（２区分）

増えている

13.5

// 9.0

** 18.4

減っている

60.4

* 

65.6

/ 54.7

どちらとも言えない

23.0

22.3

23.8

受け入れ自体を

行っていない

2.8

2.7

3.1

無回答

0.2 

0.4 

-

全体（N=495）

平日のみ開催拠点（n=256）

土日含む開催拠点（n=223）

開
設

曜
日

（
２

区
分

）

注：５％水準で有意に高いデータラベルを黒太枠で表記
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45.［問４］開設曜日（２区分） × ［問６（２）－５］利用者数の変化:３歳児以上 

●最も多いのは 「減っている」（60.4％）である。次いで 「どちらとも言えない」（23.0％）、
「増えている」（13.5％）の順である。 
●開設曜日（２区分）別にみると、平日のみ開催拠点、土日含む開催拠点ともに「減ってい
る」が最も多くなっている。また、全体結果と比較すると、平日のみ開催拠点における「減
っている」、土日含む開催拠点における「増えている」が有意に高い。 

（％）
増
え
て
い
る

減
っ
て
い
る

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

受
け
入
れ
自
体
を
行
っ

て
い
な
い

無
回
答

全体 （N=495) 13.5 60.4 23.0 2.8 0.2
平日のみ開催拠点 （n=256) // 9.0 * 65.6 22.3 2.7 0.4
土日含む開催拠点 （n=223) ** 18.4 / 54.7 23.8 3.1 0.0

注１：全体及び各表側の最も割合が高い項目を赤太字で表記
注２：有意差の凡例

* ５％水準で有意に高い ** １％水準で有意に高い
/ ５％水準で有意に低い // １％水準で有意に低い

注３：30サンプル未満の属性は参考値

開設曜日
（２区分）

増えている

13.5

// 9.0

** 18.4

減っている

60.4

* 

65.6

/ 54.7

どちらとも言えない

23.0

22.3

23.8

受け入れ自体を

行っていない

2.8

2.7

3.1

無回答

0.2 

0.4 

-

全体（N=495）

平日のみ開催拠点（n=256）

土日含む開催拠点（n=223）

開
設

曜
日

（
２

区
分

）

注：５％水準で有意に高いデータラベルを黒太枠で表記
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46.［問４］開設曜日（２区分） × ［問７］利用促進のために行ってきた取組や対策 
（複数回答） 

● 最も多いのは 「拠点の PR を積極的に行った 」（74.1％）である。次いで 「0 歳児向
けのプログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った 」（69.9％）、「１・２
歳児向けのプログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った 」（51.7％）の
順である。 
●開設曜日（２区分）別にみると、平日のみ開催拠点では「拠点の PR を積極的に行った 」、
土日含む開催拠点では「0 歳児向けのプログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工
夫を行った 」が最も多くなっている。また、全体結果と比較すると、土日含む開催拠点に
おける「父親を対象とするプログラムを開始したり、内容の充実に取り組んだ 」、「妊婦を
対象とするプログラムを開始したり、内容の充実に取り組んだ 」、「３歳児以上向けのプ
ログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った 」が有意に高い。 

1 4 5 2 3

1 6 7 4 5 8 3 2
合計 拠点のPR

を積極的
に行った

0歳児向
けのプロ
グラムの
充実を
図った
り、設備
やスペー
スの工夫
を行った

１・２歳
児向けの
プログラ
ムの充実
を図った
り、設備
やスペー
スの工夫
を行った

父親を対
象とする
プログラ
ムを開始
したり、
内容の充
実に取り
組んだ

妊婦を対
象とする
プログラ
ムを開始
したり、
内容の充
実に取り
組んだ

３歳児以
上向けの
プログラ
ムの充実
を図った
り、設備
やスペー
スの工夫
を行った

平日だけ
でなく休
日の開所
を始めた
（または
その日数
を増やし
た）

開所時間
を延長し
たり開所
日数を増
やした

その他 無回答

全体(N=495) 495 74.1 69.9 51.7 36.2 31.7 17.6 12.9 11.3 17.6 0.0
平日のみ開催拠点(n=256) 256 76.2 68.4 52.3 // 21.1 // 21.9 // 12.5 14.5 9.8 14.8 0.0
土日含む開催拠点(n=223) 223 71.7 74.0 52.9 ** 55.2 ** 43.9 ** 24.2 11.7 13.9 20.6 0.0

Q7.利用促進のために行ってきた取組や対策

開設曜日
（２区

拠点のPRを
積極的に行っ

た

0歳児向けの
プログラムの
充実を図った
り、設備やス
ペースの工夫
を行った

１・２歳児
向けのプログ
ラムの充実を
図ったり、設
備やスペース
の工夫を行っ

た

父親を対象と
するプログラム
を開始した
り、内容の充
実に取り組ん

だ

妊婦を対象と
するプログラム
を開始した
り、内容の充
実に取り組ん

だ

３歳児以上
向けのプログ
ラムの充実を
図ったり、設
備やスペース
の工夫を行っ

た

平日だけでな
く休日の開所
を始めた（ま
たはその日数
を増やした）

開所時間を
延長したり開
所日数を増
やした

その他

全体(N=495) 74.1 69.9 51.7 36.2 31.7 17.6 12.9 11.3 17.6

平日のみ開催拠点
(n=256)

76.2 68.4 52.3 // 21.1 // 21.9 // 12.5 14.5 9.8 14.8

土日含む開催拠点
(n=223)

71.7 74.0 52.9 ** 55.2 ** 43.9 ** 24.2 11.7 13.9 20.6

74.1 69.9 51.7 36.2 31.7 17.6 12.9 11.3 17.6
0

20

40

60

80

％

全体(N=495) 平日のみ開催拠点(n=256) 土日含む開催拠点(n=223)
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47.［問６（１）］年間の利用者数の変化 × ［問７］利用促進のために行ってきた取組や対策 
（複数回答） 

● 最も多いのは 「拠点の PR を積極的に行った 」（74.1％）である。次いで 「0歳児向け
のプログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った 」（69.9％）、「１・２歳児
向けのプログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った 」（51.7％）の順で
ある。 
●年間の利用者数の変化別にみると、全ての表側項目で「拠点の PR を積極的に行った 」
が最も多くなっている。また、全体結果と比較すると、増えているにおける「父親を対象と
するプログラムを開始したり、内容の充実に取り組んだ 」が有意に高い。 

1 4 5 2 3

1 6 7 4 5 8 3 2
合計 拠点のPR

を積極的
に行った

0歳児向
けのプロ
グラムの
充実を
図った
り、設備
やスペー
スの工夫
を行った

１・２歳
児向けの
プログラ
ムの充実
を図った
り、設備
やスペー
スの工夫
を行った

父親を対
象とする
プログラ
ムを開始
したり、
内容の充
実に取り
組んだ

妊婦を対
象とする
プログラ
ムを開始
したり、
内容の充
実に取り
組んだ

３歳児以
上向けの
プログラ
ムの充実
を図った
り、設備
やスペー
スの工夫
を行った

平日だけ
でなく休
日の開所
を始めた
（または
その日数
を増やし
た）

開所時間
を延長し
たり開所
日数を増
やした

その他 無回答

全体(N=495) 495 74.1 69.9 51.7 36.2 31.7 17.6 12.9 11.3 17.6 0.0
増えている(n=198) 198 75.3 74.2 51.0 * 42.9 35.9 18.7 15.7 11.1 18.7 0.0
減っている(n=139) 139 74.8 67.6 51.1 36.0 31.7 18.0 / 7.9 7.2 13.7 0.0
どちらとも言えない(n=158) 158 72.2 66.5 53.2 // 27.8 26.6 15.8 13.9 15.2 19.6 0.0

Q7.利用促進のために行ってきた取組や対策

年間の利
用者数の
変化

拠点のPRを
積極的に
行った

0歳児向け
のプログラム
の充実を
図ったり、設
備やスペー
スの工夫を
行った

１・２歳児
向けのプロ
グラムの充
実を図った
り、設備や
スペースの
工夫を行っ

た

父親を対象
とするプログ
ラムを開始
したり、内容
の充実に取
り組んだ

妊婦を対象
とするプログ
ラムを開始
したり、内容
の充実に取
り組んだ

３歳児以
上向けのプ
ログラムの充
実を図った
り、設備や
スペースの
工夫を行っ

た

平日だけで
なく休日の
開所を始め
た（または
その日数を
増やした）

開所時間を
延長したり
開所日数を
増やした

その他

全体(N=495) 74.1 69.9 51.7 36.2 31.7 17.6 12.9 11.3 17.6

増えている(n=198) 75.3 74.2 51.0 * 42.9 35.9 18.7 15.7 11.1 18.7

減っている(n=139) 74.8 67.6 51.1 36.0 31.7 18.0 / 7.9 7.2 13.7

どちらとも言えない(n=158) 72.2 66.5 53.2 // 27.8 26.6 15.8 13.9 15.2 19.6

74.1 69.9 51.7 36.2 31.7 17.6 12.9 11.3 17.6
0

20

40

60

80

％

全体(N=495) 増えている(n=198) 減っている(n=139) どちらとも言えない(n=158)
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48.［問３（２）］年間の利用者数の変化 父親 × ［問７］利用促進のために行ってきた取組

や対策（複数回答） 

● 最も多いのは 「拠点の PR を積極的に行った 」（74.1％）である。次いで 「0 歳児向
けのプログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った 」（69.9％）、「１・２
歳児向けのプログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った 」（51.7％）の
順である。 
●利用者数の変化_父親別にみると、多くの項目（受け入れ自体を行っていないを除く)で
「拠点の PR を積極的に行った 」が最も多くなっている。また、全体結果と比較すると、
増えているにおける「開所時間を延長したり開所日数を増やした 」、「平日だけでなく休
日の開所を始めた（またはその日数を増やした） 」、「父親を対象とするプログラムを開始
したり、内容の充実に取り組んだ 」、「妊婦を対象とするプログラムを開始したり、内容の
充実に取り組んだ 」、どちらとも言えないにおける「１・２歳児向けのプログラムの充実
を図ったり、設備やスペースの工夫を行った 」が有意に高い。 

1 6 7 4 5 8 3 2
合計 拠点のPR

を積極的
に行った

0歳児向
けのプロ
グラムの
充実を
図った
り、設備
やスペー
スの工夫
を行った

１・２歳
児向けの
プログラ
ムの充実
を図った
り、設備
やスペー
スの工夫
を行った

父親を対
象とする
プログラ
ムを開始
したり、
内容の充
実に取り
組んだ

妊婦を対
象とする
プログラ
ムを開始
したり、
内容の充
実に取り
組んだ

３歳児以
上向けの
プログラ
ムの充実
を図った
り、設備
やスペー
スの工夫
を行った

平日だけ
でなく休
日の開所
を始めた
（または
その日数
を増やし
た）

開所時間
を延長し
たり開所
日数を増
やした

その他 無回答

全体(N=495) 495 74.1 69.9 51.7 36.2 31.7 17.6 12.9 11.3 17.6 0.0
増えている(n=347) 347 74.9 72.3 // 47.8 ** 46.4 ** 38.6 18.7 ** 17.3 ** 13.8 18.4 0.0
減っている(n=28) 28 82.1 75.0 64.3 / 14.3 / 10.7 10.7 3.6 3.6 17.9 0.0
どちらとも言えない(n=120) 120 70.0 / 61.7 * 60.0 // 11.7 // 16.7 15.8 // 2.5 / 5.8 15.0 0.0
受け入れ自体を行っていない(n=0) 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

Q7.利用促進のために行ってきた取組や対策

利用者数
の変化_
父親

拠点のPRを
積極的に行っ

た

0歳児向けの
プログラムの充
実を図ったり、
設備やスペー
スの工夫を
行った

１・２歳児向
けのプログラム
の充実を図っ
たり、設備や
スペースの工
夫を行った

父親を対象と
するプログラム
を開始したり、
内容の充実
に取り組んだ

妊婦を対象と
するプログラム
を開始したり、
内容の充実
に取り組んだ

３歳児以上
向けのプログラ
ムの充実を
図ったり、設
備やスペース
の工夫を行っ

た

平日だけでな
く休日の開所
を始めた（ま
たはその日数
を増やした）

開所時間を
延長したり開
所日数を増
やした

その他

全体(N=495) 74.1 69.9 51.7 36.2 31.7 17.6 12.9 11.3 17.6

増えている(n=347) 74.9 72.3 // 47.8 ** 46.4 ** 38.6 18.7 ** 17.3 ** 13.8 18.4

減っている(n=28) 82.1 75.0 64.3 / 14.3 / 10.7 10.7 3.6 3.6 17.9

どちらとも言えない(n=120) 70.0 / 61.7 * 60.0 // 11.7 // 16.7 15.8 // 2.5 / 5.8 15.0

受け入れ自体を行っていない(n=0) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

74.1 69.9 51.7 36.2 31.7 17.6 12.9 11.3 17.6
0

20

40

60

80

％

全体(N=495) 増えている(n=347) 減っている(n=28) どちらとも言えない(n=120) 受け入れ自体を行っていない(n=0)
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49.［問３（２）］年間の利用者数の変化 妊婦(第１子妊娠中の方)   
× ［問７］利用促進のために行ってきた取組や対策（複数回答） 

● 最も多いのは 「拠点の PR を積極的に行った 」（74.1％）である。次いで 「0 歳児向
けのプログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った 」（69.9％）、「１・２
歳児向けのプログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った 」（51.7％）の
順である。 
●利用者数の変化_妊婦(第１子妊娠中の方)別にみると、多くの項目(受け入れ自体を行っ
ていないを除く)で「拠点の PR を積極的に行った 」が最も多くなっている。また、全体
結果と比較すると、増えているにおける「平日だけでなく休日の開所を始めた（またはそ
の日数を増やした） 」、「父親を対象とするプログラムを開始したり、内容の充実に取り
組んだ 」、「妊婦を対象とするプログラムを開始したり、内容の充実に取り組んだ 」、受
け入れ自体を行っていないにおける「１・２歳児向けのプログラムの充実を図ったり、設
備やスペースの工夫を行った 」が有意に高い。 
 

1 4 5 2 3

1 6 7 4 5 8 3 2
合計 拠点のPR

を積極的
に行った

0歳児向
けのプロ
グラムの
充実を
図った
り、設備
やスペー
スの工夫
を行った

１・２歳
児向けの
プログラ
ムの充実
を図った
り、設備
やスペー
スの工夫
を行った

父親を対
象とする
プログラ
ムを開始
したり、
内容の充
実に取り
組んだ

妊婦を対
象とする
プログラ
ムを開始
したり、
内容の充
実に取り
組んだ

３歳児以
上向けの
プログラ
ムの充実
を図った
り、設備
やスペー
スの工夫
を行った

平日だけ
でなく休
日の開所
を始めた
（または
その日数
を増やし
た）

開所時間
を延長し
たり開所
日数を増
やした

その他 無回答

全体(N=495) 495 74.1 69.9 51.7 36.2 31.7 17.6 12.9 11.3 17.6 0.0
増えている(n=93) 93 79.6 75.3 51.6 ** 63.4 ** 73.1 20.4 ** 21.5 9.7 23.7 0.0
減っている(n=55) 55 81.8 / 58.2 43.6 32.7 21.8 14.5 10.9 10.9 18.2 0.0
どちらとも言えない(n=309) 309 71.5 69.6 50.8 // 30.7 // 23.9 16.2 12.0 12.9 17.5 0.0
受け入れ自体を行っていない(n=31) 31 67.7 80.6 ** 77.4 / 19.4 // 6.5 29.0 / 0.0 3.2 / 3.2 0.0

Q7.利用促進のために行ってきた取組や対策

利用者数
の変化_
妊婦(第
１子妊娠

拠点のPRを積
極的に行った

0歳児向けのプ
ログラムの充実
を図ったり、設
備やスペースの
工夫を行った

１・２歳児向
けのプログラム
の充実を図った
り、設備やス
ペースの工夫を

行った

父親を対象と
するプログラムを
開始したり、内
容の充実に取
り組んだ

妊婦を対象と
するプログラムを
開始したり、内
容の充実に取
り組んだ

３歳児以上向
けのプログラム
の充実を図った
り、設備やス
ペースの工夫を

行った

平日だけでなく
休日の開所を
始めた（または
その日数を増
やした）

開所時間を延
長したり開所日
数を増やした

その他

全体(N=495) 74.1 69.9 51.7 36.2 31.7 17.6 12.9 11.3 17.6

増えている(n=93) 79.6 75.3 51.6 ** 63.4 ** 73.1 20.4 ** 21.5 9.7 23.7

減っている(n=55) 81.8 / 58.2 43.6 32.7 21.8 14.5 10.9 10.9 18.2

どちらとも言えない(n=309) 71.5 69.6 50.8 // 30.7 // 23.9 16.2 12.0 12.9 17.5

受け入れ自体を行っていない(n=31) 67.7 80.6 ** 77.4 / 19.4 // 6.5 29.0 / 0.0 3.2 / 3.2

74.1 69.9 51.7 36.2 31.7 17.6 12.9 11.3 17.6
0
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％

全体(N=495) 増えている(n=93) 減っている(n=55) どちらとも言えない(n=309) 受け入れ自体を行っていない(n=31)
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50.［問３（１）］年間の利用者数の変化 × ［問１１］行っている取り組み（複数回答） 

● 最も多いのは 「発達の遅れや障がいがある子どもの家庭」（53.9％）である。次いで 「多
胎児を養育する家庭」（41.6％）、「ひとり親家庭」（35.8％）の順である。 
●年間の利用者数の変化別にみると、全ての項目で「発達の遅れや障がいがある子どもの家
庭」が最も多くなっている。また、全体結果と比較すると、増えているにおける「ひとり親
家庭」、「外国籍の家庭」、「多胎児を養育する家庭」、「経済的に困窮している家庭」が有意に
高い。 

3 2 1

6 5 1 2 3 7 4 8 9
合計 発達の遅

れや障が
いがある
子どもの
家庭

多胎児を
養育する
家庭

ひとり親
家庭

外国籍の
家庭

高齢出産
の家庭

経済的に
困窮して
いる家庭

若年出産
の家庭

ダブルケ
アを行う
家庭

どれも
行ってい
ない

無回答

全体(N=495) 495 53.9 41.6 35.8 32.3 23.2 20.2 17.4 14.7 0.4 32.7
増えている(n=198) 198 56.1 * 48.0 ** 43.9 ** 40.4 24.2 * 25.3 19.7 15.7 0.5 / 26.8
減っている(n=139) 139 51.8 37.4 33.8 / 24.5 24.5 15.1 15.1 12.2 0.7 38.1
どちらとも言えない(n=158) 158 53.2 37.3 // 27.2 29.1 20.9 18.4 16.5 15.8 0.0 35.4

Q11.行っている取り組み

年間の利
用者数の
変化

発達の遅れ
や障がいが
ある子どもの
家庭

多胎児を養
育する家庭

ひとり親家
庭

外国籍の家
庭

高齢出産の
家庭

経済的に困
窮している
家庭

若年出産の
家庭

ダブルケアを
行う家庭

どれも行って
いない

全体(N=495) 53.9 41.6 35.8 32.3 23.2 20.2 17.4 14.7 0.4

増えている(n=198) 56.1 * 48.0 ** 43.9 ** 40.4 24.2 * 25.3 19.7 15.7 0.5

減っている(n=139) 51.8 37.4 33.8 / 24.5 24.5 15.1 15.1 12.2 0.7

どちらとも言えない(n=158) 53.2 37.3 // 27.2 29.1 20.9 18.4 16.5 15.8 0.0

53.9 41.6 35.8 32.3 23.2 20.2 17.4 14.7 0.4
0

20

40

60

％

全体(N=495) 増えている(n=198) 減っている(n=139) どちらとも言えない(n=158)
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51.［問３（１）］年間の利用者数の変化 × ［問１３］運営上の問題や課題（複数回答） 

●最も多いのは 「複数の事業を行うための職員配置やその確保が難しい」（50.0％）である。
次いで 「複数の事業を行うための設備やスペースが不足している」（34.0％）、「特に問題や
課題は生じていない」（27.5％）の順である。 
● 「全体」 の上位３項目を年間の利用者数の変化別にみると、「全体」 より有意に高い項
目は見られない。 

1 2 3 5 4
合計 複数の事

業を行う
ための職
員配置や
その確保
が難しい

複数の事
業を行う
ための設
備やス
ペースが
不足して
いる

複数の事
業を並行
して行う
ことによ
る業務の
煩雑さ

複数の事
業を行う
ための十
分な財源
が確保で
きていな
い

複数の事
業を行う
際の職員
間の連携
づくりの
難しさ

その他 特に問題
や課題は
生じてい
ない

無回答

全体(N=356) 356 50.0 34.0 24.7 23.6 22.5 3.1 27.5 0.3
増えている(n=141) 141 54.6 35.5 ** 32.6 26.2 ** 30.5 4.3 23.4 0.0
減っている(n=103) 103 48.5 35.0 19.4 19.4 / 13.6 1.9 28.2 0.0
どちらとも言えない(n=112) 112 45.5 31.3 19.6 24.1 20.5 2.7 32.1 0.9

Q13.運営上の問題や課題

年間の利
用者数の
変化

複数の事業を
行うための職
員配置やその
確保が難しい

複数の事業を
行うための設
備やスペースが
不足している

複数の事業を
並行して行うこ
とによる業務の
煩雑さ

複数の事業を
行うための十
分な財源が確
保できていない

複数の事業を
行う際の職員
間の連携づくり
の難しさ

その他
特に問題や課
題は生じてい

ない

全体(N=356) 50.0 34.0 24.7 23.6 22.5 3.1 27.5

増えている(n=141) 54.6 35.5 ** 32.6 26.2 ** 30.5 4.3 23.4

減っている(n=103) 48.5 35.0 19.4 19.4 / 13.6 1.9 28.2

どちらとも言えない(n=112) 45.5 31.3 19.6 24.1 20.5 2.7 32.1

50.0 34.0 24.7 23.6 22.5

3.1

27.5
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40

60

％

全体(N=356) 増えている(n=141) 減っている(n=103) どちらとも言えない(n=112)
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２ 利用者向けアンケートの結果   
 
※文章中・図表中の数値は，端数処理の関係上，合計が一致しない場合があります。 

（１）単純集計結果 

問 1 続柄 単一回答 

問 2 お子さんの数 数量回答 

問 3 年齢 単一回答 

問 4 初めて拠点を利用した時期 単一回答 

問 5 拠点を利用するお子さんの年齢 複数回答 

問 6 拠点を利用しているのは何番目のお子さんか 複数回答 

問 7 拠点を利用する頻度 単一回答 

問 8 同居している人 複数回答 

問 9 就労の有無 単一回答 

問 10 就労状況 単一回答 

問 11 自身が育った市区町村での子育てか 単一回答 

問 12 拠点を利用する前の状態 複数回答 

問 13 拠点の職員に求めること 複数回答 

問 14-1 不安や心配:どのような活動が行われているか 単一回答 

問 14-2 不安や心配:職員に受け入れてもらえるか 単一回答 

問 14-3 不安や心配:他の利用者に受け入れてもらえるか 単一回答 

問 14-4 不安や心配:子育ての仲間をうまくつくれるか 単一回答 

問 14-5 不安や心配:職員から子の成長等指摘を受けるか 単一回答 

問 14-6 不安や心配:職員がプライバシーに配慮してくれるか 単一回答 

問 15 利用するようになってからの変化 複数回答 

問 16 拠点を利用する理由 複数回答 

問 17 近所で子どもを預かってくれる人の有無 単一回答 

問 18 拠点で同じ施設内での一時的な預かりサービスの有無 単一回答 

問 19(1) 一時的な預かりサービスの利用の有無 単一回答 

問 19(2) サービスを利用するようになった理由 複数回答 

問 20(1) 預かりサービスが行われていれば利用したいか 単一回答 

問 20(2) 利用したい理由 複数回答 

問 21 より利用しやすくなる拠点の支援 複数回答 
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[問１］のお子さんからみたあなたの続柄を教えて下さい。 

・「母親」(92.4%)、「父親」(7.6%)であり、「母親」は「父親」より 84.8 ポイント高い。 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 母親 1964 92.4
2 父親 161 7.6
無回答 0 0.0
全体 2125 100.0

母親

92.4%

父親

7.6%

無回答

0.0%

Q1 続柄

(N=2125)
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［問２］あなたのお子さんは全員で何人ですか。 

 
 
 

 

 

 
 

  

・最も多いのは「1 人」(57.7%)である。次いで「2 人」(32.9%)、「3 人以上」(9.4%)の順であ

る。平均は、1.53 人である。 

 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 1人 1226 57.7
2 2人 700 32.9
3 3人以上 199 9.4
無回答 0 0.0 平均 1.53
全体 2125 100.0 標準偏差 0.719

1人

57.7%

2人

32.9%

3人以上

9.4%

無回答

0.0%

Q2 お子さんの数

(N=2125)
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［問３］あなたの年齢を教えてください。 

・最も多いのは「30歳～34 歳」(40.0%)である。次いで「35 歳～39 歳」(27.4%)、「25 歳～29

歳」(15.5%)の順である。 

・階級値を「25 歳未満」(23)、「25 歳～29 歳」(27)、「30 歳～34 歳」(32)、「35 歳～39 歳」

(37)、「40 歳以上」(42)で代表させた平均値は 33.99 歳である。 

 

 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 25歳未満 35 1.6 23
2 25歳～29歳 330 15.5 27
3 30歳～34歳 850 40.0 32
4 35歳～39歳 582 27.4 37
5 40歳以上 328 15.4 42
無回答 0 0.0 平均 33.99
全体 2125 100.0 標準偏差 4.854

25歳未満

1.6%

25歳～29歳

15.5%

30歳～34歳

40.0%

35歳～39歳

27.4%

40歳以上

15.4%

無回答

0.0%

Q3 年齢

(N=2125)
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［問４］あなたがはじめて「拠点」（このアンケートの回答を依頼された子育て支援センター、

子育てひろばなど）を利用した時期はいつですか。 

・最も多いのは「第一子出産後２か月～６か月未満」(38.4%)である。次いで「第一子出産後

６ケ月～１年未満」(28.0%)、「第一子出産後１年以上(第２子以降も含む)」(23.8%)の順で

ある。 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 第一子妊娠中 126 5.9
2 第一子出産後２か月未満 85 4.0
3 第一子出産後２か月～６か月未満 815 38.4
4 第一子出産後６ケ月～１年未満 594 28.0
5 第一子出産後１年以上(第２子以降も含む) 505 23.8
無回答 0 0.0
全体 2125 100.0

第一子妊娠中

5.9%

第一子出産後２か月未

満

4.0%

第一子出産後２か月～

６か月未満

38.4%

第一子出産後６ケ月～

１年未満

28.0%

第一子出産後１年以上

(第２子以降も含む)

23.8%

無回答

0.0%

Q4 初めて拠点を利用した時期

(N=2125)
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［問５］拠点を一緒に利用するお子さんの年齢を教えてください。（複数回答可） 

（拠点を一緒に利用するお子さんが複数の場合は人数分の回答をお願いします。 

また、現在妊娠中の方は１を含めて選択してください） 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 妊娠中 72 3.4
2 ０～６か月未満 273 12.8
3 ６か月以上～１歳未満 620 29.2
4 １歳以上～２歳未満 787 37.0
5 ２歳以上～３歳未満 509 24.0
6 ３歳以上 404 19.0
無回答 0 0.0 累計 　(n) 累計 　(%)
全体 2125 100.0 2665 125.4

3.4

12.8

29.2

37.0

24.0

19.0

0.0

0 10 20 30 40

妊娠中

０～６か月未満

６か月以上～１歳未満

１歳以上～２歳未満

２歳以上～３歳未満

３歳以上

無回答

%

Q5 拠点を利用するお子さんの年齢

(N=2125)

・最も多いのは「１歳以上～２歳未満」(37.0%)である。次いで「６か月以上～１歳未満」

(29.2%)、「２歳以上～３歳未満」(24.0%)の順である。 

・無回答を除いた累積回答数は 2665 であり、回答者数 2125 を 100 とした場合の指数は 125.4

である。回答者ひとりあたり、平均 1.25 個の回答をしている。 
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［問６］現在、拠点を利用しているのは何番目のお子さんですか。（複数回答可） 

・最も多いのは「第一子」(75.5%)である。次いで「第二子」(34.7%)、「第三子以降」(9.2%)

の順である。 

・無回答を除いた累積回答数は 2538 であり、回答者数 2125 を 100 とした場合の指数は 119.4

である。回答者ひとりあたり、平均 1.19 個の回答をしている。 

 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 第一子 1605 75.5
2 第二子 737 34.7
3 第三子以降 196 9.2
無回答 0 0.0 累計 　(n) 累計 　(%)
全体 2125 100.0 2538 119.4

75.5

34.7

9.2

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80

第一子

第二子

第三子以降

無回答

%

Q6 拠点を利用しているのは何番目のお子さんか

(N=2125)
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［問７］あなたが拠点を利用する頻度をお選びください。  

・最も多いのは「毎週１回以上」(59.6%)である。次いで「月に２～３回程度」(27.2%)、「月

に１回程度」(7.5%)の順である。 

・階級値を「毎週１回以上」(50)、「月に２～３回程度」(30)、「月に１回程度」(12)、「数か

月に１回程度」(4)、「初めて利用」(0)で代表させた平均値は 39.02 回／年である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 毎週１回以上 1266 59.6 50
2 月に２～３回程度 577 27.2 30
3 月に１回程度 160 7.5 12
4 数か月に１回程度 97 4.6 4
5 初めて利用 25 1.2 0
無回答 0 0.0 平均 39.02
全体 2125 100.0 標準偏差 14.929

毎週１回以上

59.6%

月に２～３回程度

27.2%

月に１回程度

7.5%

数か月に１回程度

4.6%

初めて利用

1.2% 無回答

0.0%

Q7 拠点を利用する頻度

(N=2125)
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［問８］あなたと同居している人を教えてください。（複数回答可） 

・最も多いのは「配偶者・パートナー」(97.6%)である。次いで「子ども」(83.8%)、「実母」

(3.0%)の順である。 

・無回答を除いた累積回答数は 4088 であり、回答者数 2125 を 100 とした場合の指数は 192.4

である。回答者ひとりあたり、平均 1.92 個の回答をしている。 

 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 配偶者・パートナー 2075 97.6
2 子ども 1781 83.8
3 実母 64 3.0
4 実父 48 2.3
5 義母 46 2.2
6 義父 36 1.7
7 その他 38 1.8
無回答 0 0.0 累計 　(n) 累計 　(%)
全体 2125 100.0 4088 192.4

97.6

83.8

3.0

2.3

2.2

1.7

1.8

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110

配偶者・パートナー

子ども

実母

実父

義母

義父

その他

無回答

%

Q8 同居している人

(N=2125)
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［問９］あなたは現在就労していますか。 

・最も多いのは「育児休業中である」(45.6%)である。次いで「就労していない」(36.3%)、「就

労している」(18.1%)の順である。 

 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 就労している 384 18.1
2 育児休業中である 969 45.6
3 就労していない 772 36.3
無回答 0 0.0
全体 2125 100.0

就労している

18.1%

育児休業中である

45.6%

就労していない

36.3%

無回答

0.0%

Q9 就労の有無

(N=2125)
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［問１０］問９で１または２を選択された方にお伺いします。あなたの就労状況について教えて

ください。 

・最も多いのは「正職員・正社員」(78.2%)である。次いで「パート・アルバイト等（育休中を

含む）」(16.4%)、「自営業」(4.1%)の順である。 

 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 正職員・正社員 1058 78.2
2 パート・アルバイト等（育休中を含む） 222 16.4
3 自営業 56 4.1
4 その他 14 1.0
無回答 3 0.2
非該当 772
全体 1353 100.0

正職員・正社員

78.2%

パート・ア

ルバイト

等（育休

中を含む）

16.4%

自営業

4.1%

その他

1.0%

無回答

0.2%

Q10 就労状況

(N=1353)
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［問１１］あなたは、ご自身が育った市区町村で、現在子育てをしていますか？ 

・「はい」(29.8%)、「いいえ」(68.3%)であり、「いいえ」は「はい」より 38.5 ポイント高い。 

 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 はい 633 29.8
2 いいえ 1451 68.3
無回答 41 1.9
全体 2125 100.0

はい

29.8%

いいえ

68.3%

無回答

1.9%

Q11 自身が育った市区町村での子育てか

(N=2125)
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［問１２］拠点を利用する前のあなたの状態についてあてはまるものをお選びください。 

（複数回答可） 

・最も多いのは「家族以外の人と交流する機会があまりなかった 」(59.1%)である。次いで

「子育てをしている親と知り合いたかった 」(50.2%)、「子育ての悩みや不安を話せる人が

ほしかった 」(45.7%)の順である。 

・無回答を除いた累積回答数は 7283 であり、回答者数 2084 を 100 とした場合の指数は 349.5

である。回答者ひとりあたり、平均 3.49 個の回答をしている。 

 

No. カテゴリー名 ｎ %
3 家族以外の人と交流する機会があまりなかった 1255 59.1
1 子育てをしている親と知り合いたかった 1066 50.2
5 子育ての悩みや不安を話せる人がほしかった 972 45.7
4 大人と日常的な会話をしたかった 950 44.7
8 今日どう過ごそうかと思うと気が重かった 719 33.8
7 地域の子育て情報を得る方法がわからなかった 624 29.4
6 親子で一緒に出かけられる友達がほしかった 533 25.1
2 子育てで、つらいと感じることがあった 449 21.1
9 子育てに関する講座等の情報を得る機会がなかった 381 17.9
10 子育てのことばかり考えていた 334 15.7

無回答 41 1.9 累計 　(n) 累計 　(%)
全体 2125 100.0 7324 344.7

59.1

50.2

45.7

44.7

33.8

29.4

25.1

21.1

17.9

15.7

1.9

0 10 20 30 40 50 60 70

家族以外の人と交流する機会があまりなかった

子育てをしている親と知り合いたかった

子育ての悩みや不安を話せる人がほしかった

大人と日常的な会話をしたかった

今日どう過ごそうかと思うと気が重かった

地域の子育て情報を得る方法がわからなかった

親子で一緒に出かけられる友達がほしかった

子育てで、つらいと感じることがあった

子育てに関する講座等の情報を得る機会がなかった

子育てのことばかり考えていた

無回答

%

Q12 拠点を利用する前の状態

(N=2125)
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［問１３］あなたが拠点の職員に求めることを教えてください。（複数回答可） 

 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

・最も多いのは「日常的な会話を一緒になって楽しむ」(77.7%)である。次いで「子どもに様々

な遊びを提供する」(61.0%)、「子どもが安全に過ごせるように配慮する」(58.5%)の順であ

る。 

・無回答を除いた累積回答数は 7821 であり、回答者数 2084 を 100 とした場合の指数は 375.3

である。回答者ひとりあたり、平均 3.75 個の回答をしている。 

 

No. カテゴリー名 ｎ %
3 日常的な会話を一緒になって楽しむ 1651 77.7
6 子どもに様々な遊びを提供する 1296 61.0
7 子どもが安全に過ごせるように配慮する 1244 58.5
2 自分の悩みについて話をよく聞いてくれる 1104 52.0
1 具体的な情報や助言などを与えてくれる 966 45.5
4 親同士の仲間づくりを助ける 597 28.1
5 子どもの友だちづくりを助ける 515 24.2
8 地域の子育て支援ボランティアの育成・交流をはかる 239 11.2
9 子育てに関する地域の住民の理解を高める 209 9.8
無回答 41 1.9 累計 　(n) 累計 　(%)
全体 2125 100.0 7862 370.0

77.7

61.0

58.5

52.0

45.5

28.1

24.2

11.2

9.8

1.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

日常的な会話を一緒になって楽しむ

子どもに様々な遊びを提供する

子どもが安全に過ごせるように配慮する

自分の悩みについて話をよく聞いてくれる

具体的な情報や助言などを与えてくれる

親同士の仲間づくりを助ける

子どもの友だちづくりを助ける

地域の子育て支援ボランティアの育成・交流をはかる

子育てに関する地域の住民の理解を高める

無回答

%

Q13 拠点の職員に求めること

(N=2125)
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［問１４］はじめて拠点を利用するときに以下の項目について不安や心配を感じましたか。 

（ＧＴマトリクス：全６項目） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・階級値を「不安を感じた」(3)、「不安は感じなかった」(1)、「どちらとも言えない」(2)で

代表させた平均値のトップ３は次のとおりである。最も高いのは「子育ての仲間をうまくつ

くれるか」(2.15)である。次いで「他の利用者に受け入れてもらえるか」(1.89)、「どのよ

うな活動が行われているか」(1.68)の順である。 

47.8

37.3

27.1

22.6

10.1

7.1

32.9

48.3

58.7

66.3

76.5

81.5

16.8

12.2

12.3

8.9

11.1

9.1

子育ての仲間をうまくつくれるか
(n=2125)

他の利用者に受け入れてもらえるか
(n=2125)

どのような活動が行われているか
(n=2125)

職員に受け入れてもらえるか
(n=2125)

職員から子の成長等指摘を受けるか
(n=2125)

職員がプライバシーに配慮してくれるか
(n=2125)

不安を感じた 不安は感じなかった どちらとも言えない

2.15

1.89

1.68

1.55

1.32

1.24

0.00 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50

平均
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［問１４－１］はじめて拠点を利用するときに以下の項目について不安や心配を感じましたか。

拠点でどのような活動が行われているか 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・最も多いのは「不安は感じなかった」(58.7%)である。次いで「不安を感じた」(27.1%)、「ど

ちらとも言えない」(12.3%)の順である。 

・階級値を「不安を感じた」(3)、「不安は感じなかった」(1)、「どちらとも言えない」(2)で

代表させた平均値は 1.68 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 不安を感じた 575 27.1 3
2 不安は感じなかった 1248 58.7 1
3 どちらとも言えない 261 12.3 2
無回答 41 1.9 平均 1.68
全体 2125 100.0 標準偏差 0.878

不安を感じた

27.1%

不安は感じなかった

58.7%

どちらとも言

えない

12.3%

無回答

1.9%

Q14-1 不安や心配:どのような活動が行われているか

(N=2125)
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［問１４－２］拠点の職員に自分や子どもが受け入れてもらえるか 

 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

・最も多いのは「不安は感じなかった」(66.3%)である。次いで「不安を感じた」(22.6%)、「ど

ちらとも言えない」(8.9%)の順である。 

・階級値を「不安を感じた」(3)、「不安は感じなかった」(1)、「どちらとも言えない」(2)で

代表させた平均値は 1.55 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 不安を感じた 481 22.6 3
2 不安は感じなかった 1408 66.3 1
3 どちらとも言えない 190 8.9 2
無回答 46 2.2 平均 1.55
全体 2125 100.0 標準偏差 0.843

不安を感じた

22.6%

不安は感じなかった

66.3%

どちらとも言えない

8.9%

無回答

2.2%

Q14-2 不安や心配:職員に受け入れてもらえるか

(N=2125)
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［問１４－３] 他の利用者に自分や子どもが受け入れてもらえるか  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・最も多いのは「不安は感じなかった」(48.3%)である。次いで「不安を感じた」(37.3%)、「ど

ちらとも言えない」(12.2%)の順である。 

・階級値を「不安を感じた」(3)、「不安は感じなかった」(1)、「どちらとも言えない」(2)で

代表させた平均値は 1.89 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 不安を感じた 792 37.3 3
2 不安は感じなかった 1027 48.3 1
3 どちらとも言えない 260 12.2 2
無回答 46 2.2 平均 1.89
全体 2125 100.0 標準偏差 0.929

不安を感じた

37.3%

不安は感じなかった

48.3%

どちらとも言

えない

12.2%

無回答

2.2%

Q14-3 不安や心配:他の利用者に受け入れてもらえるか

(N=2125)
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［問１４－４］子育ての仲間をうまくつくれるか 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・最も多いのは「不安を感じた」(47.8%)である。次いで「不安は感じなかった」(32.9%)、「ど

ちらとも言えない」(16.8%)の順である。 

・階級値を「不安を感じた」(3)、「不安は感じなかった」(1)、「どちらとも言えない」(2)で

代表させた平均値は 2.15 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 不安を感じた 1015 47.8 3
2 不安は感じなかった 700 32.9 1
3 どちらとも言えない 357 16.8 2
無回答 53 2.5 平均 2.15
全体 2125 100.0 標準偏差 0.897

不安を感じた

47.8%

不安は感じなかった

32.9%

どちらとも言えない

16.8%

無回答

2.5%

Q14-4 不安や心配:子育ての仲間をうまくつくれるか

(N=2125)
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［問１４－５］拠点の職員から、子どもの成長や発達について指摘を受けるかどうか 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・最も多いのは「不安は感じなかった」(76.5%)である。次いで「どちらとも言えない」(11.1%)、

「不安を感じた」(10.1%)の順である。 

・階級値を「不安を感じた」(3)、「不安は感じなかった」(1)、「どちらとも言えない」(2)で

代表させた平均値は 1.32 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 不安を感じた 214 10.1 3
2 不安は感じなかった 1626 76.5 1
3 どちらとも言えない 235 11.1 2
無回答 50 2.4 平均 1.32
全体 2125 100.0 標準偏差 0.651

不安を感

じた

10.1%

不安は感じなかった

76.5%

どちらと

も言えな

い

11.1%

無回答

2.4%

Q14-5 不安や心配:職員から子の成長等指摘を受けるか

(N=2125)
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［問１４－６］拠点の職員が、プライバシーについて十分に配慮してくれるかどうか 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・最も多いのは「不安は感じなかった」(81.5%)である。次いで「どちらとも言えない」(9.1%)、

「不安を感じた」(7.1%)の順である。 

・階級値を「不安を感じた」(3)、「不安は感じなかった」(1)、「どちらとも言えない」(2)で

代表させた平均値は 1.24 である。 

No. カテゴリー名 ｎ % 階級値
1 不安を感じた 151 7.1 3
2 不安は感じなかった 1731 81.5 1
3 どちらとも言えない 193 9.1 2
無回答 50 2.4 平均 1.24
全体 2125 100.0 標準偏差 0.572

不安を感じた

7.1%

不安は感じなかった

81.5%

どちらとも言えない

9.1%

無回答

2.4%

Q14-6 不安や心配:職員がﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰに配慮してくれるか

(N=2125)
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［問１５］拠点を利用するようになってから、あなたやあなたの子どもについて得られたこと

や変化したことはありますか。あてはまるものをお選びください。（複数回答可） 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

・最も多いのは「子育てをしている親と知り合えた 」(74.3%)である。次いで「子どもが楽

しそうにしていることが増えた 」(63.7%)、「地域の子育て情報を得られるようになっ

た 」(62.1%)の順である。 

・無回答を除いた累積回答数は 11297 であり、回答者数 2084 を 100 とした場合の指数は

542.1 である。回答者ひとりあたり、平均 5.42 個の回答をしている。 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 子育てをしている親と知り合えた 1579 74.3
7 子どもが楽しそうにしていることが増えた 1354 63.7
5 地域の子育て情報を得られるようになった 1320 62.1
2 配偶者・パートナーに、拠点での話をするようになった 1317 62.0
4 子育ての悩みや不安を話せる人ができた 1248 58.7
9 大人と日常的な会話をする機会が増えた 1094 51.5
3 子育てでつらいのは自分だけでないと思えるようになった 880 41.4
8 他の親子に声をかけるようになった 856 40.3
6 子どもの友だちが増えた 844 39.7
10 地域の行事やイベントに参加するようになった 805 37.9

無回答 41 1.9 累計 　(n) 累計 　(%)
全体 2125 100.0 11338 533.6

74.3

63.7

62.1

62.0

58.7

51.5

41.4

40.3

39.7

37.9

1.9
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子育てをしている親と知り合えた

子どもが楽しそうにしていることが増えた

地域の子育て情報を得られるようになった

配偶者・パートナーに、拠点での話をするようになった

子育ての悩みや不安を話せる人ができた

大人と日常的な会話をする機会が増えた

子育てでつらいのは自分だけでないと思えるようになった

他の親子に声をかけるようになった

子どもの友だちが増えた

地域の行事やイベントに参加するようになった

無回答

%

Q15 利用するようになってからの変化

(N=2125)
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［問１６］あなたが今も拠点を利用する理由は何ですか。あてはまるものをお選びください。 

（複数回答可） 

・最も多いのは「子どもの遊び場として利用したいから 」(91.7%)である。次いで「子どもの

成長や発達のために必要だと思うから 」(61.6%)、「拠点の職員と話をしたり相談したいか

ら 」(51.1%)の順である。 

・無回答を除いた累積回答数は 9625 であり、回答者数 2084 を 100 とした場合の指数は 461.9

である。回答者ひとりあたり、平均 4.62 個の回答をしている。 

No. カテゴリー名 ｎ %
2 子どもの遊び場として利用したいから 1948 91.7
3 子どもの成長や発達のために必要だと思うから 1309 61.6
8 拠点の職員と話をしたり相談したいから 1085 51.1
7 拠点を利用する他の親子と交流したいから 971 45.7
1 子育てに役立つ情報や知識を得たいから 887 41.7

10 興味のあるイベントや講座に参加したいから 881 41.5
4 子育てによる孤立感を解消したいから 806 37.9
5 子育ての負担を少しでも軽くしたいから 799 37.6
6 子育てをしていて安心感を得たいから 548 25.8
9 専門家に育児などの相談をしたいから 391 18.4
無回答 41 1.9 累計 　(n) 累計 　(%)
全体 2125 100.0 9666 454.9

91.7

61.6

51.1

45.7

41.7

41.5

37.9

37.6

25.8

18.4

1.9
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子どもの遊び場として利用したいから

子どもの成長や発達のために必要だと思うから

拠点の職員と話をしたり相談したいから

拠点を利用する他の親子と交流したいから

子育てに役立つ情報や知識を得たいから

興味のあるイベントや講座に参加したいから

子育てによる孤立感を解消したいから

子育ての負担を少しでも軽くしたいから

子育てをしていて安心感を得たいから

専門家に育児などの相談をしたいから

無回答

%

Q16 拠点を利用する理由

(N=2125)
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［問１７］あなたが現在子育てをされている地域では、近所で子どもを預かってくれる人 

（親族や近隣の知り合いなど）はいますか？ 

・「はい」(47.9%)、「いいえ」(50.2%)であり、「いいえ」は「はい」より 2.3 ポイント高い。 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 はい 1017 47.9
2 いいえ 1067 50.2
無回答 41 1.9
全体 2125 100.0

はい

47.9%

いいえ

50.2%

無回答

1.9%

Q17 近所で子どもを預かってくれる人の有無

(N=2125)
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［問１８］あなたが利用している拠点では、同じ施設内で、子どもの一時的な預かりを行う 

サービス（例：一時預かり事業、ファミリー・サポート・センター事業など）が 

行われていますか。 

・最も多いのは「行われている」(65.4%)である。次いで「行われていない」(18.7%)、「わから

ない」(14.0%)の順である。 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 行われている 1390 65.4
2 行われていない 397 18.7
3 わからない 297 14.0
無回答 41 1.9
全体 2125 100.0

行われている

65.4%

行われていない

18.7%

わからない

14.0%

無回答

1.9%

Q18 拠点で同じ施設内での一時的な預かりサービスの有無

(N=2125)
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［問１９（１）］問１８で「１．行われている」と回答した方にお伺いします。そのサービス 

（子どもの一時的な預かり）を利用したことがありますか。 

・「いいえ」(58.9%)、次いで「はい」(41.1%)の順である。 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 はい 571 41.1
2 いいえ 819 58.9
無回答 0 0.0
非該当 735
全体 1390 100.0

はい

41.1%

いいえ

58.9%

無回答

0.0%

Q19(1) 一時的な預かりサービスの利用の有無

(N=1390)
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［問１９（２）］（１）で「はい」と回答された方にお伺いします。そのサービスを利用する 

ようになった理由やきっかけをお選びください。（複数回答可） 

・最も多いのは「拠点と同じ施設で実施されていることにより、安心感があったから 」

(74.4%)である。次いで「拠点と同じ施設であり、子どもが多少なりとも場や人に慣れて

いるから 」(42.4%)、「拠点で実施されていることにより、利用手続きなどがしやすかっ

たから 」(35.6%)の順である。 

・無回答を除いた累積回答数は 1259 であり、回答者数 571 を 100 とした場合の指数は 220.5

である。回答者ひとりあたり、平均 2.21 個の回答をしている。 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 拠点と同じ施設で実施されていることにより、安心感があったから 425 74.4
5 拠点と同じ施設であり、子どもが多少なりとも場や人に慣れているから 242 42.4
3 拠点で実施されていることにより、利用手続きなどがしやすかったから 203 35.6
6 そのサービスをどうしても利用しなくてはならない必要性があったから 137 24.0
4 拠点の職員に紹介されたから 111 19.4
2 拠点の掲示物や職員の説明、ＷｅｂやＳＮＳにより支援内容を以前から知っていたから 110 19.3
7 その他 31 5.4
無回答 4 0.7
非該当 1554
全体 571 100.0

74.4

42.4

35.6

24.0

19.4

19.3

5.4

0.7
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拠点と同じ施設で実施されていることにより、安心感があっ
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拠点と同じ施設であり、子どもが多少なりとも場や人に慣れ

ているから

拠点で実施されていることにより、利用手続きなどがしやす

かったから

そのサービスをどうしても利用しなくてはならない必要性が

あったから

拠点の職員に紹介されたから

拠点の掲示物や職員の説明、ＷｅｂやＳＮＳにより支援内容

を以前から知っていたから

その他

無回答

%

Q19(2) サービスを利用するようになった理由

(N=571)
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［問２０（１）］問１８で子どもの一時的な預かりを行うサービスが「２．行われていない」と 

回答した方にお伺いします。もし、拠点と同じ施設で子どもの一時的な預かりが行われていれば、

利用したいと思いますか。 

・「はい」(89.7%)である。次いで「いいえ」(10.1%)の順である。 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 はい 356 89.7
2 いいえ 40 10.1
無回答 1 0.3
非該当 1728
全体 397 100.0

はい

89.7%

いいえ

10.1%

無回答

0.3%

Q20(1) 預かりサービスが行われていれば利用したいか

(N=397)
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［問２０（２）］上記の（１）で「はい」と回答された方にお伺いします。 

その理由をお選びください。（複数回答可） 

・最も多いのは「拠点と同じ施設で実施されていることにより、安心感があるから 」(89.9%)

である。次いで「拠点と同じ施設であり、子どもが多少なりとも場や人に慣れているから 」

(74.4%)、「拠点で実施されていることにより、利用手続きがしやすいと思うから 」(53.4%)

の順である。 

・無回答を除いた累積回答数は 917 であり、回答者数 354 を 100 とした場合の指数は 259.0

である。回答者ひとりあたり、平均 2.59 個の回答をしている。 

No. カテゴリー名 ｎ %
1 拠点と同じ施設で実施されていることにより、安心感があるから 320 89.9
4 拠点と同じ施設であり、子どもが多少なりとも場や人に慣れているから 265 74.4
3 拠点で実施されていることにより、利用手続きがしやすいと思うから 190 53.4
2 子どもの預かりについて、拠点の職員から説明を受けたり、直接問い合わせなどができると思うから 126 35.4
5 現在すでに、そのサービスを利用しなくてはならない必要性があるから 12 3.4
6 その他 4 1.1
無回答 2 0.6
非該当 1769
全体 356 100.0
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74.4

53.4

35.4

3.4

1.1
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拠点で実施されていることにより、利用手続きがしやすいと思うから

子どもの預かりについて、拠点の職員から説明を受けたり、直接問い

合わせなどができると思うから

現在すでに、そのサービスを利用しなくてはならない必要性があるから

その他

無回答

%

Q20(2) 利用したい理由
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［問２１］あなたは、拠点にどのような支援があれば、より利用しやすくなると思いますか。 

    あてはまるものをお選びください。（複数回答可） 

・最も多いのは「子どもが３歳以上になっても活発に遊べるような遊具やスペースの工夫 」

(53.8%)である。次いで「子どもの通園先（保育所、幼稚園、認定こども園など）を選ぶ際

の情報提供 」(46.5%)、「共働き家庭が利用しやすいような開所日や利用時間の延長 」

(39.1%)の順である。 

・無回答を除いた累積回答数は 6742 であり、回答者数 2052 を 100 とした場合の指数は 328.6

である。回答者ひとりあたり、平均 3.29 個の回答をしている。 

No. カテゴリー名 ｎ %
5 子どもが３歳以上になっても活発に遊べるような遊具やスペースの工夫 1144 53.8
6 子どもの通園先（保育所、幼稚園、認定こども園など）を選ぶ際の情報提供 988 46.5
4 共働き家庭が利用しやすいような開所日や利用時間の延長 831 39.1
7 子どもの発育や発達に関する専門的な相談 722 34.0
1 妊娠期から利用しやすい環境設定や支援プログラムの充実 582 27.4
9 父親が利用しやすい利用時間の設定や活動内容の工夫 558 26.3

10 放課後児童クラブなど、小学生以降も利用できる子育て支援事業の併設 522 24.6
11 身近な場所で開催される出張ひろばの開催 451 21.2
8 子育てや家庭生活の悩みなどについて、他の相談機関の紹介や、つないでくれるような支援 428 20.1
2 夫婦関係や家庭生活などの悩みに関する相談  235 11.1
3 家庭生活や夫婦のパートナーシップなどを学ぶ機会 202 9.5

12 その他 79 3.7
無回答 73 3.4
全体 2125 100.0
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その他

無回答

%

Q21 より利用しやすくなる拠点の支援

(N=2125)
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（２）クロス集計結果 
 表側項目（Ｙ） 表頭項目（Ｘ） 
1 

子どもの人数・年齢・拠点利用時期等 

問 1 子どもからみたあなたの続柄 
2 問 2 子どもの数 
3 問 3 あなたの年齢 
4 問 4 拠点を利用した時期 
5 問 5 拠点を利用する子どもの年齢 

6 
問 6 拠点を利用しているのは何番目のお子さんですか（複数回
答可） 

7 問 7 拠点を利用する頻度 
8 問 8 同居している人について 
9 問 9 就労について 
10 問 10 就労状況について 
11 問 11 自身が育った市区町村で、現在子育てをしていますか 
12 問 12 拠点を利用する前の状態 
13 問 13 拠点に求めること 

14 
問 14 はじめて拠点時の不安や心配について（拠点でどのよう
な活動が行われているか） 

15 
問 14 はじめて拠点時の不安や心配について（拠点の市区員に
受け入れてもらえるか） 

16 
問 14 はじめて拠点時の不安や心配について（他の利用者に受
け入れてもらえるか） 

17 
問 14 はじめて拠点時の不安や心配について（子育ての仲間を
作れるか） 

18 
問 14 はじめて拠点時の不安や心配について（子どもの成長や
発達について） 

19 
問 14 はじめて拠点時の不安や心配について（プライバシーに
ついての配慮） 

20 問 15 拠点利用後の変化 
21 問 16 拠点を利用する理由 
22 問 17 子どもを預かってくれる人はいるか 
23 問 18 利用の拠点で一次預かりサービスが行われているか 
24 問 19 一時預かりサービスを利用したことがあるか 
25 問 19 一時預かりサービス利用の理由やきっかけについて 

26 
問 20 一時預かりが行われていない拠点利用者→利用してみた
いか 

27 
問 20 一時預かりが行われていない拠点利用者→利用してみた
い理由 

28 問 21 拠点にどのような支援があれば良いか 
29 問 1 子どもからみた続柄 問７ 拠点を利用する頻度 
30 問 1 子どもからみた続柄 問 12 拠点を利用する前の状態 
31 問 1 子どもからみた続柄 問 13 拠点の職員に求めること 
32 問 1 子どもからみた続柄 問 15 利用するようになってからの変化 
33 問 1 子どもからみた続柄 問 16 拠点を利用する理由 
34 問 1 子どもからみた続柄 問 21 より利用しやすくなる拠点の支援 
35 問 2 子どもの人数 問 13 拠点の職員に求めること 
36 問 2 子どもの人数 問 21 より利用しやすくなる拠点の支援 
37 問４ 初めて拠点を利用した時期 問 12 拠点を利用する前の状態 
38 問４ 初めて拠点を利用した時期 問 13 拠点の職員に求めること 
39 問４ 初めて拠点を利用した時期 問 15 利用するようになってからの変化 
40 問４ 初めて拠点を利用した時期 問 16 拠点を利用する理由 
41 問４ 初めて拠点を利用した時期 問 21 より利用しやすくなる拠点の支援 
42 問 5 拠点を利用する子ども（２区分） 問 21 より利用しやすくなる拠点の支援 
43 問 7 拠点を利用する頻度（２区分） 問 12 拠点を利用する前の状態 
44 問 7 拠点を利用する頻度（２区分） 問 15 利用するようになってからの変化 
45 問 7 拠点を利用する頻度（２区分） 問 13 拠点の職員に求めること 
46 問 9 就労の有無 問 7 拠点を利用する頻度 
47 問 9 就労の有無 問 7 拠点を利用する頻度（２区分） 
48 問 9 就労の有無 問 12 拠点を利用する前の状態 
49 問 9 就労の有無 問 13 拠点の職員に求めること 
50 問 9 就労の有無 問 15 利用するようになってからの変化 
51 問 9 就労の有無 問 16 拠点を利用する理由 
52 問 9 就労の有無 問 21 より利用しやすくなる拠点の支援 
53 問 11 自身が育った市区町村での子育てか 問 9 就労の有無 
54 問 11 自身が育った市区町村での子育てか 問 12 拠点を利用する前の状態 
55 問 11 自身が育った市区町村での子育てか 問 13 拠点の職員に求めること 
56 問 11 自身が育った市区町村での子育てか 問 15 利用するようになってからの変化 
57 問 11 自身が育った市区町村での子育てか 問 16 拠点を利用する理由 
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1. 子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問 1］お子さんからみたあなたの続柄を 

教えて下さい。 

●「全体」 の上位３項目を初めて拠点を利用した時期別にみると、「母親」 では 「第

一子出産後６ケ月～１年未満」（94.4％）が 「全体」 より有意に高い。 
●拠点を利用する頻度別にみると、「母親」 では 「毎週１回以上」（95.1％）、「父親」 

では 「数か月に１回程度」（19.6％） ・ 「月に１回程度」（14.4％）が 「全体」 よ
り有意に高い。 

●拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「母親」 では 「毎週１回以上」（95.1％）、

「父親」 では 「それ以外」（11.5％）が 「全体」 より有意に高い。 
●就労の有無別にみると、「母親」 では 「就労していない」（98.4％） ・ 「育児休業

中である」（96.4％）、「父親」 では 「就労している」（29.7％）が 「全体」 より有

意に高い。 
●就労の有無（２区分）別にみると、「母親」 では 「育児休業中と未就労」（97.3％）、

「父親」 では 「就労している」（29.7％）が 「全体」 より有意に高い。 
●就労状況別にみると、「母親」 では 「パート・アルバイト等（育休中を含む）」

（97.7％）、「父親」 では 「自営業」（17.9％） ・ 「正職員・正社員」（12.6％）が 
「全体」 より有意に高い。 

・ 
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2.子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問２］あなたのお子さんは全員で何人ですか。 

●「全体」 の上位３項目を年齢別にみると、「1 人」 では 「25 歳～29 歳」（77.3％） ・ 
「30 歳～34 歳」（62.0％）、「2 人」 では 「35 歳～39 歳」（41.1％）、「3 人以上」 
では 「40 歳以上」（19.5％） ・ 「35 歳～39 歳」（12.4％）が 「全体」 より有意

に高い。 
●初めて拠点を利用した時期別にみると、「1 人」 では 「第一子妊娠中」（71.4％） ・ 

「第一子出産後２か月～６か月未満」（63.2％） ・ 「第一子出産後６ケ月～１年未

満」（63.0％）、「2 人」 では 「第一子出産後１年以上(第２子以降も含む)」（45.0％）、

「3 人以上」 では 「第一子出産後１年以上(第２子以降も含む)」（15.8％）が 「全

体」 より有意に高い。 
●初めて拠点を利用した時期（２区分）別にみると、「1 人」 では 「第一子出産後６

カ月未満」（63.7％）、「2 人」 では 「第一子出産後６カ月以上」（36.9％）、「3 人以

上」 では 「第一子出産後６カ月以上」（11.1％）が 「全体」 より有意に高い。 
●拠点を利用する子ども（２区分）別にみると、「1 人」 では 「第一子のみ」（97.8％）、

「2 人」 では 「第二子以降」（77.1％）、「3 人以上」 では 「第二子以降」（22.5％）

が 「全体」 より有意に高い。 
●拠点を利用する頻度別にみると、「1 人」 では 「毎週１回以上」（62.0％）、「2 人」 

では 「月に２～３回程度」（36.7％）、「3 人以上」 では 「数か月に１回程度」（18.6％）

が 「全体」 より有意に高い。 
●拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「1 人」 では 「毎週１回以上」（62.0％）、

「2 人」 では 「それ以外」（36.8％）、「3 人以上」 では 「それ以外」（11.9％）が 
「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無別にみると、「1 人」 では 「育児休業中である」（60.6％）が 「全体」 
より有意に高い。 

●就労の有無（２区分）別にみると、「1 人」 では 「育児休業中と未就労」（58.8％）

が 「全体」 より有意に高い。 
●就労状況別にみると、「1 人」 では 「正職員・正社員」（60.8％）、「2 人」 では 「自

営業」（50.0％）、「3 人以上」 では 「パート・アルバイト等（育休中を含む）」（16.2％）

が 「全体」 より有意に高い。 
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3.子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問３］あなたの年齢を教えてください。 

●「全体」 の上位３項目を子どもの人数別にみると、「30 歳～34 歳」 では 「1 人」

（43.0％）、「35 歳～39歳」 では 「3人以上」（36.2％） ・ 「2人」（34.1％）、「25

歳～29 歳」 では 「1人」（20.8％）が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期別にみると、「30 歳～34 歳」 では 「第一子出産後２か月

～６か月未満」（42.8％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する子ども（２区分）別にみると、「30 歳～34 歳」 では 「第一子のみ」

（42.8％）、「35歳～39歳」 では 「第二子以降」（34.2％）、「25歳～29歳」 では 「第

一子のみ」（20.7％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度別にみると、「35歳～39歳」 では 「月に１回程度」（35.0％）、

「25 歳～29 歳」 では 「毎週１回以上」（17.7％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「25 歳～29歳」 では 「毎週１回以上」

（17.7％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無別にみると、「30 歳～34 歳」 では 「育児休業中である」（44.9％）、「25

歳～29 歳」 では 「育児休業中である」（18.9％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無（２区分）別にみると、「25 歳～29 歳」 では 「育児休業中と未就労」

（16.4％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労状況別にみると、「30 歳～34 歳」 では 「正職員・正社員」（44.7％）、「25 歳～

29 歳」 では 「正職員・正社員」（17.9％）が 「全体」 より有意に高い。 
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4.子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問４］あなたがはじめて「拠点」（このアンケート

の回答を依頼された子育て支援センター、子育てひろばなど）を利用した時期はいつですか。 

 

●「全体」 の上位３項目を子どもからみた続柄別にみると、「第一子出産後６ケ月～

１年未満」 では 「母親」（28.6％）が 「全体」 より有意に高い。 

●子どもの人数別にみると、「第一子出産後２か月～６か月未満」 では 「1 人」

（42.0％）、「第一子出産後６ケ月～１年未満」 では 「1人」（30.5％）、「第一子出

産後１年以上(第２子以降も含む)」 では 「3人以上」（40.2％） ・ 「2人」（32.4％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●年齢別にみると、「第一子出産後２か月～６か月未満」 では 「30 歳～34 歳」

（41.1％）、「第一子出産後１年以上(第２子以降も含む)」 では 「40 歳以上」

（29.9％）が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期別にみると、「第一子出産後２か月～６か月未満」 では 

「第一子出産後６カ月未満」（79.4％）、「第一子出産後６ケ月～１年未満」 では 「第

一子出産後６カ月以上」（54.0％）、「第一子出産後１年以上(第２子以降も含む)」 

では 「第一子出産後６カ月以上」（46.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する子ども（２区分）別にみると、「第一子出産後２か月～６か月未満」 

では 「第一子のみ」（41.5％）、「第一子出産後６ケ月～１年未満」 では 「第一子

のみ」（30.6％）、「第一子出産後１年以上(第２子以降も含む)」 では 「第二子以

降」（34.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度別にみると、「第一子出産後１年以上(第２子以降も含む)」 で

は 「数か月に１回程度」（33.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「第一子出産後１年以上(第２子以降も

含む)」 では 「それ以外」（27.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無別にみると、「第一子出産後２か月～６か月未満」 では 「育児休業中で

ある」（44.8％）、「第一子出産後６ケ月～１年未満」 では 「就労していない」

（31.3％）、「第一子出産後１年以上(第２子以降も含む)」 では 「就労している」

（31.5％） ・ 「就労していない」（28.8％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無（２区分）別にみると、「第一子出産後６ケ月～１年未満」 では 「育児

休業中と未就労」（29.4％）、「第一子出産後１年以上(第２子以降も含む)」 では 「就

労している」（31.5％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労状況別にみると、「第一子出産後２か月～６か月未満」 では 「正職員・正社

員」（44.5％）、「第一子出産後１年以上(第２子以降も含む)」 では 「自営業」

（37.5％） ・ 「パート・アルバイト等（育休中を含む）」（31.5％）が 「全体」 よ

り有意に高い。 
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5.子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問５］拠点を一緒に利用するお子さんの年齢を教え

てください。（複数回答可）（拠点を一緒に利用するお子さんが複数の場合は人数分の回答をお願

いします。また、現在妊娠中の方は１を含めて選択してください） 

●「全体」 の上位３項目を子どもからみた続柄別にみると、「２歳以上～３歳未満」 

では 「父親」（30.4％）が 「全体」 より有意に高い。 

●子どもの人数別にみると、「１歳以上～２歳未満」 では 「1人」（39.5％）、「２歳以

上～３歳未満」 では 「2人」（35.4％）が 「全体」 より有意に高い。 

●年齢別にみると、「６か月以上～１歳未満」 では 「25 歳～29 歳」（37.0％） ・ 「30

歳～34 歳」（32.2％）、「２歳以上～３歳未満」 では 「40 歳以上」（29.6％） ・ 「35

歳～39 歳」（27.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期別にみると、「１歳以上～２歳未満」 では 「第一子出産

後６ケ月～１年未満」（43.8％） ・ 「第一子出産後１年以上(第２子以降も含む)」

（42.2％）、「６か月以上～１歳未満」 では 「第一子妊娠中」（38.9％） ・ 「第一

子出産後２か月～６か月未満」（34.7％） ・ 「第一子出産後６ケ月～１年未満」

（33.0％）、「２歳以上～３歳未満」 では 「第一子出産後１年以上(第２子以降も含

む)」（32.9％）が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期（２区分）別にみると、「１歳以上～２歳未満」 では 「第

一子出産後６カ月以上」（43.0％）、「６か月以上～１歳未満」 では 「第一子出産後

６カ月未満」（35.0％）、「２歳以上～３歳未満」 では 「第一子出産後６カ月以上」

（28.2％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する子ども（２区分）別にみると、「１歳以上～２歳未満」 では 「第一

子のみ」（39.4％）、「２歳以上～３歳未満」 では 「第二子以降」（34.0％）が 「全

体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度別にみると、「１歳以上～２歳未満」 では 「毎週１回以上」

（41.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「１歳以上～２歳未満」 では 「毎週１

回以上」（41.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無別にみると、「１歳以上～２歳未満」 では 「就労していない」（41.1％）、

「６か月以上～１歳未満」 では 「育児休業中である」（45.0％）、「２歳以上～３歳

未満」 では 「就労していない」（33.0％） ・ 「就労している」（30.7％）が 「全

体」 より有意に高い。 

●就労の有無（２区分）別にみると、「６か月以上～１歳未満」 では 「育児休業中と

未就労」（32.6％）、「２歳以上～３歳未満」 では 「就労している」（30.7％）が 「全

体」 より有意に高い。 

●就労状況別にみると、「６か月以上～１歳未満」 では 「正職員・正社員」（40.5％）

が 「全体」 より有意に高い。 
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6.子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問６］現在、拠点を利用しているのは何番目のお子

さんですか。（複数回答可） 

●「全体」 の上位３項目を子どもからみた続柄別にみると、「第一子」 では 「父親」

（83.2％）が 「全体」 より有意に高い。 

●子どもの人数別にみると、「第一子」 では 「1人」（99.8％）、「第二子」 では 「2

人」（96.1％）、「第三子以降」 では 「3 人以上」（96.5％）が 「全体」 より有意

に高い。 

●年齢別にみると、「第一子」 では 「25 歳未満」（94.3％） ・ 「25 歳～29 歳」

（90.9％） ・ 「30 歳～34 歳」（79.6％）、「第二子」 では 「35 歳～39 歳」（43.5％）、

「第三子以降」 では 「40 歳以上」（20.1％） ・ 「35 歳～39 歳」（11.5％）が 「全

体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期別にみると、「第一子」 では 「第一子妊娠中」（84.1％） ・ 

「第一子出産後６ケ月～１年未満」（80.6％） ・ 「第一子出産後２か月～６か月未

満」（80.2％）、「第二子」 では 「第一子出産後１年以上(第２子以降も含む)」

（47.3％）、「第三子以降」 では 「第一子出産後１年以上(第２子以降も含む)」

（15.6％）が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期（２区分）別にみると、「第一子」 では 「第一子出産後

６カ月未満」（80.3％）、「第二子」 では 「第一子出産後６カ月以上」（38.8％）、「第

三子以降」 では 「第一子出産後６カ月以上」（10.9％）が 「全体」 より有意に高

い。 

●拠点を利用する子ども（２区分）別にみると、「第一子」 では 「第一子のみ」

（100.0％）、「第二子」 では 「第二子以降」（84.1％）、「第三子以降」 では 「第

二子以降」（22.4％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度別にみると、「第一子」 では 「毎週１回以上」（79.7％）、「第

二子」 では 「月に２～３回程度」（38.1％）、「第三子以降」 では 「数か月に１回

程度」（19.6％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「第一子」 では 「毎週１回以上」

（79.7％）、「第二子」 では 「それ以外」（38.4％）、「第三子以降」 では 「それ以

外」（11.8％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労状況別にみると、「第一子」 では 「正職員・正社員」（78.3％）、「第二子」 で

は 「自営業」（50.0％）、「第三子以降」 では 「パート・アルバイト等（育休中を

含む）」（16.2％）が 「全体」 より有意に高い。 

●自身が育った市区町村での子育て別にみると、「第一子」 では 「いいえ」（77.3％）

が 「全体」 より有意に高い。 
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7.子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問７］あなたが拠点を利用する頻度を 

お選びください。  

●「全体」 の上位３項目を子どもからみた続柄別にみると、「毎週１回以上」 では 「母

親」（61.3％）、「月に１回程度」 では 「父親」（14.3％）が 「全体」 より有意に

高い。 

●子どもの人数別にみると、「毎週１回以上」 では 「1人」（64.0％）、「月に２～３回

程度」 では 「2人」（30.3％）が 「全体」 より有意に高い。 

●年齢別にみると、「毎週１回以上」 では 「25 歳～29 歳」（67.9％）、「月に１回程度」 

では 「35 歳～39 歳」（9.6％）が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期別にみると、「毎週１回以上」 では 「第一子出産後２か

月未満」（72.9％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する子ども（２区分）別にみると、「毎週１回以上」 では 「第一子のみ」

（63.7％）、「月に２～３回程度」 では 「第二子以降」（30.5％）が 「全体」 より

有意に高い。 

●就労の有無別にみると、「毎週１回以上」 では 「就労していない」（65.7％） ・ 「育

児休業中である」（64.7％）、「月に１回程度」 では 「就労している」（18.0％）が 

「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無（２区分）別にみると、「毎週１回以上」 では 「育児休業中と未就労」

（65.1％）、「月に１回程度」 では 「就労している」（18.0％）が 「全体」 より有

意に高い。 

●就労状況別にみると、「月に１回程度」 では 「パート・アルバイト等（育休中を含

む）」（13.5％）が 「全体」 より有意に高い。 
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8.子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問８］あなたと同居している人を教えてください。

（複数回答可） 

●「全体」 の上位３項目を子どもの人数別にみると、「子ども」 では 「3 人以上」

（95.0％） ・ 「2 人」（93.4％）が 「全体」 より有意に高い。 

●年齢別にみると、「子ども」 では 「35 歳～39 歳」（87.1％）が 「全体」 より有意

に高い。 

●初めて拠点を利用した時期別にみると、「配偶者・パートナー」 では 「第一子出産

後２か月～６か月未満」（98.8％）、「子ども」 では 「第一子出産後１年以上(第２

子以降も含む)」（86.9％）、「実母」 では 「第一子出産後１年以上(第２子以降も含

む)」（4.8％）が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期（２区分）別にみると、「配偶者・パートナー」 では 「第

一子出産後６カ月未満」（98.7％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する子ども（２区分）別にみると、「子ども」 では 「第二子以降」（93.9％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無別にみると、「子ども」 では 「就労している」（88.5％）、「実母」 では 

「就労している」（4.7％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無（２区分）別にみると、「配偶者・パートナー」 では 「育児休業中と未

就労」（98.2％）、「子ども」 では 「就労している」（88.5％）、「実母」 では 「就労

している」（4.7％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労状況別にみると、「子ども」 では 「自営業」（94.6％）、「実母」 では 「自営

業」（10.7％）が 「全体」 より有意に高い。 

●自身が育った市区町村での子育て別にみると、「配偶者・パートナー」 では 「いい

え」（99.0％）、「実母」 では 「はい」（8.5％）が 「全体」 より有意に高い。 
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9.子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問９］あなたは現在就労していますか。 

●「全体」 の上位３項目を子どもからみた続柄別にみると、「育児休業中である」 

では 「母親」（47.6％）、「就労していない」 では 「母親」（38.7％）、「就労して

いる」 では 「父親」（70.8％）が 「全体」 より有意に高い。 

●子どもの人数別にみると、「育児休業中である」 では 「1 人」（47.9％）が 「全

体」 より有意に高い。 

●年齢別にみると、「育児休業中である」 では 「25 歳～29 歳」（55.5％） ・ 「30

歳～34 歳」（51.2％）、「就労していない」 では 「40 歳以上」（47.9％）、「就労し

ている」 では 「40 歳以上」（25.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期別にみると、「育児休業中である」 では 「第一子出産

後２か月～６か月未満」（53.3％）、「就労していない」 では 「第一子出産後１年

以上(第２子以降も含む)」（44.0％） ・ 「第一子出産後６ケ月～１年未満」

（40.7％）、「就労している」 では 「第一子出産後１年以上(第２子以降も含む)」

（24.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期（２区分）別にみると、「育児休業中である」 では 「第

一子出産後６カ月未満」（52.4％）、「就労していない」 では 「第一子出産後６カ

月以上」（42.2％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する子ども（２区分）別にみると、「育児休業中である」 では 「第一

子のみ」（47.6％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度別にみると、「育児休業中である」 では 「毎週１回以上」

（49.5％）、「就労していない」 では 「毎週１回以上」（40.0％）、「就労している」 

では 「数か月に１回程度」（60.8％） ・ 「月に１回程度」（43.1％）が 「全体」 

より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「育児休業中である」 では 「毎週１

回以上」（49.5％）、「就労していない」 では 「毎週１回以上」（40.0％）、「就労し

ている」 では 「それ以外」（29.3％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労状況別にみると、「育児休業中である」 では 「正職員・正社員」（82.0％）、

「就労している」 では 「自営業」（91.1％） ・ 「パート・アルバイト等（育休

中を含む）」（61.3％） ・ 「その他」（42.9％）が 「全体」 より有意に高い。 

●自身が育った市区町村での子育て別にみると、「育児休業中である」 では 「はい」

（55.3％）、「就労していない」 では 「いいえ」（40.2％）が 「全体」 より有意

に高い。 
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10.子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問１０］問９で１または２を選択された方に 

お伺いします。あなたの就労状況について教えてください。 

●「全体」 の上位３項目を子どもからみた続柄別にみると、「正職員・正社員」 では 

「父親」（89.3％）、「パート・アルバイト等（育休中を含む）」 では 「母親」（18.0％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●子どもの人数別にみると、「正職員・正社員」 では 「1人」（81.4％）、「パート・ア

ルバイト等（育休中を含む）」 では 「3人以上」（27.3％）、「自営業」 では 「2人」

（6.5％）が 「全体」 より有意に高い。 

●年齢別にみると、「正職員・正社員」 では 「30 歳～34歳」（82.3％）、「パート・ア

ルバイト等（育休中を含む）」 では 「25 歳未満」（35.0％） ・ 「40 歳以上」（23.4％）、

「自営業」 では 「40 歳以上」（8.8％）が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期別にみると、「正職員・正社員」 では 「第一子出産後２

か月～６か月未満」（81.8％）、「パート・アルバイト等（育休中を含む）」 では 「第

一子出産後１年以上(第２子以降も含む)」（24.7％）、「自営業」 では 「第一子出産

後１年以上(第２子以降も含む)」（7.4％）が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期（２区分）別にみると、「正職員・正社員」 では 「第一

子出産後６カ月未満」（81.9％）、「パート・アルバイト等（育休中を含む）」 では 「第

一子出産後６カ月以上」（18.7％）、「自営業」 では 「第一子出産後６カ月以上」

（6.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する子ども（２区分）別にみると、「正職員・正社員」 では 「第一子の

み」（81.3％）、「パート・アルバイト等（育休中を含む）」 では 「第二子以降」

（19.2％）、「自営業」 では 「第二子以降」（5.7％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度別にみると、「正職員・正社員」 では 「毎週１回以上」

（81.3％）、「パート・アルバイト等（育休中を含む）」 では 「数か月に１回程度」

（28.9％） ・ 「月に１回程度」（24.2％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「正職員・正社員」 では 「毎週１回以

上」（81.3％）、「パート・アルバイト等（育休中を含む）」 では 「それ以外」（20.5％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無（２区分）別にみると、「正職員・正社員」 では 「育児休業中と未就労」

（89.6％）、「パート・アルバイト等（育休中を含む）」 では 「就労している」

（35.4％）、「自営業」 では 「就労している」（13.3％）が 「全体」 より有意に高

い。 

●自身が育った市区町村での子育て別にみると、「正職員・正社員」 では 「はい」

（82.0％）、「自営業」 では 「いいえ」（5.0％）が 「全体」 より有意に高い。 
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                     その１ 

11.子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問 11］あなたは、ご自身が育った市区町村で、 

現在子育てをしていますか？ 

●「全体」 の上位３項目を就労の有無別にみると、「いいえ」 では 「就労していない」

（75.6％）、「はい」 では 「育児休業中である」（36.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労状況別にみると、「はい」 では 「正職員・正社員」（35.6％）が 「全体」 より有意

に高い。 
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12.子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問１２］拠点を利用する前のあなたの状態につい

てあてはまるものをお選びください。（複数回答可） 

●「全体」 の上位３項目を子どもからみた続柄別にみると、「家族以外の人と交流す

る機会があまりなかった 」 では 「母親」（60.2％）、「子育てをしている親と知り

合いたかった 」 では 「母親」（51.6％）、「子育ての悩みや不安を話せる人がほし

かった 」 では 「母親」（47.4％）が 「全体」 より有意に高い。 

●子どもの人数別にみると、「子育ての悩みや不安を話せる人がほしかった 」 では 

「1人」（48.7％）が 「全体」 より有意に高い。 

●年齢別にみると、「子育ての悩みや不安を話せる人がほしかった 」 では 「40 歳

以上」（53.4％）が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期別にみると、「家族以外の人と交流する機会があまりな

かった 」 では 「第一子出産後６ケ月～１年未満」（62.5％）、「子育てをしている親

と知り合いたかった 」 では 「第一子妊娠中」（63.5％） ・ 「第一子出産後２か月

～６か月未満」（53.4％）、「子育ての悩みや不安を話せる人がほしかった 」 では 「第

一子妊娠中」（60.3％） ・ 「第一子出産後２か月～６か月未満」（51.3％）が 「全

体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期（２区分）別にみると、「子育てをしている親と知り合

いたかった 」 では 「第一子出産後６カ月未満」（54.6％）、「子育ての悩みや不安を

話せる人がほしかった 」 では 「第一子出産後６カ月未満」（51.9％）が 「全体」 

より有意に高い。 

●拠点を利用する子ども（２区分）別にみると、「子育ての悩みや不安を話せる人が

ほしかった 」 では 「第一子のみ」（48.2％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度別にみると、「家族以外の人と交流する機会があまりなかっ

た 」 では 「毎週１回以上」（61.5％）、「子育ての悩みや不安を話せる人がほしかっ

た 」 では 「毎週１回以上」（51.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「家族以外の人と交流する機会があま

りなかった 」 では 「毎週１回以上」（61.5％）、「子育ての悩みや不安を話せる人が

ほしかった 」 では 「毎週１回以上」（51.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無別にみると、「家族以外の人と交流する機会があまりなかった 」 では 

「就労していない」（61.9％）、「子育てをしている親と知り合いたかった 」 では 「就

労していない」（53.1％）、「子育ての悩みや不安を話せる人がほしかった 」 では 「就

労していない」（49.1％）が 「全体」 より有意に高い。 
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●就労の有無（２区分）別にみると、「家族以外の人と交流する機会があまりなかった 」 

では 「育児休業中と未就労」（60.1％）、「子育てをしている親と知り合いたかった 」 で

は 「育児休業中と未就労」（52.2％）、「子育ての悩みや不安を話せる人がほしかった 」 で

は 「育児休業中と未就労」（47.3％）が 「全体」 より有意に高い。 

●自身が育った市区町村での子育て別にみると、「家族以外の人と交流する機会があまり

なかった 」 では 「いいえ」（62.9％）、「子育ての悩みや不安を話せる人がほしかった 」 

では 「いいえ」（47.3％）が 「全体」 より有意に高い。 
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13.子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問１３］あなたが拠点の職員に求めることを 

教えてください。（複数回答可） 

●「全体」 の上位３項目を子どもからみた続柄別にみると、「日常的な会話を一緒に

なって楽しむ」 では 「母親」（79.4％）が 「全体」 より有意に高い。 

●子どもの人数別にみると、「子どもに様々な遊びを提供する」 では 「1人」（62.8％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期別にみると、「子どもに様々な遊びを提供する」 では 

「第一子出産後６ケ月～１年未満」（64.8％）が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期（２区分）別にみると、「子どもに様々な遊びを提供す

る」 では 「第一子出産後６カ月以上」（63.2％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度別にみると、「日常的な会話を一緒になって楽しむ」 では 「毎

週１回以上」（81.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「日常的な会話を一緒になって楽しむ」 

では 「毎週１回以上」（81.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無別にみると、「日常的な会話を一緒になって楽しむ」 では 「育児休業

中である」（80.9％）、「子どもが安全に過ごせるように配慮する」 では 「育児休

業中である」（61.3％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無（２区分）別にみると、「日常的な会話を一緒になって楽しむ」 では 

「育児休業中と未就労」（79.2％）、「子どもが安全に過ごせるように配慮する」 で

は 「育児休業中と未就労」（59.7％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労状況別にみると、「子どもが安全に過ごせるように配慮する」 では 「正職員・

正社員」（60.8％）が 「全体」 より有意に高い。 

●自身が育った市区町村での子育て別にみると、「日常的な会話を一緒になって楽し

む」 では 「いいえ」（80.5％）、「子どもに様々な遊びを提供する」 では 「いい

え」（62.6％）が 「全体」 より有意に高い。 
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14. 子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問１４－１］はじめて拠点を利用するときに以

下の項目について不安や心配を感じましたか。拠点でどのような活動が行われているか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「全体」 の上位３項目を子どもの人数別にみると、「どちらとも言えない」 では 「1

人」（13.6％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する子ども（２区分）別にみると、「どちらとも言えない」 では 「第一子の

み」（13.6％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労状況別にみると、「不安は感じなかった」 では 「自営業」（76.8％）が 「全体」 よ

り有意に高い。 

●自身が育った市区町村での子育て別にみると、「不安は感じなかった」 では 「はい」

（62.1％）が 「全体」 より有意に高い。 
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15. 子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問１４－２］拠点の職員に自分や子どもが 

受け入れてもらえるか 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「全体」 の上位３項目を年齢別にみると、「どちらとも言えない」 では 「40 歳以上」

（13.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期別にみると、「不安を感じた」 では 「第一子出産後２か月

～６か月未満」（24.9％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度別にみると、「不安を感じた」 では 「毎週１回以上」（25.0％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「不安は感じなかった」 では 「それ以外」

（68.8％）、「不安を感じた」 では 「毎週１回以上」（25.0％）が 「全体」 より有意

に高い。 

●就労の有無（２区分）別にみると、「不安を感じた」 では 「育児休業中と未就労」

（23.6％）が 「全体」 より有意に高い。 

●自身が育った市区町村での子育て別にみると、「不安を感じた」 では 「いいえ」

（24.0％）が 「全体」 より有意に高い。 
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16. 子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問１４－３] 他の利用者に自分や子どもが 

受け入れてもらえるか  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「全体」 の上位３項目を子どもからみた続柄別にみると、「不安は感じなかった」 

では 「父親」（56.5％）、「不安を感じた」 では 「母親」（38.0％）が 「全体」 よ

り有意に高い。 

●年齢別にみると、「どちらとも言えない」 では 「40 歳以上」（18.0％）が 「全体」 

より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度別にみると、「不安を感じた」 では 「毎週１回以上」（40.0％）、

「どちらとも言えない」 では 「月に２～３回程度」（14.6％）が 「全体」 より有

意に高い。 

●拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「不安を感じた」 では 「毎週１回以

上」（40.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無別にみると、「どちらとも言えない」 では 「就労している」（15.6％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無（２区分）別にみると、「不安を感じた」 では 「育児休業中と未就労」

（38.4％）、「どちらとも言えない」 では 「就労している」（15.6％）が 「全体」 

より有意に高い。 

●就労状況別にみると、「不安は感じなかった」 では 「正職員・正社員」（50.5％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●自身が育った市区町村での子育て別にみると、「不安は感じなかった」 では 「は

い」（52.0％）、「不安を感じた」 では 「いいえ」（38.8％）が 「全体」 より有意

に高い。 
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17. 子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問１４－４］子育ての仲間をうまくつくれるか 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「全体」 の上位３項目を子どもからみた続柄別にみると、「不安を感じた」 では 

「母親」（49.5％）、「不安は感じなかった」 では 「父親」（47.8％）、「どちらとも

言えない」 では 「父親」（23.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●子どもの人数別にみると、「不安を感じた」 では 「1 人」（50.0％）が 「全体」 

より有意に高い。 

●年齢別にみると、「不安は感じなかった」 では 「25 歳未満」（48.6％）、「どちら

とも言えない」 では 「40 歳以上」（21.3％）が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期別にみると、「不安を感じた」 では 「第一子出産後２

か月～６か月未満」（50.7％）、「不安は感じなかった」 では 「第一子出産後２か

月未満」（45.9％）が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期（２区分）別にみると、「不安を感じた」 では 「第一

子出産後６カ月未満」（50.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する子ども（２区分）別にみると、「不安を感じた」 では 「第一子の

み」（49.9％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度別にみると、「不安を感じた」 では 「毎週１回以上」（50.0％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「不安を感じた」 では 「毎週１回以

上」（50.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無別にみると、「不安を感じた」 では 「就労していない」（51.7％）、「不

安は感じなかった」 では 「就労している」（37.8％）、「どちらとも言えない」 で

は 「就労している」（22.9％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無（２区分）別にみると、「不安を感じた」 では 「育児休業中と未就労」

（50.6％）、「不安は感じなかった」 では 「就労している」（37.8％）、「どちらと

も言えない」 では 「就労している」（22.9％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労状況別にみると、「不安は感じなかった」 では 「自営業」（46.4％）が 「全

体」 より有意に高い。 

●自身が育った市区町村での子育て別にみると、「不安を感じた」 では 「いいえ」

（49.7％）、「不安は感じなかった」 では 「はい」（36.7％）が 「全体」 より有

意に高い。 
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18. 子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問１４－５］拠点の職員から、子どもの成長や

発達について指摘を受けるかどうか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「全体」 の上位３項目を年齢別にみると、「不安は感じなかった」 では 「30 歳～34

歳」（79.5％）、「どちらとも言えない」 では 「40 歳以上」（15.2％）が 「全体」 より

有意に高い。 

●就労の有無別にみると、「不安は感じなかった」 では 「育児休業中である」（79.9％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●就労状況別にみると、「不安は感じなかった」 では 「自営業」（87.5％） ・ 「正職員・

正社員」（79.5％）が 「全体」 より有意に高い。 

●自身が育った市区町村での子育て別にみると、「不安は感じなかった」 では 「いいえ」

（78.0％）が 「全体」 より有意に高い。 
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19. 子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問１４－６］拠点の職員が、プライバシーに 

ついて十分に配慮してくれるかどうか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「全体」 の上位３項目を初めて拠点を利用した時期別にみると、「どちらとも言えない」 

では 「第一子出産後６ケ月～１年未満」（11.3％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労状況別にみると、「不安を感じた」 では 「パート・アルバイト等（育休中を含む）」

（10.4％）が 「全体」 より有意に高い。 

●自身が育った市区町村での子育て別にみると、「不安は感じなかった」 では 「いいえ」

（83.3％）が 「全体」 より有意に高い。 
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20. 子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問１５］拠点を利用するようになってから、あ

なたやあなたの子どもについて得られたことや変化したことはありますか。あてはまるものを

お選びください。（複数回答可） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「全体」 の上位３項目を子どもからみた続柄別にみると、「子育てをしている親と

知り合えた 」 では 「母親」（75.8％）、「地域の子育て情報を得られるようになっ

た 」 では 「母親」（62.8％）が 「全体」 より有意に高い。 

●子どもの人数別にみると、「子どもが楽しそうにしていることが増えた 」 では 「1

人」（65.5％）、「地域の子育て情報を得られるようになった 」 では 「1人」（64.3％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期別にみると、「子育てをしている親と知り合えた 」 で

は 「第一子妊娠中」（84.1％） ・ 「第一子出産後２か月～６か月未満」（78.4％）、

「子どもが楽しそうにしていることが増えた 」 では 「第一子出産後６ケ月～１

年未満」（68.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期（２区分）別にみると、「子育てをしている親と知り合

えた 」 では 「第一子出産後６カ月未満」（78.9％）、「地域の子育て情報を得られ

るようになった 」 では 「第一子出産後６カ月未満」（65.1％）が 「全体」 より

有意に高い。 

●拠点を利用する頻度別にみると、「子育てをしている親と知り合えた 」 では 「毎

週１回以上」（81.0％）、「子どもが楽しそうにしていることが増えた 」 では 「毎

週１回以上」（70.1％）、「地域の子育て情報を得られるようになった 」 では 「毎

週１回以上」（65.4％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「子育てをしている親と知り合えた 」 

では 「毎週１回以上」（81.0％）、「子どもが楽しそうにしていることが増えた 」 

では 「毎週１回以上」（70.1％）、「地域の子育て情報を得られるようになった 」 

では 「毎週１回以上」（65.4％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無別にみると、「地域の子育て情報を得られるようになった 」 では 「就

労していない」（65.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無（２区分）別にみると、「子育てをしている親と知り合えた 」 では 「育

児休業中と未就労」（76.2％）、「地域の子育て情報を得られるようになった 」 で

は 「育児休業中と未就労」（63.2％）が 「全体」 より有意に高い。 

●自身が育った市区町村での子育て別にみると、「子育てをしている親と知り合え

た 」 では 「いいえ」（76.2％）、「地域の子育て情報を得られるようになった 」 

では 「いいえ」（65.1％）が 「全体」 より有意に高い。 
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21. 子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問１６］あなたが今も拠点を利用する理由は何

ですか。あてはまるものをお選びください。（複数回答可） 

●「全体」 の上位３項目を子どもからみた続柄別にみると、「拠点の職員と話をした

り相談したいから 」 では 「母親」（52.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

●子どもの人数別にみると、「子どもの遊び場として利用したいから 」 では 「1人」

（93.3％）、「子どもの成長や発達のために必要だと思うから 」 では 「1 人」

（67.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期別にみると、「子どもの遊び場として利用したいから 」 

では 「第一子出産後６ケ月～１年未満」（94.6％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する子ども（２区分）別にみると、「子どもの遊び場として利用したい

から 」 では 「第一子のみ」（93.0％）、「子どもの成長や発達のために必要だと思

うから 」 では 「第一子のみ」（66.8％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度別にみると、「子どもの遊び場として利用したいから 」 では 

「毎週１回以上」（93.4％）、「子どもの成長や発達のために必要だと思うから 」 

では 「毎週１回以上」（69.8％）、「拠点の職員と話をしたり相談したいから 」 で

は 「毎週１回以上」（57.7％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「子どもの遊び場として利用したいか

ら 」 では 「毎週１回以上」（93.4％）、「子どもの成長や発達のために必要だと思

うから 」 では 「毎週１回以上」（69.8％）、「拠点の職員と話をしたり相談したい

から 」 では 「毎週１回以上」（57.7％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無別にみると、「子どもの成長や発達のために必要だと思うから 」 では 

「育児休業中である」（65.2％） ・ 「就労していない」（65.0％）、「拠点の職員と

話をしたり相談したいから 」 では 「就労していない」（54.1％）が 「全体」 よ

り有意に高い。 

●就労の有無（２区分）別にみると、「子どもの成長や発達のために必要だと思うか

ら 」 では 「育児休業中と未就労」（65.1％）、「拠点の職員と話をしたり相談した

いから 」 では 「育児休業中と未就労」（52.2％）が 「全体」 より有意に高い。 

●自身が育った市区町村での子育て別にみると、「子どもの遊び場として利用したい

から 」 では 「いいえ」（94.2％）、「拠点の職員と話をしたり相談したいから 」 

では 「いいえ」（54.1％）が 「全体」 より有意に高い。 
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22. 子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問１７］あなたが現在子育てをされている 

地域では、近所で子どもを預かってくれる人（親族や近隣の知り合いなど）はいますか？ 

●「全体」 の上位３項目を子どもの人数別にみると、「いいえ」 では 「1人」（54.4％）、

「はい」 では 「3人以上」（57.3％） ・ 「2人」（51.7％）が 「全体」 より有意

に高い。 

●年齢別にみると、「いいえ」 では 「40 歳以上」（57.0％）、「はい」 では 「25 歳～

29 歳」（53.3％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する子ども（２区分）別にみると、「いいえ」 では 「第一子のみ」

（53.6％）、「はい」 では 「第二子以降」（52.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度別にみると、「いいえ」 では 「毎週１回以上」（52.7％）、「は

い」 では 「月に１回程度」（55.6％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「いいえ」 では 「毎週１回以上」

（52.7％）、「はい」 では 「それ以外」（50.6％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無別にみると、「いいえ」 では 「就労していない」（58.7％）、「はい」 で

は 「育児休業中である」（53.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無（２区分）別にみると、「いいえ」 では 「育児休業中と未就労」（51.3％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●就労状況別にみると、「はい」 では 「正職員・正社員」（54.0％）が 「全体」 よ

り有意に高い。 

●自身が育った市区町村での子育て別にみると、「いいえ」 では 「いいえ」（63.3％）、

「はい」 では 「はい」（76.6％）が 「全体」 より有意に高い。 
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23. 子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問１８］あなたが利用している拠点では、同じ

施設内で、子どもの一時的な預かりを行うサービス（例：一時預かり事業、ファミリー・ 

サポート・センター事業など）が行われていますか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「全体」 の上位３項目を子どもの人数別にみると、「わからない」 では 「1 人」

（16.3％）が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期別にみると、「行われている」 では 「第一子出産後２か

月未満」（76.5％） ・ 「第一子妊娠中」（76.2％）、「わからない」 では 「第一子出

産後６ケ月～１年未満」（17.7％）が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期（２区分）別にみると、「行われている」 では 「第一子

出産後６カ月未満」（68.0％）、「わからない」 では 「第一子出産後６カ月以上」

（16.3％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する子ども（２区分）別にみると、「わからない」 では 「第一子のみ」

（16.5％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度別にみると、「行われていない」 では 「毎週１回以上」

（20.5％）、「わからない」 では 「初めて利用」（28.0％）が 「全体」 より有意に

高い。 

●拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「行われていない」 では 「毎週１回以

上」（20.5％）、「わからない」 では 「それ以外」（16.3％）が 「全体」 より有意に

高い。 
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24. 子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問１９（１）］問１８で「１．行われている」と

回答した方にお伺いします。そのサービス（子どもの一時的な預かり）を利用したことがありま

すか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「全体」 の上位３項目を子どもの人数別にみると、「いいえ」 では 「1人」（62.8％）、

「はい」 では 「2人」（46.6％）が 「全体」 より有意に高い。 

●年齢別にみると、「いいえ」 では 「25 歳未満」（79.2％） ・ 「25 歳～29 歳」（70.0％）、

「はい」 では 「40 歳以上」（53.6％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する子ども（２区分）別にみると、「いいえ」 では 「第一子のみ」（62.6％）、

「はい」 では 「第二子以降」（46.2％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度別にみると、「いいえ」 では 「初めて利用」（91.7％）が 「全

体」 より有意に高い。 

●就労の有無別にみると、「いいえ」 では 「育児休業中である」（65.5％）、「はい」 で

は 「就労している」（50.2％） ・ 「就労していない」（44.8％）が 「全体」 より

有意に高い。 

●就労の有無（２区分）別にみると、「いいえ」 では 「育児休業中と未就労」（60.9％）、

「はい」 では 「就労している」（50.2％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労状況別にみると、「いいえ」 では 「正職員・正社員」（63.7％）、「はい」 では 

「自営業」（72.2％）が 「全体」 より有意に高い。 
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25. 子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問１９（２）（１）で「はい」と回答された方に

お伺いします。そのサービスを利用するようになった理由やきっかけをお選びください。 

（複数回答可） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「全体」 の上位３項目を子どもからみた続柄別にみると、「拠点と同じ施設であり、

子どもが多少なりとも場や人に慣れているから 」 では 「母親」（43.8％）、「拠点で

実施されていることにより、利用手続きなどがしやすかったから 」 では 「母親」

（37.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度別にみると、「拠点と同じ施設であり、子どもが多少なりとも場や

人に慣れているから 」 では 「毎週１回以上」（47.1％）が 「全体」 より有意に高

い。 

●拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「拠点と同じ施設であり、子どもが多少な

りとも場や人に慣れているから 」 では 「毎週１回以上」（47.1％）が 「全体」 よ

り有意に高い。 

●就労の有無（２区分）別にみると、「拠点と同じ施設であり、子どもが多少なりとも場

や人に慣れているから 」 では 「育児休業中と未就労」（44.9％）が 「全体」 より

有意に高い。 
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26.子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問２０（１）］問１８で子どもの一時的な預かりを

行うサービスが「２．行われていない」と回答した方にお伺いします。もし、拠点と同じ施設で

子どもの一時的な預かりが行われていれば、利用したいと思いますか。 

 
 
 

●「全体」 の上位３項目を拠点を利用する頻度別にみると、「いいえ」 では 「月に１回程

度」（23.1％）が 「全体」 より有意に高い。 
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27. 子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問２０

（２）］上記の（１）で「はい」と回答された方にお伺いします。その理由をお選びください。

（複数回答可） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「全体」 の上位３項目を拠点を利用する頻度別にみると、「拠点と同じ施設で実施されて

いることにより、安心感があるから 」 では 「毎週１回以上」（92.7％）、「拠点と同じ施設

であり、子どもが多少なりとも場や人に慣れているから 」 では 「毎週１回以上」（77.8％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「拠点と同じ施設で実施されていることにより、

安心感があるから 」 では 「毎週１回以上」（92.7％）、「拠点と同じ施設であり、子どもが

多少なりとも場や人に慣れているから 」 では 「毎週１回以上」（77.8％）が 「全体」 よ

り有意に高い。 
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28.子どもの人数・年齢・利用時期など ｘ［問２１］あなたは、拠点にどのような支援があれ

ば、より利用しやすくなると思いますか。あてはまるものをお選びください。（複数回答可） 

 
その１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●「全体」 の上位３項目を子どもからみた続柄別にみると、「子どもの通園先（保育

所、幼稚園、認定こども園など）を選ぶ際の情報提供 」 では 「母親」（47.3％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●子どもの人数別にみると、「子どもが３歳以上になっても活発に遊べるような遊具

やスペースの工夫 」 では 「2人」（67.0％） ・ 「3人以上」（61.3％）、「子ども

の通園先（保育所、幼稚園、認定こども園など）を選ぶ際の情報提供 」 では 「1

人」（53.3％）が 「全体」 より有意に高い。 

●年齢別にみると、「子どもが３歳以上になっても活発に遊べるような遊具やスペー

スの工夫 」 では 「35 歳～39 歳」（61.2％） ・ 「40 歳以上」（59.5％）が 「全

体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期別にみると、「子どもが３歳以上になっても活発に遊べ

るような遊具やスペースの工夫 」 では 「第一子出産後１年以上(第２子以降も

含む)」（61.2％）、「共働き家庭が利用しやすいような開所日や利用時間の延長 」 

では 「第一子出産後２か月未満」（51.8％） ・ 「第一子出産後２か月～６か月未

満」（43.3％）が 「全体」 より有意に高い。 

●初めて拠点を利用した時期（２区分）別にみると、「子どもが３歳以上になっても

活発に遊べるような遊具やスペースの工夫 」 では 「第一子出産後６カ月以上」

（56.4％）、「共働き家庭が利用しやすいような開所日や利用時間の延長 」 では 

「第一子出産後６カ月未満」（44.4％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する子ども（２区分）別にみると、「子どもが３歳以上になっても活発

に遊べるような遊具やスペースの工夫 」 では 「第二子以降」（66.3％）、「子ども

の通園先（保育所、幼稚園、認定こども園など）を選ぶ際の情報提供 」 では 「第

一子のみ」（53.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

●拠点を利用する頻度別にみると、「子どもの通園先（保育所、幼稚園、認定こども

園など）を選ぶ際の情報提供 」 では 「毎週１回以上」（50.2％）が 「全体」 よ

り有意に高い。 

●拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「子どもの通園先（保育所、幼稚園、

認定こども園など）を選ぶ際の情報提供 」 では 「毎週１回以上」（50.2％）が 

「全体」 より有意に高い。 
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その２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●就労の有無別にみると、「子どもが３歳以上になっても活発に遊べるような遊具や

スペースの工夫 」 では 「就労している」（58.9％） ・ 「就労していない」（58.2％）、

「子どもの通園先（保育所、幼稚園、認定こども園など）を選ぶ際の情報提供 」 で

は 「育児休業中である」（49.5％）、「共働き家庭が利用しやすいような開所日や利

用時間の延長 」 では 「育児休業中である」（49.8％） ・ 「就労している」（44.8％）

が 「全体」 より有意に高い。 

●就労の有無（２区分）別にみると、「子どもが３歳以上になっても活発に遊べるよう

な遊具やスペースの工夫 」 では 「就労している」（58.9％）、「子どもの通園先（保

育所、幼稚園、認定こども園など）を選ぶ際の情報提供 」 では 「育児休業中と未

就労」（48.9％）、「共働き家庭が利用しやすいような開所日や利用時間の延長 」 で

は 「就労している」（44.8％）が 「全体」 より有意に高い。 

●就労状況別にみると、「子どもが３歳以上になっても活発に遊べるような遊具やス

ペースの工夫 」 では 「自営業」（67.9％）、「共働き家庭が利用しやすいような開

所日や利用時間の延長 」 では 「正職員・正社員」（50.5％）が 「全体」 より有

意に高い。 

●自身が育った市区町村での子育て別にみると、「子どもの通園先（保育所、幼稚園、

認定こども園など）を選ぶ際の情報提供 」 では 「いいえ」（48.3％）が 「全体」 

より有意に高い。 
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29.［問１］子どもから見た続柄 ｘ ［問７］拠点を利用する頻度 

 
  

（％）
毎
週
１
回
以
上

月
に
２
～

３
回
程
度

月
に
１
回
程
度

数
か
月
に
１
回
程
度

初
め
て
利
用

無
回
答

平
均

全体 （N=2,125) 59.6 27.2 7.5 4.6 1.2 0.0 39.02
母親 （n=1,964) ** 61.3 26.7 // 7.0 // 4.0 1.1 0.0 39.65
父親 （n=161) // 38.5 32.9 ** 14.3 ** 11.8 2.5 0.0 31.32

注１：全体及び各表側の最も割合が高い項目を赤太字で表記
注２：有意差の凡例

* ５％水準で有意に高い ** １％水準で有意に高い
/ ５％水準で有意に低い // １％水準で有意に低い

注３：30サンプル未満の属性は参考値

子どもか
らみた続

毎週１回以上

59.6

** 61.3

// 38.5

月に２～３回程度

27.2

26.7

32.9

月に１回程度

7.5

// 7.0

** 14.3

数か月に１回程度

4.6

// 4.0

** 11.8

初めて利用

1.2

1.1

2.5

全体（N=2,125）

母親（n=1,964）

父親（n=161）

子
ど

も
か

ら
み

た
続

柄

注：５％水準で有意に高いデータラベルを黒太枠で表記

● 最も多いのは 「毎週１回以上」（59.6％）である。次いで 「平均」（39.0％）、「月に２

～３回程度」（27.2％）の順である。 

●子どもからみた続柄別にみると、母親、父親ともに「毎週１回以上」が最も多くなってい

る。また、全体結果と比較すると、母親における「毎週１回以上」、父親における「月に

１回程度」、「数か月に１回程度」が有意に高い。平均は母親が 39.65 回／年、父親 31.32

回／年である。 
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30.［問１］子どもから見た続柄 ｘ ［問１２］拠点を利用する前の状態  

【概要】 

●最も多いのは 「家族以外の人と交流する機会があまりなかった 」（59.1％）である。次

いで 「子育てをしている親と知り合いたかった 」（50.2％）、「子育ての悩みや不安を話

せる人がほしかった 」（45.7％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を子どもからみた続柄別にみると、「家族以外の人と交流する機

会があまりなかった 」 では 「母親」（60.2％）、「子育てをしている親と知り合いたか

った 」 では 「母親」（51.6％）、「子育ての悩みや不安を話せる人がほしかった 」 で

は 「母親」（47.4％）が 「全体」 より有意に高い。 

3 1 5 4 8 7 6 2 9 10
合計 家族以外

の人と交
流する機
会があま
りなかっ
た

子育てを
している
親と知り
合いた
かった

子育ての
悩みや不
安を話せ
る人がほ
しかった

大人と日
常的な会
話をした
かった

今日どう
過ごそう
かと思う
と気が重
かった

地域の子
育て情報
を得る方
法がわか
らなかっ
た

親子で一
緒に出か
けられる
友達がほ
しかった

子育て
で、つら
いと感じ
ることが
あった

子育てに
関する講
座等の情
報を得る
機会がな
かった

子育ての
ことばか
り考えて
いた

無回答

全体(N=2125) 2125 59.1 50.2 45.7 44.7 33.8 29.4 25.1 21.1 17.9 15.7 1.9
母親(n=1964) 1964 ** 60.2 ** 51.6 ** 47.4 ** 46.9 * 34.5 29.1 ** 25.9 ** 21.8 17.8 ** 16.4 1.9
父親(n=161) 161 // 45.3 // 32.3 // 26.1 // 18.0 / 25.5 32.9 // 15.5 // 13.0 19.3 // 7.5 1.9

Q12.拠点を利用する前の状態

子どもか
らみた続

家族以外の
人と交流す
る機会があま
りなかった

子育てをして
いる親と知り
合いたかった

子育ての悩
みや不安を
話せる人が
ほしかった

大人と日常
的な会話を
したかった

今日どう過ご
そうかと思うと
気が重かった

地域の子育
て情報を得
る方法がわ
からなかった

親子で一緒
に出かけられ
る友達がほし
かった

子育てで、つ
らいと感じる
ことがあった

子育てに関
する講座等
の情報を得
る機会がな
かった

子育てのこと
ばかり考えて

いた

全体(N=2125) 59.1 50.2 45.7 44.7 33.8 29.4 25.1 21.1 17.9 15.7

母親(n=1964) ** 60.2 ** 51.6 ** 47.4 ** 46.9 * 34.5 29.1 ** 25.9 ** 21.8 17.8 ** 16.4

父親(n=161) // 45.3 // 32.3 // 26.1 // 18.0 / 25.5 32.9 // 15.5 // 13.0 19.3 // 7.5

59.1 50.2 45.7 44.7 33.8 29.4 25.1 21.1 17.9 15.7
0

20

40

60

％

全体(N=2125) 母親(n=1964) 父親(n=161)
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31.［問１］子どもから見た続柄 ｘ ［問１３］拠点の職員に求めること  

【概要】 

●最も多いのは 「日常的な会話を一緒になって楽しむ」（77.7％）である。次いで 「子ど

もに様々な遊びを提供する」（61.0％）、「子どもが安全に過ごせるように配慮する」

（58.5％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を子どもからみた続柄別にみると、「日常的な会話を一緒になっ

て楽しむ」 では 「母親」（79.4％）が 「全体」 より有意に高い。 

1 2 3

3 6 7 2 1 4 5 8 9
合計 日常的な

会話を一
緒になっ
て楽しむ

子どもに
様々な遊
びを提供
する

子どもが
安全に過
ごせるよ
うに配慮
する

自分の悩
みについ
て話をよ
く聞いて
くれる

具体的な
情報や助
言などを
与えてく
れる

親同士の
仲間づく
りを助け
る

子どもの
友だちづ
くりを助
ける

地域の子
育て支援
ボラン
ティアの
育成・交
流をはか
る

子育てに
関する地
域の住民
の理解を
高める

無回答

全体(N=2125) 2125 77.7 61.0 58.5 52.0 45.5 28.1 24.2 11.2 9.8 1.9
母親(n=1964) 1964 ** 79.4 61.0 58.7 ** 53.9 45.7 28.5 23.8 10.9 // 9.3 1.9
父親(n=161) 161 // 56.5 60.2 56.5 // 28.6 42.9 23.6 29.8 14.9 ** 16.1 1.9

Q13.拠点の職員に求めること

子どもか
らみた続

日常的な会
話を一緒に
なって楽しむ

子どもに
様々な遊び
を提供する

子どもが安
全に過ごせ
るように配慮

する

自分の悩み
について話を
よく聞いてく
れる

具体的な情
報や助言な
どを与えてく
れる

親同士の仲
間づくりを助
ける

子どもの友だ
ちづくりを助
ける

地域の子育
て支援ボラン
ティアの育
成・交流をは

かる

子育てに関
する地域の
住民の理解
を高める

全体(N=2125) 77.7 61.0 58.5 52.0 45.5 28.1 24.2 11.2 9.8

母親(n=1964) ** 79.4 61.0 58.7 ** 53.9 45.7 28.5 23.8 10.9 // 9.3

父親(n=161) // 56.5 60.2 56.5 // 28.6 42.9 23.6 29.8 14.9 ** 16.1

77.7 61.0 58.5 52.0 45.5 28.1 24.2 11.2 9.8
0

20

40

60

80

％

全体(N=2125) 母親(n=1964) 父親(n=161)
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32.［問１］子どもから見た続柄 ｘ ［問１５］利用するようになってからの変化  

【概要】 

●最も多いのは 「子育てをしている親と知り合えた 」（74.3％）である。次いで 「子ど

もが楽しそうにしていることが増えた 」（63.7％）、「地域の子育て情報を得られるよう

になった 」（62.1％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を子どもからみた続柄別にみると、「子育てをしている親と知り

合えた 」 では 「母親」（75.8％）、「地域の子育て情報を得られるようになった 」 で

は 「母親」（62.8％）が 「全体」 より有意に高い。 

1 3 2

1 7 5 2 4 9 3 8 6 10
合計 子育てを

している
親と知り
合えた

子どもが
楽しそう
にしてい
ることが
増えた

地域の子
育て情報
を得られ
るように
なった

配偶者・
パート
ナーに、
拠点での
話をする
ように
なった

子育ての
悩みや不
安を話せ
る人がで
きた

大人と日
常的な会
話をする
機会が増
えた

子育てで
つらいの
は自分だ
けでない
と思える
ように
なった

他の親子
に声をか
けるよう
になった

子どもの
友だちが
増えた

地域の行
事やイベ
ントに参
加するよ
うになっ
た

無回答

全体(N=2125) 2125 74.3 63.7 62.1 62.0 58.7 51.5 41.4 40.3 39.7 37.9 1.9
母親(n=1964) 1964 ** 75.8 63.4 * 62.8 62.3 ** 60.7 ** 53.8 ** 42.5 ** 41.3 ** 40.6 38.2 1.9
父親(n=161) 161 // 56.5 67.1 / 54.0 58.4 // 34.2 // 23.0 // 28.6 // 27.3 // 29.2 34.2 1.9

Q15.利用するようになってからの変化

子どもか
らみた続

子育てをして
いる親と知り
合えた

子どもが楽し
そうにしてい
ることが増え

た

地域の子育
て情報を得ら
れるように
なった

配偶者・パー
トナーに、拠
点での話をす
るようになった

子育ての悩
みや不安を
話せる人がで

きた

大人と日常
的な会話を
する機会が
増えた

子育てでつら
いのは自分
だけでないと
思えるように
なった

他の親子に
声をかけるよ
うになった

子どもの友だ
ちが増えた

地域の行事
やイベントに
参加するよう
になった

全体(N=2125) 74.3 63.7 62.1 62.0 58.7 51.5 41.4 40.3 39.7 37.9

母親(n=1964) ** 75.8 63.4 * 62.8 62.3 ** 60.7 ** 53.8 ** 42.5 ** 41.3 ** 40.6 38.2

父親(n=161) // 56.5 67.1 / 54.0 58.4 // 34.2 // 23.0 // 28.6 // 27.3 // 29.2 34.2

74.3 63.7 62.1 62.0 58.7 51.5 41.4 40.3 39.7 37.9
0

20

40

60

80

％

全体(N=2125) 母親(n=1964) 父親(n=161)
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33.［問１］子どもから見た続柄 ｘ ［問１６］拠点を利用する理由（複数回答）  

【概要】 

●最も多いのは 「子どもの遊び場として利用したいから 」（91.7％）である。次いで 「子

どもの成長や発達のために必要だと思うから 」（61.6％）、「拠点の職員と話をしたり相

談したいから 」（51.1％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を子どもからみた続柄別にみると、「拠点の職員と話をしたり相談

したいから 」 では 「母親」（52.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

1 2 3

2 3 8 7 1 10 4 5 6 9
合計 子どもの

遊び場と
して利用
したいか
ら

子どもの
成長や発
達のため
に必要だ
と思うか
ら

拠点の職
員と話を
したり相
談したい
から

拠点を利
用する他
の親子と
交流した
いから

子育てに
役立つ情
報や知識
を得たい
から

興味のあ
るイベン
トや講座
に参加し
たいから

子育てに
よる孤立
感を解消
したいか
ら

子育ての
負担を少
しでも軽
くしたい
から

子育てを
していて
安心感を
得たいか
ら

専門家に
育児など
の相談を
したいか
ら

無回答

全体(N=2125) 2125 91.7 61.6 51.1 45.7 41.7 41.5 37.9 37.6 25.8 18.4 1.9
母親(n=1964) 1964 91.7 62.0 ** 52.1 ** 47.2 41.9 ** 42.4 ** 39.2 37.6 26.0 18.5 1.9
父親(n=161) 161 91.3 56.5 // 38.5 // 27.3 40.4 // 30.4 // 22.4 37.3 23.6 16.8 1.9

Q16.拠点を利用する理由

子どもか
らみた続

子どもの遊
び場として
利用したい
から

子どもの成
長や発達
のために必
要だと思う
から

拠点の職
員と話をし
たり相談し
たいから

拠点を利
用する他の
親子と交
流したいか

ら

子育てに
役立つ情
報や知識
を得たいか

ら

興味のある
イベントや
講座に参
加したいか

ら

子育てによ
る孤立感
を解消した
いから

子育ての
負担を少
しでも軽く
したいから

子育てをし
ていて安心
感を得たい
から

専門家に
育児などの
相談をした
いから

全体(N=2125) 91.7 61.6 51.1 45.7 41.7 41.5 37.9 37.6 25.8 18.4

母親(n=1964) 91.7 62.0 ** 52.1 ** 47.2 41.9 ** 42.4 ** 39.2 37.6 26.0 18.5

父親(n=161) 91.3 56.5 // 38.5 // 27.3 40.4 // 30.4 // 22.4 37.3 23.6 16.8

91.7 61.6 51.1 45.7 41.7 41.5 37.9 37.6 25.8 18.4
0

20

40

60

80

100

％

全体(N=2125) 母親(n=1964) 父親(n=161)
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34.［問１］子どもから見た続柄 ｘ ［問２１］より利用しやすくなる拠点の支援 

（複数回答）  

【概要】 

●最も多いのは 「子どもが３歳以上になっても活発に遊べるような遊具やスペースの工

夫 」（53.8％）である。次いで 「子どもの通園先（保育所、幼稚園、認定こども園など）

を選ぶ際の情報提供 」（46.5％）、「共働き家庭が利用しやすいような開所日や利用時間

の延長 」（39.1％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を子どもからみた続柄別にみると、「子どもの通園先（保育所、

幼稚園、認定こども園など）を選ぶ際の情報提供 」 では 「母親」（47.3％）が 「全体」 

より有意に高い。 

5 6 4 7 1 9 10 11 8 2 3
合計 子どもが

３歳以上
になって
も活発に
遊べるよ
うな遊具
やスペー
スの工夫

子どもの
通園先
（保育
所、幼稚
園、認定
こども園
など）を
選ぶ際の
情報提供

共働き家
庭が利用
しやすい
ような開
所日や利
用時間の
延長

子どもの
発育や発
達に関す
る専門的
な相談

妊娠期か
ら利用し
やすい環
境設定や
支援プロ
グラムの
充実

父親が利
用しやす
い利用時
間の設定
や活動内
容の工夫

放課後児
童クラブ
など、小
学生以降
も利用で
きる子育
て支援事
業の併設

身近な場
所で開催
される出
張ひろば
の開催

子育てや
家庭生活
の悩みな
どについ
て、他の
相談機関
の紹介
や、つな
いでくれ
るような
支援

夫婦関係
や家庭生
活などの
悩みに関
する相談

家庭生活
や夫婦の
パート
ナーシッ
プなどを
学ぶ機会

その他 無回答

全体(N=2125) 2125 53.8 46.5 39.1 34.0 27.4 26.3 24.6 21.2 20.1 11.1 9.5 3.7 3.4
母親(n=1964) 1964 53.8 ** 47.3 38.8 34.2 27.6 // 25.4 * 25.1 21.5 20.4 10.7 // 9.0 3.7 3.5
父親(n=161) 161 54.7 // 36.6 42.9 31.7 24.2 ** 37.3 / 18.0 17.4 17.4 14.9 ** 15.5 4.3 2.5

Q21.より利用しやすくなる拠点の支援

子どもか
らみた続

子どもが３
歳以上に
なっても活
発に遊べる
ような遊具
やスペース
の工夫

子どもの通
園先（保
育所、幼
稚園、認
定こども園
など）を選
ぶ際の情
報提供

共働き家
庭が利用
しやすいよ
うな開所日
や利用時
間の延長

子どもの発
育や発達
に関する専
門的な相
談

妊娠期か
ら利用しや
すい環境
設定や支
援プログラ
ムの充実

父親が利
用しやすい
利用時間
の設定や
活動内容
の工夫

放課後児
童クラブな
ど、小学生
以降も利
用できる子
育て支援
事業の併
設

身近な場
所で開催
される出張
ひろばの開

催

子育てや
家庭生活
の悩みなど
について、
他の相談
機関の紹
介や、つな
いでくれる
ような支援

夫婦関係
や家庭生
活などの悩
みに関する
相談

家庭生活
や夫婦の
パートナー
シップなどを
学ぶ機会

その他

全体(N=2125) 53.8 46.5 39.1 34.0 27.4 26.3 24.6 21.2 20.1 11.1 9.5 3.7

母親(n=1964) 53.8 ** 47.3 38.8 34.2 27.6 // 25.4 * 25.1 21.5 20.4 10.7 // 9.0 3.7

父親(n=161) 54.7 // 36.6 42.9 31.7 24.2 ** 37.3 / 18.0 17.4 17.4 14.9 ** 15.5 4.3

53.8 46.5 39.1 34.0 27.4 26.3 24.6 21.2 20.1 11.1 9.5 3.70
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35.［問２］子どもの人数 ｘ ［問１３］拠点の職員に求めること（複数回答）  

【概要】 

●最も多いのは 「日常的な会話を一緒になって楽しむ」（77.7％）である。次いで 「子ど

もに様々な遊びを提供する」（61.0％）、「子どもが安全に過ごせるように配慮する」

（58.5％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を子どもの人数別にみると、「子どもに様々な遊びを提供する」 

では 「１人」（62.8％）が 「全体」 より有意に高い。 

1 2 3

3 6 7 2 1 4 5 8 9
合計 日常的な

会話を一
緒になっ
て楽しむ

子どもに
様々な遊
びを提供
する

子どもが
安全に過
ごせるよ
うに配慮
する

自分の悩
みについ
て話をよ
く聞いて
くれる

具体的な
情報や助
言などを
与えてく
れる

親同士の
仲間づく
りを助け
る

子どもの
友だちづ
くりを助
ける

地域の子
育て支援
ボラン
ティアの
育成・交
流をはか
る

子育てに
関する地
域の住民
の理解を
高める

無回答

全体(N=2125) 2125 77.7 61.0 58.5 52.0 45.5 28.1 24.2 11.2 9.8 1.9
１人(n=1226) 1226 76.9 * 62.8 59.7 52.9 ** 48.9 27.9 24.2 11.7 9.5 1.5
２人３人以上(n=899) 899 78.8 / 58.5 57.0 50.7 // 40.7 28.4 24.2 10.7 10.2 2.6

Q13.拠点の職員に求めること

子どもの
人数

日常的な会
話を一緒に
なって楽しむ

子どもに様々
な遊びを提
供する

子どもが安全
に過ごせるよ
うに配慮する

自分の悩み
について話を
よく聞いてくれ

る

具体的な情
報や助言な
どを与えてく
れる

親同士の仲
間づくりを助
ける

子どもの友だ
ちづくりを助け

る

地域の子育
て支援ボラン
ティアの育
成・交流をは

かる

子育てに関
する地域の
住民の理解
を高める

全体(N=2125) 77.7 61.0 58.5 52.0 45.5 28.1 24.2 11.2 9.8

１人(n=1226) 76.9 * 62.8 59.7 52.9 ** 48.9 27.9 24.2 11.7 9.5

２人３人以上(n=899) 78.8 / 58.5 57.0 50.7 // 40.7 28.4 24.2 10.7 10.2

77.7 61.0 58.5 52.0 45.5 28.1 24.2 11.2 9.8
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36.［問２］子どもの人数 ｘ ［問２１］より利用しやすくなる拠点の支援（複数回答）  

【概要】 

●最も多いのは 「子どもが３歳以上になっても活発に遊べるような遊具やスペースの工

夫 」（53.8％）である。次いで 「子どもの通園先（保育所、幼稚園、認定こども園など）

を選ぶ際の情報提供 」（46.5％）、「共働き家庭が利用しやすいような開所日や利用時間

の延長 」（39.1％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を子どもの人数別にみると、「子どもが３歳以上になっても活発

に遊べるような遊具やスペースの工夫 」 では 「２人３人以上」（65.7％）、「子どもの

通園先（保育所、幼稚園、認定こども園など）を選ぶ際の情報提供 」 では 「１人」

（53.3％）が 「全体」 より有意に高い。 

3 1 2

5 6 4 7 1 9 10 11 8 2 3
合計 子どもが

３歳以上
になって
も活発に
遊べるよ
うな遊具
やスペー
スの工夫

子どもの
通園先
（保育
所、幼稚
園、認定
こども園
など）を
選ぶ際の
情報提供

共働き家
庭が利用
しやすい
ような開
所日や利
用時間の
延長

子どもの
発育や発
達に関す
る専門的
な相談

妊娠期か
ら利用し
やすい環
境設定や
支援プロ
グラムの
充実

父親が利
用しやす
い利用時
間の設定
や活動内
容の工夫

放課後児
童クラブ
など、小
学生以降
も利用で
きる子育
て支援事
業の併設

身近な場
所で開催
される出
張ひろば
の開催

子育てや
家庭生活
の悩みな
どについ
て、他の
相談機関
の紹介
や、つな
いでくれ
るような
支援

夫婦関係
や家庭生
活などの
悩みに関
する相談

家庭生活
や夫婦の
パート
ナーシッ
プなどを
学ぶ機会

その他 無回答

全体(N=2125) 2125 53.8 46.5 39.1 34.0 27.4 26.3 24.6 21.2 20.1 11.1 9.5 3.7 3.4
１人(n=1226) 1226 // 45.1 ** 53.3 40.8 ** 37.9 ** 30.3 ** 29.7 // 18.6 21.9 ** 22.7 11.5 * 10.8 3.1 // 2.3
２人３人以上(n=899) 899 ** 65.7 // 37.3 36.8 // 28.6 // 23.4 // 21.6 ** 32.7 20.2 // 16.7 10.5 / 7.7 4.6 ** 5.0

Q21.より利用しやすくなる拠点の支援

子どもの
人数

子どもが３
歳以上に
なっても活
発に遊べる
ような遊具
やスペースの
工夫

子どもの通
園先（保育
所、幼稚
園、認定こど
も園など）を
選ぶ際の情
報提供

共働き家庭
が利用しや
すいような開
所日や利用
時間の延長

子どもの発
育や発達に
関する専門
的な相談

妊娠期から
利用しやす
い環境設定
や支援プロ
グラムの充
実

父親が利用
しやすい利
用時間の設
定や活動内
容の工夫

放課後児童
クラブなど、
小学生以降
も利用でき
る子育て支
援事業の併

設

身近な場所
で開催され
る出張ひろ
ばの開催

子育てや家
庭生活の悩
みなどについ
て、他の相
談機関の紹
介や、つない
でくれるよう
な支援

夫婦関係や
家庭生活な
どの悩みに
関する相談

家庭生活や
夫婦のパー
トナーシップ
などを学ぶ
機会

その他

全体(N=2125) 53.8 46.5 39.1 34.0 27.4 26.3 24.6 21.2 20.1 11.1 9.5 3.7

１人(n=1226) // 45.1 ** 53.3 40.8 ** 37.9 ** 30.3 ** 29.7 // 18.6 21.9 ** 22.7 11.5 * 10.8 3.1

２人３人以上(n=899) ** 65.7 // 37.3 36.8 // 28.6 // 23.4 // 21.6 ** 32.7 20.2 // 16.7 10.5 / 7.7 4.6

53.8 46.5 39.1 34.0 27.4 26.3 24.6 21.2 20.1 11.1 9.5
3.7
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37.［問４］初めて拠点を利用した時期ｘ ［問１２］拠点を利用する前の状態（複数回答） 

【概要】 

●最も多いのは 「家族以外の人と交流する機会があまりなかった 」（59.1％）である。次

いで 「子育てをしている親と知り合いたかった 」（50.2％）、「子育ての悩みや不安を話

せる人がほしかった 」（45.7％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を初めて拠点を利用した時期別にみると、「家族以外の人と交流

する機会があまりなかった 」 では 「６か月～１歳未満」（62.5％）、「子育てをしてい

る親と知り合いたかった 」 では 「第一子妊娠中」（63.5％） ・ 「産後～６か月未満」

（53.3％）、「子育ての悩みや不安を話せる人がほしかった 」 では 「第一子妊娠中」

（60.3％） ・ 「産後～６か月未満」（50.8％）が 「全体」 より有意に高い。 

2 1 3

3 1 5 4 8 7 6 2 9 10
合計 家族以外

の人と交
流する機
会があま
りなかっ
た

子育てを
している
親と知り
合いた
かった

子育ての
悩みや不
安を話せ
る人がほ
しかった

大人と日
常的な会
話をした
かった

今日どう
過ごそう
かと思う
と気が重
かった

地域の子
育て情報
を得る方
法がわか
らなかっ
た

親子で一
緒に出か
けられる
友達がほ
しかった

子育て
で、つら
いと感じ
ることが
あった

子育てに
関する講
座等の情
報を得る
機会がな
かった

子育ての
ことばか
り考えて
いた

無回答

全体(N=2125) 2125 59.1 50.2 45.7 44.7 33.8 29.4 25.1 21.1 17.9 15.7 1.9
第一子妊娠中(n=126) 126 54.0 ** 63.5 ** 60.3 40.5 31.7 34.9 25.4 17.5 * 24.6 13.5 3.2
産後～６か月未満(n=900) 900 60.2 * 53.3 ** 50.8 ** 49.6 34.7 31.2 ** 28.1 23.0 19.4 17.2 1.6
６か月～１歳未満(n=594) 594 * 62.5 47.6 // 40.6 / 41.2 32.5 27.6 23.6 18.7 16.3 15.7 1.5
１歳以上(n=505) 505 / 54.3 // 44.2 // 39.2 41.2 34.5 26.7 / 21.4 21.6 15.4 13.7 2.8

Q12.拠点を利用する前の状態

初めて拠
点を利用
した時期

家族以外
の人と交
流する機
会があまり
なかった

子育てをし
ている親と
知り合いた
かった

子育ての
悩みや不
安を話せる
人がほし
かった

大人と日
常的な会
話をした
かった

今日どう過
ごそうかと
思うと気が
重かった

地域の子
育て情報
を得る方
法がわから
なかった

親子で一
緒に出か
けられる友
達がほし
かった

子育てで、
つらいと感
じることが
あった

子育てに
関する講
座等の情
報を得る
機会がな
かった

子育てのこ
とばかり考
えていた

全体(N=2125) 59.1 50.2 45.7 44.7 33.8 29.4 25.1 21.1 17.9 15.7

第一子妊娠中(n=126) 54.0 ** 63.5 ** 60.3 40.5 31.7 34.9 25.4 17.5 * 24.6 13.5

産後～６か月未満(n=900) 60.2 * 53.3 ** 50.8 ** 49.6 34.7 31.2 ** 28.1 23.0 19.4 17.2

６か月～１歳未満(n=594) * 62.5 47.6 // 40.6 / 41.2 32.5 27.6 23.6 18.7 16.3 15.7

１歳以上(n=505) / 54.3 // 44.2 // 39.2 41.2 34.5 26.7 / 21.4 21.6 15.4 13.7

59.1 50.2 45.7 44.7 33.8 29.4 25.1 21.1 17.9 15.7
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全体(N=2125) 第一子妊娠中(n=126) 産後～６か月未満(n=900)

６か月～１歳未満(n=594) １歳以上(n=505)
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38.［問４］初めて拠点を利用した時期 ｘ ［問１３］拠点の職員に求めること 

（複数回答） 

【概要】 

●最も多いのは 「日常的な会話を一緒になって楽しむ」（77.7％）である。次いで 「子ど

もに様々な遊びを提供する」（61.0％）、「子どもが安全に過ごせるように配慮する」

（58.5％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を初めて拠点を利用した時期別にみると、「子どもに様々な遊びを

提供する」 では 「６か月～１歳未満」（64.8％）が 「全体」 より有意に高い。 

3 6 7 2 1 4 5 8 9
合計 日常的な

会話を一
緒になっ
て楽しむ

子どもに
様々な遊
びを提供
する

子どもが
安全に過
ごせるよ
うに配慮
する

自分の悩
みについ
て話をよ
く聞いて
くれる

具体的な
情報や助
言などを
与えてく
れる

親同士の
仲間づく
りを助け
る

子どもの
友だちづ
くりを助
ける

地域の子
育て支援
ボラン
ティアの
育成・交
流をはか
る

子育てに
関する地
域の住民
の理解を
高める

無回答

全体(N=2125) 2125 77.7 61.0 58.5 52.0 45.5 28.1 24.2 11.2 9.8 1.9
第一子妊娠中(n=126) 126 77.0 / 51.6 60.3 ** 66.7 ** 59.5 * 35.7 23.0 * 16.7 ** 17.5 3.2
産後～６か月未満(n=900) 900 78.4 59.6 56.4 * 54.4 47.9 ** 31.3 23.0 12.3 9.9 1.6
６か月～１歳未満(n=594) 594 76.9 * 64.8 59.1 49.2 // 39.7 // 22.9 23.4 / 8.6 9.4 1.5
１歳以上(n=505) 505 77.4 61.4 61.2 / 47.1 44.4 26.5 * 27.7 11.1 8.3 2.8

Q13.拠点の職員に求めること

初めて拠
点を利用
した時期

日常的な
会話を一緒
になって楽
しむ

子どもに
様々な遊び
を提供する

子どもが安
全に過ごせ
るように配
慮する

自分の悩み
について話
をよく聞いて
くれる

具体的な
情報や助
言などを与
えてくれる

親同士の
仲間づくりを
助ける

子どもの友
だちづくりを
助ける

地域の子
育て支援ボ
ランティアの
育成・交流
をはかる

子育てに関
する地域の
住民の理
解を高める

全体(N=2125) 77.7 61.0 58.5 52.0 45.5 28.1 24.2 11.2 9.8

第一子妊娠中(n=126) 77.0 / 51.6 60.3 ** 66.7 ** 59.5 * 35.7 23.0 * 16.7 ** 17.5

産後～６か月未満(n=900) 78.4 59.6 56.4 * 54.4 47.9 ** 31.3 23.0 12.3 9.9

６か月～１歳未満(n=594) 76.9 * 64.8 59.1 49.2 // 39.7 // 22.9 23.4 / 8.6 9.4

１歳以上(n=505) 77.4 61.4 61.2 / 47.1 44.4 26.5 * 27.7 11.1 8.3

77.7 61.0 58.5 52.0 45.5 28.1 24.2 11.2 9.8
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全体(N=2125) 第一子妊娠中(n=126) 産後～６か月未満(n=900)
６か月～１歳未満(n=594) １歳以上(n=505)
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39.［問４］初めて拠点を利用した時期 ｘ ［問１５］利用するようになってからの変化 

（複数回答）  

【概要】 

●最も多いのは 「子育てをしている親と知り合えた 」（74.3％）である。次いで 「子ど

もが楽しそうにしていることが増えた 」（63.7％）、「地域の子育て情報を得られるよう

になった 」（62.1％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を初めて拠点を利用した時期別にみると、「子育てをしている親

と知り合えた 」 では 「第一子妊娠中」（84.1％） ・ 「産後～６か月未満」（78.2％）、

「子どもが楽しそうにしていることが増えた 」 では 「６か月～１歳未満」（68.0％）、

「地域の子育て情報を得られるようになった 」 では 「産後～６か月未満」（64.7％）

が 「全体」 より有意に高い。 

1 3 2

1 7 5 2 4 9 3 8 6 10
合計 子育てを

している
親と知り
合えた

子どもが
楽しそう
にしてい
ることが
増えた

地域の子
育て情報
を得られ
るように
なった

配偶者・
パート
ナーに、
拠点での
話をする
ように
なった

子育ての
悩みや不
安を話せ
る人がで
きた

大人と日
常的な会
話をする
機会が増
えた

子育てで
つらいの
は自分だ
けでない
と思える
ように
なった

他の親子
に声をか
けるよう
になった

子どもの
友だちが
増えた

地域の行
事やイベ
ントに参
加するよ
うになっ
た

無回答

全体(N=2125) 2125 74.3 63.7 62.1 62.0 58.7 51.5 41.4 40.3 39.7 37.9 1.9
第一子妊娠中(n=126) 126 ** 84.1 57.1 68.3 64.3 * 68.3 54.0 ** 57.1 48.4 43.7 34.1 3.2
産後～６か月未満(n=900) 900 ** 78.2 62.4 * 64.7 ** 65.3 * 61.6 ** 54.8 ** 45.2 ** 43.7 * 42.9 ** 42.7 1.6
６か月～１歳未満(n=594) 594 72.6 * 68.0 60.4 64.0 57.7 48.5 / 37.7 38.9 36.9 / 33.7 1.5
１歳以上(n=505) 505 // 66.9 62.6 / 58.0 // 53.1 // 52.5 48.5 // 35.0 // 33.9 36.4 35.2 2.8

Q15.利用するようになってからの変化

初めて拠
点を利用
した時期

子育てをし
ている親と
知り合えた

子どもが楽
しそうにして
いることが
増えた

地域の子
育て情報
を得られる
ようになった

配偶者・
パートナー
に、拠点で
の話をする
ようになった

子育ての
悩みや不
安を話せる
人ができた

大人と日
常的な会
話をする機
会が増えた

子育てでつ
らいのは自
分だけでな
いと思える
ようになった

他の親子
に声をかけ
るようになっ

た

子どもの友
だちが増え

た

地域の行
事やイベン
トに参加す
るようになっ

た

全体(N=2125) 74.3 63.7 62.1 62.0 58.7 51.5 41.4 40.3 39.7 37.9

第一子妊娠中(n=126) ** 84.1 57.1 68.3 64.3 * 68.3 54.0 ** 57.1 48.4 43.7 34.1

産後～６か月未満(n=900) ** 78.2 62.4 * 64.7 ** 65.3 * 61.6 ** 54.8 ** 45.2 ** 43.7 * 42.9 ** 42.7

６か月～１歳未満(n=594) 72.6 * 68.0 60.4 64.0 57.7 48.5 / 37.7 38.9 36.9 / 33.7

１歳以上(n=505) // 66.9 62.6 / 58.0 // 53.1 // 52.5 48.5 // 35.0 // 33.9 36.4 35.2

74.3 63.7 62.1 62.0 58.7 51.5 41.4 40.3 39.7 37.9
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全体(N=2125) 第一子妊娠中(n=126) 産後～６か月未満(n=900)

６か月～１歳未満(n=594) １歳以上(n=505)
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40.［問４］初めて拠点を利用した時期 ｘ ［問１６］Q16.拠点を利用する理由 

（複数回答） 

【概要】 

●最も多いのは 「子どもの遊び場として利用したいから 」（91.7％）である。次いで 「子

どもの成長や発達のために必要だと思うから 」（61.6％）、「拠点の職員と話をしたり相

談したいから 」（51.1％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を初めて拠点を利用した時期別にみると、「子どもの遊び場とし

て利用したいから 」 では 「６か月～１歳未満」（94.6％）が 「全体」 より有意に高

い。 

2 3 8 7 1 10 4 5 6 9
合計 子どもの

遊び場と
して利用
したいか
ら

子どもの
成長や発
達のため
に必要だ
と思うか
ら

拠点の職
員と話を
したり相
談したい
から

拠点を利
用する他
の親子と
交流した
いから

子育てに
役立つ情
報や知識
を得たい
から

興味のあ
るイベン
トや講座
に参加し
たいから

子育てに
よる孤立
感を解消
したいか
ら

子育ての
負担を少
しでも軽
くしたい
から

子育てを
していて
安心感を
得たいか
ら

専門家に
育児など
の相談を
したいか
ら

無回答

全体(N=2125) 2125 91.7 61.6 51.1 45.7 41.7 41.5 37.9 37.6 25.8 18.4 1.9
第一子妊娠中(n=126) 126 87.3 64.3 54.0 51.6 ** 53.2 49.2 41.3 37.3 28.6 * 25.4 3.2
産後～６か月未満(n=900) 900 91.2 63.2 51.4 46.3 ** 45.2 ** 45.1 * 41.0 39.7 27.9 19.8 1.6
６か月～１歳未満(n=594) 594 ** 94.6 61.4 50.7 45.8 39.7 / 37.9 36.4 35.2 22.9 16.5 1.5
１歳以上(n=505) 505 90.1 58.2 50.1 43.0 // 35.0 / 37.2 / 33.5 36.8 24.8 16.4 2.8

Q16.拠点を利用する理由

初めて拠
点を利用
した時期

子どもの遊
び場として
利用したい
から

子どもの成
長や発達の
ために必要
だと思うから

拠点の職
員と話をし
たり相談し
たいから

拠点を利
用する他の
親子と交流
したいから

子育てに役
立つ情報や
知識を得た
いから

興味のある
イベントや
講座に参
加したいか

ら

子育てによ
る孤立感を
解消したい
から

子育ての負
担を少しで
も軽くしたい
から

子育てをし
ていて安心
感を得たい
から

専門家に
育児などの
相談をした
いから

全体(N=2125) 91.7 61.6 51.1 45.7 41.7 41.5 37.9 37.6 25.8 18.4

第一子妊娠中(n=126) 87.3 64.3 54.0 51.6 ** 53.2 49.2 41.3 37.3 28.6 * 25.4

産後～６か月未満(n=900) 91.2 63.2 51.4 46.3 ** 45.2 ** 45.1 * 41.0 39.7 27.9 19.8

６か月～１歳未満(n=594) ** 94.6 61.4 50.7 45.8 39.7 / 37.9 36.4 35.2 22.9 16.5

１歳以上(n=505) 90.1 58.2 50.1 43.0 // 35.0 / 37.2 / 33.5 36.8 24.8 16.4

91.7 61.6 51.1 45.7 41.7 41.5 37.9 37.6 25.8 18.4
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全体(N=2125) 第一子妊娠中(n=126) 産後～６か月未満(n=900)

６か月～１歳未満(n=594) １歳以上(n=505)
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41.［問４］初めて拠点を利用した時期 ｘ［問２１］より利用しやすくなる拠点の支援 

（複数回答）  

【概要】 

●最も多いのは 「子どもが３歳以上になっても活発に遊べるような遊具やスペースの工

夫 」（53.8％）である。次いで 「子どもの通園先（保育所、幼稚園、認定こども園など）

を選ぶ際の情報提供 」（46.5％）、「共働き家庭が利用しやすいような開所日や利用時間

の延長 」（39.1％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を拠点を利用する子ども（２区分）別にみると、「子どもが３歳

以上になっても活発に遊べるような遊具やスペースの工夫 」 では 「第二子以降」

（66.3％）、「子どもの通園先（保育所、幼稚園、認定こども園など）を選ぶ際の情報提

供 」 では 「第一子のみ」（53.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

3 1 2

5 6 4 7 1 9 10 11 8 2 3
合計 子どもが

３歳以上
になって
も活発に
遊べるよ
うな遊具
やスペー
スの工夫

子どもの
通園先
（保育
所、幼稚
園、認定
こども園
など）を
選ぶ際の
情報提供

共働き家
庭が利用
しやすい
ような開
所日や利
用時間の
延長

子どもの
発育や発
達に関す
る専門的
な相談

妊娠期か
ら利用し
やすい環
境設定や
支援プロ
グラムの
充実

父親が利
用しやす
い利用時
間の設定
や活動内
容の工夫

放課後児
童クラブ
など、小
学生以降
も利用で
きる子育
て支援事
業の併設

身近な場
所で開催
される出
張ひろば
の開催

子育てや
家庭生活
の悩みな
どについ
て、他の
相談機関
の紹介
や、つな
いでくれ
るような
支援

夫婦関係
や家庭生
活などの
悩みに関
する相談

家庭生活
や夫婦の
パート
ナーシッ
プなどを
学ぶ機会

その他 無回答

全体(N=2125) 2125 53.8 46.5 39.1 34.0 27.4 26.3 24.6 21.2 20.1 11.1 9.5 3.7 3.4
第一子妊娠中(n=126) 126 50.8 50.0 46.8 39.7 * 37.3 * 34.1 25.4 15.9 ** 29.4 ** 18.3 ** 17.5 5.6 4.8
産後～６か月未満(n=900) 900 / 51.1 46.9 ** 44.1 34.4 * 30.0 28.2 25.1 21.0 21.1 11.6 9.9 3.9 3.0
６か月～１歳未満(n=594) 594 52.4 49.3 36.0 35.9 / 23.9 24.6 23.1 23.1 19.9 10.1 8.9 3.4 2.4
１歳以上(n=505) 505 ** 61.2 / 41.6 // 31.9 / 29.5 24.4 / 22.8 25.1 20.8 / 16.4 9.5 7.5 3.4 * 5.1

Q21.より利用しやすくなる拠点の支援

初めて拠
点を利用
した時期

子どもが３
歳以上に
なっても活
発に遊べ
るような遊
具やスペー
スの工夫

子どもの通
園先（保
育所、幼
稚園、認
定こども園
など）を選
ぶ際の情
報提供

共働き家
庭が利用
しやすいよ
うな開所
日や利用
時間の延
長

子どもの発
育や発達
に関する
専門的な
相談

妊娠期か
ら利用しや
すい環境
設定や支
援プログラ
ムの充実

父親が利
用しやすい
利用時間
の設定や
活動内容
の工夫

放課後児
童クラブな
ど、小学生
以降も利
用できる
子育て支
援事業の
併設

身近な場
所で開催
される出
張ひろばの
開催

子育てや
家庭生活
の悩みなど
について、
他の相談
機関の紹
介や、つな
いでくれる
ような支援

夫婦関係
や家庭生
活などの悩
みに関する
相談

家庭生活
や夫婦の
パートナー
シップなど
を学ぶ機
会

その他

全体(N=2125) 53.8 46.5 39.1 34.0 27.4 26.3 24.6 21.2 20.1 11.1 9.5 3.7

第一子妊娠中(n=126) 50.8 50.0 46.8 39.7 * 37.3 * 34.1 25.4 15.9 ** 29.4 ** 18.3 ** 17.5 5.6

産後～６か月未満(n=900) / 51.1 46.9 ** 44.1 34.4 * 30.0 28.2 25.1 21.0 21.1 11.6 9.9 3.9

６か月～１歳未満(n=594) 52.4 49.3 36.0 35.9 / 23.9 24.6 23.1 23.1 19.9 10.1 8.9 3.4

１歳以上(n=505) ** 61.2 / 41.6 // 31.9 / 29.5 24.4 / 22.8 25.1 20.8 / 16.4 9.5 7.5 3.4

53.8 46.5 39.1 34.0 27.4 26.3 24.6 21.2 20.1 11.1 9.5 3.7
0

20

40

60

％

全体(N=2125) 第一子妊娠中(n=126) 産後～６か月未満(n=900)

６か月～１歳未満(n=594) １歳以上(n=505)
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42.［問６］拠点を利用する子ども ｘ ［問２１］より利用しやすくなる拠点の支援 

（複数回答）  

【概要】 

●最も多いのは 「子どもが３歳以上になっても活発に遊べるような遊具やスペースの工

夫 」（53.8％）である。次いで 「子どもの通園先（保育所、幼稚園、認定こども園など）

を選ぶ際の情報提供 」（46.5％）、「共働き家庭が利用しやすいような開所日や利用時間

の延長 」（39.1％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を初めて拠点を利用した時期別にみると、「子どもが３歳以上に

なっても活発に遊べるような遊具やスペースの工夫 」 では 「１歳以上」（61.2％）、

「共働き家庭が利用しやすいような開所日や利用時間の延長 」 では 「産後～６か月

未満」（44.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

5 6 4 7 1 9 10 11 8 2 3
合計 子どもが

３歳以上
になって
も活発に
遊べるよ
うな遊具
やスペー
スの工夫

子どもの
通園先
（保育
所、幼稚
園、認定
こども園
など）を
選ぶ際の
情報提供

共働き家
庭が利用
しやすい
ような開
所日や利
用時間の
延長

子どもの
発育や発
達に関す
る専門的
な相談

妊娠期か
ら利用し
やすい環
境設定や
支援プロ
グラムの
充実

父親が利
用しやす
い利用時
間の設定
や活動内
容の工夫

放課後児
童クラブ
など、小
学生以降
も利用で
きる子育
て支援事
業の併設

身近な場
所で開催
される出
張ひろば
の開催

子育てや
家庭生活
の悩みな
どについ
て、他の
相談機関
の紹介
や、つな
いでくれ
るような
支援

夫婦関係
や家庭生
活などの
悩みに関
する相談

家庭生活
や夫婦の
パート
ナーシッ
プなどを
学ぶ機会

その他 無回答

全体(N=2125) 2125 53.8 46.5 39.1 34.0 27.4 26.3 24.6 21.2 20.1 11.1 9.5 3.7 3.4
第一子のみ(n=1249) 1249 // 45.1 ** 53.0 40.5 ** 37.6 ** 30.2 ** 29.8 // 18.6 21.9 ** 22.4 11.3 * 10.8 3.1 // 2.4
第二子以降(n=876) 876 ** 66.3 // 37.2 37.1 // 28.8 // 23.4 // 21.2 ** 33.1 20.3 // 16.9 10.7 / 7.6 4.6 ** 4.9

Q21.より利用しやすくなる拠点の支援

拠点を利
用する子

子どもが３
歳以上に
なっても活
発に遊べる
ような遊具
やスペース
の工夫

子どもの通
園先（保
育所、幼稚
園、認定こ
ども園な
ど）を選ぶ
際の情報
提供

共働き家
庭が利用し
やすいよう
な開所日や
利用時間
の延長

子どもの発
育や発達に
関する専門
的な相談

妊娠期から
利用しやす
い環境設
定や支援プ
ログラムの
充実

父親が利
用しやすい
利用時間
の設定や活
動内容の
工夫

放課後児
童クラブな
ど、小学生
以降も利
用できる子
育て支援
事業の併
設

身近な場
所で開催さ
れる出張ひ
ろばの開催

子育てや家
庭生活の
悩みなどに
ついて、他
の相談機
関の紹介
や、つない
でくれるよう
な支援

夫婦関係
や家庭生
活などの悩
みに関する
相談

家庭生活
や夫婦の
パートナー
シップなどを
学ぶ機会

その他

全体(N=2125) 53.8 46.5 39.1 34.0 27.4 26.3 24.6 21.2 20.1 11.1 9.5 3.7

第一子のみ(n=1249) // 45.1 ** 53.0 40.5 ** 37.6 ** 30.2 ** 29.8 // 18.6 21.9 ** 22.4 11.3 * 10.8 3.1

第二子以降(n=876) ** 66.3 // 37.2 37.1 // 28.8 // 23.4 // 21.2 ** 33.1 20.3 // 16.9 10.7 / 7.6 4.6

53.8 46.5 39.1 34.0 27.4 26.3 24.6 21.2 20.1 11.1 9.5 3.7
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全体(N=2125) 第一子のみ(n=1249) 第二子以降(n=876)
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43.［問７］拠点を利用する頻度 ｘ ［問１２］拠点を利用する前の状態（複数回答）  

【概要】 

●最も多いのは 「家族以外の人と交流する機会があまりなかった 」（59.1％）である。次

いで 「子育てをしている親と知り合いたかった 」（50.2％）、「子育ての悩みや不安を話

せる人がほしかった 」（45.7％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「家族以外の人と

交流する機会があまりなかった 」 では 「毎週１回以上」（61.5％）、「子育ての悩みや

不安を話せる人がほしかった 」 では 「毎週１回以上」（51.1％）が 「全体」 より有

意に高い。 

2 1 3

3 1 5 4 8 7 6 2 9 10
合計 家族以外

の人と交
流する機
会があま
りなかっ
た

子育てを
している
親と知り
合いた
かった

子育ての
悩みや不
安を話せ
る人がほ
しかった

大人と日
常的な会
話をした
かった

今日どう
過ごそう
かと思う
と気が重
かった

地域の子
育て情報
を得る方
法がわか
らなかっ
た

親子で一
緒に出か
けられる
友達がほ
しかった

子育て
で、つら
いと感じ
ることが
あった

子育てに
関する講
座等の情
報を得る
機会がな
かった

子育ての
ことばか
り考えて
いた

無回答

全体(N=2125) 2125 59.1 50.2 45.7 44.7 33.8 29.4 25.1 21.1 17.9 15.7 1.9
毎週１回以上(n=1266) 1266 ** 61.5 51.7 ** 51.1 ** 49.0 ** 38.2 30.6 * 26.9 * 23.0 * 19.3 * 17.4 / 1.3
それ以外(n=859) 859 // 55.4 47.8 // 37.8 // 38.4 // 27.5 27.6 / 22.4 / 18.4 / 15.9 / 13.3 * 2.8

Q12.拠点を利用する前の状態

拠点を利
用する頻

家族以外の
人と交流す
る機会があ
まりなかった

子育てをし
ている親と知
り合いたかっ

た

子育ての悩
みや不安を
話せる人が
ほしかった

大人と日常
的な会話を
したかった

今日どう過
ごそうかと思
うと気が重
かった

地域の子育
て情報を得
る方法がわ
からなかった

親子で一緒
に出かけられ
る友達がほ
しかった

子育てで、
つらいと感じ
ることがあっ

た

子育てに関
する講座等
の情報を得
る機会がな
かった

子育てのこと
ばかり考えて

いた

全体(N=2125) 59.1 50.2 45.7 44.7 33.8 29.4 25.1 21.1 17.9 15.7

毎週１回以上(n=1266) ** 61.5 51.7 ** 51.1 ** 49.0 ** 38.2 30.6 * 26.9 * 23.0 * 19.3 * 17.4

それ以外(n=859) // 55.4 47.8 // 37.8 // 38.4 // 27.5 27.6 / 22.4 / 18.4 / 15.9 / 13.3

59.1 50.2 45.7 44.7 33.8 29.4 25.1 21.1 17.9 15.7
0
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全体(N=2125) 毎週１回以上(n=1266) それ以外(n=859)
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44.［問７］拠点を利用する頻度 ｘ ［問１５］利用するようになってからの変化 

（複数回答）  

【概要】 

●最も多いのは 「子育てをしている親と知り合えた 」（74.3％）である。次いで 「子ど

もが楽しそうにしていることが増えた 」（63.7％）、「地域の子育て情報を得られるよう

になった 」（62.1％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「子育てをしてい

る親と知り合えた 」 では 「毎週１回以上」（81.0％）、「子どもが楽しそうにしている

ことが増えた 」 では 「毎週１回以上」（70.1％）、「地域の子育て情報を得られるよう

になった 」 では 「毎週１回以上」（65.4％）が 「全体」 より有意に高い。 

1 7 5 2 4 9 3 8 6 10
合計 子育てを

している
親と知り
合えた

子どもが
楽しそう
にしてい
ることが
増えた

地域の子
育て情報
を得られ
るように
なった

配偶者・
パート
ナーに、
拠点での
話をする
ように
なった

子育ての
悩みや不
安を話せ
る人がで
きた

大人と日
常的な会
話をする
機会が増
えた

子育てで
つらいの
は自分だ
けでない
と思える
ように
なった

他の親子
に声をか
けるよう
になった

子どもの
友だちが
増えた

地域の行
事やイベ
ントに参
加するよ
うになっ
た

無回答

全体(N=2125) 2125 74.3 63.7 62.1 62.0 58.7 51.5 41.4 40.3 39.7 37.9 1.9
毎週１回以上(n=1266) 1266 ** 81.0 ** 70.1 ** 65.4 ** 67.9 ** 67.0 ** 60.3 ** 46.7 ** 46.4 ** 46.7 ** 40.2 / 1.3
それ以外(n=859) 859 // 64.4 // 54.4 // 57.3 // 53.3 // 46.6 // 38.5 // 33.6 // 31.3 // 29.5 // 34.5 * 2.8

Q15.利用するようになってからの変化

拠点を利
用する頻

子育てをして
いる親と知り
合えた

子どもが楽し
そうにしている
ことが増えた

地域の子育
て情報を得ら
れるように
なった

配偶者・パー
トナーに、拠
点での話をす
るようになった

子育ての悩
みや不安を
話せる人がで

きた

大人と日常
的な会話を
する機会が
増えた

子育てでつら
いのは自分だ
けでないと思
えるようになっ

た

他の親子に
声をかけるよ
うになった

子どもの友だ
ちが増えた

地域の行事
やイベントに
参加するよう
になった

全体(N=2125) 74.3 63.7 62.1 62.0 58.7 51.5 41.4 40.3 39.7 37.9

毎週１回以上(n=1266) ** 81.0 ** 70.1 ** 65.4 ** 67.9 ** 67.0 ** 60.3 ** 46.7 ** 46.4 ** 46.7 ** 40.2

それ以外(n=859) // 64.4 // 54.4 // 57.3 // 53.3 // 46.6 // 38.5 // 33.6 // 31.3 // 29.5 // 34.5

74.3 63.7 62.1 62.0 58.7 51.5 41.4 40.3 39.7 37.9
0
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全体(N=2125) 毎週１回以上(n=1266) それ以外(n=859)
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45.［問７］拠点を利用する頻度 ｘ ［問１３］拠点の職員に求めること（複数回答）  

【概要】 

●最も多いのは 「日常的な会話を一緒になって楽しむ」（77.7％）である。次いで 「子ど

もに様々な遊びを提供する」（61.0％）、「子どもが安全に過ごせるように配慮する」

（58.5％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を拠点を利用する頻度（２区分）別にみると、「日常的な会話を一

緒になって楽しむ」 では 「毎週１回以上」（81.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

1 2 3

3 6 7 2 1 4 5 8 9
合計 日常的な

会話を一
緒になっ
て楽しむ

子どもに
様々な遊
びを提供
する

子どもが
安全に過
ごせるよ
うに配慮
する

自分の悩
みについ
て話をよ
く聞いて
くれる

具体的な
情報や助
言などを
与えてく
れる

親同士の
仲間づく
りを助け
る

子どもの
友だちづ
くりを助
ける

地域の子
育て支援
ボラン
ティアの
育成・交
流をはか
る

子育てに
関する地
域の住民
の理解を
高める

無回答

全体(N=2125) 2125 77.7 61.0 58.5 52.0 45.5 28.1 24.2 11.2 9.8 1.9
毎週１回以上(n=1266) 1266 ** 81.1 62.2 60.1 ** 54.9 46.2 28.8 25.2 11.1 9.9 / 1.3
それ以外(n=859) 859 // 72.6 59.3 56.2 // 47.6 44.4 27.0 22.8 11.5 9.8 * 2.8

Q13.拠点の職員に求めること

拠点を利
用する頻

日常的な会話を
一緒になって楽

しむ

子どもに様々な
遊びを提供する

子どもが安全に
過ごせるように配

慮する

自分の悩みにつ
いて話をよく聞い

てくれる

具体的な情報や
助言などを与え
てくれる

親同士の仲間づ
くりを助ける

子どもの友だちづ
くりを助ける

地域の子育て支
援ボランティアの
育成・交流をは

かる

子育てに関する
地域の住民の理
解を高める

全体(N=2125) 77.7 61.0 58.5 52.0 45.5 28.1 24.2 11.2 9.8

毎週１回以上(n=1266) ** 81.1 62.2 60.1 ** 54.9 46.2 28.8 25.2 11.1 9.9

それ以外(n=859) // 72.6 59.3 56.2 // 47.6 44.4 27.0 22.8 11.5 9.8

77.7 61.0 58.5 52.0 45.5 28.1 24.2 11.2 9.8
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全体(N=2125) 毎週１回以上(n=1266) それ以外(n=859)
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46.［問９］就労の有無 ｘ ［問７］拠点を利用する頻度  

●最も多いのは 「毎週１回以上」（59.6％）である。次いで 「月に２～３回程度」（27.2％）、

「月に１回程度平均」（7.5％）の順である。 

●就労の有無別にみると、全ての項目で「毎週１回以上」が最も多くなっている。また、

全体結果と比較すると、就労しているにおける「月に１回程度」、「数か月に１回程度」、

育児休業中であるにおける「毎週１回以上」、就労していないにおける「毎週１回以上」

が有意に高い。平均は就労しているが 29.10 で最も低く、就労していないが 41.35 で最

も高い。 

（％）
毎
週
１
回
以
上

月
に
２
～

３
回
程
度

月
に
１
回
程
度

数
か
月
に
１
回
程
度

初
め
て
利
用

無
回
答

平
均

全体 （N=2,125) 59.6 27.2 7.5 4.6 1.2 0.0 39.02
就労している （n=384) // 34.4 30.5 ** 18.0 ** 15.4 1.8 0.0 29.10
育児休業中である （n=969) ** 64.7 26.6 // 5.7 // 1.8 1.2 0.0 41.09
就労していない （n=772) ** 65.7 26.2 // 4.7 // 2.7 0.8 0.0 41.35

注１：全体及び各表側の最も割合が高い項目を赤太字で表記
注２：有意差の凡例

* ５％水準で有意に高い ** １％水準で有意に高い
/ ５％水準で有意に低い // １％水準で有意に低い

注３：30サンプル未満の属性は参考値

合計 毎週１回
以上

月に２～
３回程度

月に１回
程度

数か月に
１回程度

初めて利
用

無回答 平均

1 1 1 1 1 1 1
全体（N=2,125） 2125 59.6 27.2 7.5 4.6 1.2 0.0 39.02
就労している（n=384） 384 // 34.4 30.5 ** 18.0 ** 15.4 1.8 - 29.10
育児休業中である（n=969 969 ** 64.7 26.6 // 5.7 // 1.8 1.2 - 41.09
就労していない（n=772） 772 ** 65.7 26.2 // 4.7 // 2.7 0.8 - 41.35

就労の
有無

Q7.拠点を利用する頻度

就労の
有無

毎週１回以上

59.6

// 34.4

** 64.7

** 65.7

月に２～３回程度

27.2

30.5

26.6

26.2

月に１回程度

7.5

** 18.0

// 5.7

// 4.7

数か月に１回程度

4.6

** 15.4

// 1.8

// 2.7

初めて利用

1.2

1.8

1.2

0.8

全体（N=2,125）

就労している（n=384）

育児休業中である（n=969）

就労していない（n=772）

就
労

の
有

無

注：５％水準で有意に高いデータラベルを黒太枠で表記
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47.［問９］就労の有無 ｘ ［問７］拠点を利用する頻度（２区分）  

●最も多いのは 「毎週１回以上」（59.6％）である。次いで 「それ以外」（40.4％）の順で

ある。 

●就労の有無別にみると、「育児休業中」、「就労していない」で「毎週１回以上」が最も多

くなっている。また、全体結果と比較すると、就労しているにおける「それ以外」、育児

休業中であるにおける「毎週１回以上」、就労していないにおける「毎週１回以上」が有

意に高い。 

（％）
毎
週
１
回
以
上

そ
れ
以
外

無
回
答

全体 （N=2,125) 59.6 40.4 0.0
就労している （n=384) // 34.4 ** 65.6 0.0
育児休業中である （n=969) ** 64.7 // 35.3 0.0
就労していない （n=772) ** 65.7 // 34.3 0.0

注１：全体及び各表側の最も割合が高い項目を赤太字で表記
注２：有意差の凡例

* ５％水準で有意に高い ** １％水準で有意に高い
/ ５％水準で有意に低い // １％水準で有意に低い

注３：30サンプル未満の属性は参考値

合計 毎週１回
以上

それ以外 無回答

1 1 1
全体（N=2,125） 2125 59.6 40.4 0.0
就労している（n=384） 384 // 34.4 ** 65.6 0.0
育児休業中である（n=96 969 ** 64.7 // 35.3 0.0
就労していない（n=772） 772 ** 65.7 // 34.3 0.0

就労の
有無

拠点を利用する頻度（２区分）

就労の
有無

毎週１回以上

59.6

// 34.4

** 64.7

** 65.7

それ以外

40.4

** 65.6

// 35.3

// 34.3

全体（N=2,125）

就労している（n=384）

育児休業中である（n=969）

就労していない（n=772）

就
労

の
有

無

注：５％水準で有意に高いデータラベルを黒太枠で表記
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48.［問９］就労の有無 ｘ ［問１２］拠点を利用する前の状態（複数回答）  

【概要】 

●最も多いのは 「家族以外の人と交流する機会があまりなかった 」（59.1％）である。次

いで 「子育てをしている親と知り合いたかった 」（50.2％）、「子育ての悩みや不安を話

せる人がほしかった 」（45.7％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を就労の有無別にみると、「家族以外の人と交流する機会があま

りなかった 」 では 「就労していない」（61.9％）、「子育てをしている親と知り合いた

かった 」 では 「就労していない」（53.1％）、「子育ての悩みや不安を話せる人がほし

かった 」 では 「就労していない」（49.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

2 1 3

3 1 5 4 8 7 6 2 9 10
合計 家族以外

の人と交
流する機
会があま
りなかっ
た

子育てを
している
親と知り
合いた
かった

子育ての
悩みや不
安を話せ
る人がほ
しかった

大人と日
常的な会
話をした
かった

今日どう
過ごそう
かと思う
と気が重
かった

地域の子
育て情報
を得る方
法がわか
らなかっ
た

親子で一
緒に出か
けられる
友達がほ
しかった

子育て
で、つら
いと感じ
ることが
あった

子育てに
関する講
座等の情
報を得る
機会がな
かった

子育ての
ことばか
り考えて
いた

無回答

全体(N=2125) 2125 59.1 50.2 45.7 44.7 33.8 29.4 25.1 21.1 17.9 15.7 1.9
就労している(n=384) 384 / 54.2 // 40.9 // 38.5 // 33.9 30.7 29.4 22.1 21.4 15.1 13.8 3.1
育児休業中である(n=969) 969 58.7 51.5 45.9 * 47.3 33.1 / 26.7 24.5 / 18.7 17.3 15.1 1.4
就労していない(n=772) 772 * 61.9 * 53.1 * 49.1 46.9 36.3 * 32.6 27.3 * 24.1 20.1 17.5 1.9

Q12.拠点を利用する前の状態

就労の有
無

家族以外
の人と交流
する機会が
あまりなかっ

た

子育てをし
ている親と
知り合いた
かった

子育ての悩
みや不安を
話せる人が
ほしかった

大人と日常
的な会話を
したかった

今日どう過
ごそうかと思
うと気が重
かった

地域の子
育て情報を
得る方法が
わからなかっ

た

親子で一
緒に出かけ
られる友達
がほしかった

子育てで、
つらいと感じ
ることがあっ

た

子育てに関
する講座等
の情報を得
る機会がな
かった

子育てのこ
とばかり考
えていた

全体(N=2125) 59.1 50.2 45.7 44.7 33.8 29.4 25.1 21.1 17.9 15.7

就労している(n=384) / 54.2 // 40.9 // 38.5 // 33.9 30.7 29.4 22.1 21.4 15.1 13.8

育児休業中である(n=969) 58.7 51.5 45.9 * 47.3 33.1 / 26.7 24.5 / 18.7 17.3 15.1

就労していない(n=772) * 61.9 * 53.1 * 49.1 46.9 36.3 * 32.6 27.3 * 24.1 20.1 17.5

59.1 50.2 45.7 44.7 33.8 29.4 25.1 21.1 17.9 15.7
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全体(N=2125) 就労している(n=384) 育児休業中である(n=969) 就労していない(n=772)
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49.［問９］就労の有無 ｘ ［問１３］拠点の職員に求めること（複数回答）  

【概要】 

●最も多いのは 「日常的な会話を一緒になって楽しむ」（77.7％）である。次いで 「子ど

もに様々な遊びを提供する」（61.0％）、「子どもが安全に過ごせるように配慮する」

（58.5％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を就労の有無別にみると、「日常的な会話を一緒になって楽しむ」 

では 「育児休業中である」（80.9％）、「子どもが安全に過ごせるように配慮する」 では 

「育児休業中である」（61.3％）が 「全体」 より有意に高い。 

1 2 3

3 6 7 2 1 4 5 8 9
合計 日常的な

会話を一
緒になっ
て楽しむ

子どもに
様々な遊
びを提供
する

子どもが
安全に過
ごせるよ
うに配慮
する

自分の悩
みについ
て話をよ
く聞いて
くれる

具体的な
情報や助
言などを
与えてく
れる

親同士の
仲間づく
りを助け
る

子どもの
友だちづ
くりを助
ける

地域の子
育て支援
ボラン
ティアの
育成・交
流をはか
る

子育てに
関する地
域の住民
の理解を
高める

無回答

全体(N=2125) 2125 77.7 61.0 58.5 52.0 45.5 28.1 24.2 11.2 9.8 1.9
就労している(n=384) 384 // 70.8 57.3 / 53.1 // 43.5 41.7 / 24.0 24.7 13.3 ** 14.1 3.1
育児休業中である(n=969) 969 ** 80.9 63.0 * 61.3 * 54.3 ** 49.2 ** 31.9 24.0 12.0 10.4 1.4
就労していない(n=772) 772 77.1 60.4 57.8 53.2 / 42.6 / 25.4 24.2 / 9.3 // 7.0 1.9

Q13.拠点の職員に求めること

就労の有
無

日常的な会
話を一緒に
なって楽しむ

子どもに
様々な遊び
を提供する

子どもが安
全に過ごせ
るように配慮

する

自分の悩み
について話を
よく聞いてく
れる

具体的な情
報や助言な
どを与えてく
れる

親同士の仲
間づくりを助
ける

子どもの友だ
ちづくりを助
ける

地域の子育
て支援ボラン
ティアの育
成・交流を
はかる

子育てに関
する地域の
住民の理解
を高める

全体(N=2125) 77.7 61.0 58.5 52.0 45.5 28.1 24.2 11.2 9.8

就労している(n=384) // 70.8 57.3 / 53.1 // 43.5 41.7 / 24.0 24.7 13.3 ** 14.1

育児休業中である(n=969) ** 80.9 63.0 * 61.3 * 54.3 ** 49.2 ** 31.9 24.0 12.0 10.4

就労していない(n=772) 77.1 60.4 57.8 53.2 / 42.6 / 25.4 24.2 / 9.3 // 7.0

77.7 61.0 58.5 52.0 45.5 28.1 24.2 11.2 9.8
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全体(N=2125) 就労している(n=384) 育児休業中である(n=969) 就労していない(n=772)
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50.［問９］就労の有無 ｘ ［問１５］利用するようになってからの変化（複数回答） 

【概要】 

●最も多いのは 「子育てをしている親と知り合えた 」（74.3％）である。次いで 「子ども

が楽しそうにしていることが増えた 」（63.7％）、「地域の子育て情報を得られるように

なった 」（62.1％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を就労の有無別にみると、「地域の子育て情報を得られるように

なった 」 では 「就労していない」（65.0％）が 「全体」 より有意に高い。 

1 7 5 2 4 9 3 8 6 10
合計 子育てを

している
親と知り
合えた

子どもが
楽しそう
にしてい
ることが
増えた

地域の子
育て情報
を得られ
るように
なった

配偶者・
パート
ナーに、
拠点での
話をする
ように
なった

子育ての
悩みや不
安を話せ
る人がで
きた

大人と日
常的な会
話をする
機会が増
えた

子育てで
つらいの
は自分だ
けでない
と思える
ように
なった

他の親子
に声をか
けるよう
になった

子どもの
友だちが
増えた

地域の行
事やイベ
ントに参
加するよ
うになっ
た

無回答

全体(N=2125) 2125 74.3 63.7 62.1 62.0 58.7 51.5 41.4 40.3 39.7 37.9 1.9
就労している(n=384) 384 // 65.9 66.4 / 57.0 // 51.8 // 51.0 // 38.8 // 35.2 // 33.3 / 34.9 37.0 3.1
育児休業中である(n=969) 969 76.3 / 61.3 61.8 64.1 59.2 52.7 40.2 41.7 37.6 36.8 1.4
就労していない(n=772) 772 76.0 65.4 * 65.0 64.4 * 61.9 ** 56.2 ** 46.0 42.0 ** 44.8 39.6 1.9

Q15.利用するようになってからの変化

就労の有
無

子育てをし
ている親と
知り合えた

子どもが楽
しそうにして
いることが
増えた

地域の子
育て情報を
得られるよ
うになった

配偶者・
パートナー
に、拠点で
の話をする
ようになった

子育ての
悩みや不
安を話せる
人ができた

大人と日
常的な会
話をする機
会が増えた

子育てでつ
らいのは自
分だけでな
いと思える
ようになった

他の親子
に声をかけ
るようになっ

た

子どもの友
だちが増え

た

地域の行
事やイベン
トに参加す
るようになっ

た

全体(N=2125) 74.3 63.7 62.1 62.0 58.7 51.5 41.4 40.3 39.7 37.9

就労している(n=384) // 65.9 66.4 / 57.0 // 51.8 // 51.0 // 38.8 // 35.2 // 33.3 / 34.9 37.0

育児休業中である(n=969) 76.3 / 61.3 61.8 64.1 59.2 52.7 40.2 41.7 37.6 36.8

就労していない(n=772) 76.0 65.4 * 65.0 64.4 * 61.9 ** 56.2 ** 46.0 42.0 ** 44.8 39.6

74.3 63.7 62.1 62.0 58.7 51.5 41.4 40.3 39.7 37.9
0

20

40

60

80

％

全体(N=2125) 就労している(n=384) 育児休業中である(n=969) 就労していない(n=772)
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51.［問９］就労の有無 ｘ ［問１６］拠点を利用する理由（複数回答）  

【概要】 

●最も多いのは 「子どもの遊び場として利用したいから 」（91.7％）である。次いで 「子

どもの成長や発達のために必要だと思うから 」（61.6％）、「拠点の職員と話をしたり相

談したいから 」（51.1％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を就労の有無別にみると、「子どもの成長や発達のために必要だ

と思うから 」 では 「育児休業中である」（65.2％） ・ 「就労していない」（65.0％）、

「拠点の職員と話をしたり相談したいから 」 では 「就労していない」（54.1％）が 「全

体」 より有意に高い。 

1 2 3

2 3 8 7 1 10 4 5 6 9
合計 子どもの

遊び場と
して利用
したいか
ら

子どもの
成長や発
達のため
に必要だ
と思うか
ら

拠点の職
員と話を
したり相
談したい
から

拠点を利
用する他
の親子と
交流した
いから

子育てに
役立つ情
報や知識
を得たい
から

興味のあ
るイベン
トや講座
に参加し
たいから

子育てに
よる孤立
感を解消
したいか
ら

子育ての
負担を少
しでも軽
くしたい
から

子育てを
していて
安心感を
得たいか
ら

専門家に
育児など
の相談を
したいか
ら

無回答

全体(N=2125) 2125 91.7 61.6 51.1 45.7 41.7 41.5 37.9 37.6 25.8 18.4 1.9
就労している(n=384) 384 90.9 // 45.6 / 45.8 // 31.0 // 31.5 // 30.7 // 22.4 33.3 // 19.0 / 14.1 3.1
育児休業中である(n=969) 969 92.2 ** 65.2 50.7 ** 49.8 43.6 * 44.3 39.6 37.5 26.9 20.0 1.4
就労していない(n=772) 772 91.5 * 65.0 * 54.1 47.8 * 44.6 43.3 ** 43.5 39.9 27.7 18.5 1.9

Q16.拠点を利用する理由

就労の有
無

子どもの遊
び場として
利用したい
から

子どもの成
長や発達
のために必
要だと思う
から

拠点の職
員と話をし
たり相談し
たいから

拠点を利
用する他の
親子と交
流したいか

ら

子育てに役
立つ情報
や知識を
得たいから

興味のある
イベントや
講座に参
加したいか

ら

子育てによ
る孤立感を
解消したい
から

子育ての
負担を少し
でも軽くし
たいから

子育てをし
ていて安心
感を得たい
から

専門家に
育児などの
相談をした
いから

全体(N=2125) 91.7 61.6 51.1 45.7 41.7 41.5 37.9 37.6 25.8 18.4

就労している(n=384) 90.9 // 45.6 / 45.8 // 31.0 // 31.5 // 30.7 // 22.4 33.3 // 19.0 / 14.1

育児休業中である(n=969) 92.2 ** 65.2 50.7 ** 49.8 43.6 * 44.3 39.6 37.5 26.9 20.0

就労していない(n=772) 91.5 * 65.0 * 54.1 47.8 * 44.6 43.3 ** 43.5 39.9 27.7 18.5

91.7 61.6 51.1 45.7 41.7 41.5 37.9 37.6 25.8 18.4
0
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40
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％

全体(N=2125) 就労している(n=384) 育児休業中である(n=969) 就労していない(n=772)
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52.［問９］就労の有無 ｘ ［問２１］より利用しやすくなる拠点の支援（複数回答）  

【概要】 

●最も多いのは 「子どもが３歳以上になっても活発に遊べるような遊具やスペースの工

夫 」（53.8％）である。次いで 「子どもの通園先（保育所、幼稚園、認定こども園な

ど）を選ぶ際の情報提供 」（46.5％）、「共働き家庭が利用しやすいような開所日や利用

時間の延長 」（39.1％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を就労の有無別にみると、「子どもが３歳以上になっても活発に

遊べるような遊具やスペースの工夫 」 では 「就労している」（58.9％） ・ 「就労し

ていない」（58.2％）、「子どもの通園先（保育所、幼稚園、認定こども園など）を選ぶ

際の情報提供 」 では 「育児休業中である」（49.5％）、「共働き家庭が利用しやすいよ

うな開所日や利用時間の延長 」 では 「育児休業中である」（49.8％） ・ 「就労して

いる」（44.8％）が 「全体」 より有意に高い。 

5 6 4 7 1 9 10 11 8 2 3
合計 子どもが

３歳以上
になって
も活発に
遊べるよ
うな遊具
やスペー
スの工夫

子どもの
通園先
（保育
所、幼稚
園、認定
こども園
など）を
選ぶ際の
情報提供

共働き家
庭が利用
しやすい
ような開
所日や利
用時間の
延長

子どもの
発育や発
達に関す
る専門的
な相談

妊娠期か
ら利用し
やすい環
境設定や
支援プロ
グラムの
充実

父親が利
用しやす
い利用時
間の設定
や活動内
容の工夫

放課後児
童クラブ
など、小
学生以降
も利用で
きる子育
て支援事
業の併設

身近な場
所で開催
される出
張ひろば
の開催

子育てや
家庭生活
の悩みな
どについ
て、他の
相談機関
の紹介
や、つな
いでくれ
るような
支援

夫婦関係
や家庭生
活などの
悩みに関
する相談

家庭生活
や夫婦の
パート
ナーシッ
プなどを
学ぶ機会

その他 無回答

全体(N=2125) 2125 53.8 46.5 39.1 34.0 27.4 26.3 24.6 21.2 20.1 11.1 9.5 3.7 3.4
就労している(n=384) 384 * 58.9 // 35.4 * 44.8 // 27.6 25.5 27.3 26.8 / 16.4 17.2 10.7 10.7 4.2 * 5.5
育児休業中である(n=969) 969 // 48.4 * 49.5 ** 49.8 * 36.2 27.9 27.9 24.0 22.5 20.3 11.2 9.6 2.9 / 2.5
就労していない(n=772) 772 ** 58.2 48.2 // 22.8 34.3 27.7 / 23.7 24.1 22.0 21.4 11.0 8.8 4.5 3.6

Q21.より利用しやすくなる拠点の支援

就労の有
無

子どもが３
歳以上に
なっても活
発に遊べ
るような遊
具やスペー
スの工夫

子どもの通
園先（保
育所、幼
稚園、認
定こども園
など）を選
ぶ際の情
報提供

共働き家
庭が利用
しやすいよ
うな開所
日や利用
時間の延
長

子どもの発
育や発達
に関する
専門的な
相談

妊娠期か
ら利用しや
すい環境
設定や支
援プログラ
ムの充実

父親が利
用しやすい
利用時間
の設定や
活動内容
の工夫

放課後児
童クラブな
ど、小学生
以降も利
用できる子
育て支援
事業の併
設

身近な場
所で開催
される出
張ひろばの
開催

子育てや
家庭生活
の悩みなど
について、
他の相談
機関の紹
介や、つな
いでくれる
ような支援

夫婦関係
や家庭生
活などの悩
みに関する
相談

家庭生活
や夫婦の
パートナー
シップなど
を学ぶ機
会

その他

全体(N=2125) 53.8 46.5 39.1 34.0 27.4 26.3 24.6 21.2 20.1 11.1 9.5 3.7

就労している(n=384) * 58.9 // 35.4 * 44.8 // 27.6 25.5 27.3 26.8 / 16.4 17.2 10.7 10.7 4.2

育児休業中である(n=969) // 48.4 * 49.5 ** 49.8 * 36.2 27.9 27.9 24.0 22.5 20.3 11.2 9.6 2.9

就労していない(n=772) ** 58.2 48.2 // 22.8 34.3 27.7 / 23.7 24.1 22.0 21.4 11.0 8.8 4.5

53.8 46.5 39.1 34.0 27.4 26.3 24.6 21.2 20.1 11.1 9.5 3.7
0
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40

60
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全体(N=2125) 就労している(n=384) 育児休業中である(n=969) 就労していない(n=772)
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53.［問１１］自身が育った市町村での子育てか ｘ ［問９］就労の有無 

●最も多いのは 「育児休業中である」（45.6％）である。次いで 「就労していない」

（36.3％）、「就労している」（18.1％）の順である。 

●自身が育った市区町村での子育てか別にみると、はい、いいえともに「育児休業中である」

が最も多くなっている。また、全体結果と比較すると、はいにおける「育児休業中である」、

いいえにおける「就労していない」が有意に高い。 

合計 就労して
いる

育児休業
中である

就労して
いない

無回答

1 1 1 1
全体（N=2,12 2125 18.1 45.6 36.3 0.0
はい（n=633） 633 17.4 ** 55.3 // 27.3 0.0
いいえ（n=1,4 1451 18.1 // 41.7 ** 40.2 0.0

就労の有無

自身が育った市
区町村での子育

就労している

18.1

17.4

18.1

育児休業中である

45.6

** 55.3

// 41.7

就労していない

36.3

// 27.3

** 40.2

全体（N=2,125）

はい（n=633）

いいえ（n=1,451）

自
身

が
育

っ
た

市
区

町
村

で
の

子
育

て
か

注：５％水準で有意に高いデータラベルを黒太枠で表記
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54.［問１１］自身が育った市町村での子育てか ｘ ［問１２］拠点を利用する前の状態 

（複数回答） 

【概要】 

●最も多いのは 「家族以外の人と交流する機会があまりなかった 」（59.1％）である。次

いで 「子育てをしている親と知り合いたかった 」（50.2％）、「子育ての悩みや不安を話

せる人がほしかった 」（45.7％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を自身が育った市区町村での子育てか別にみると、「家族以外の

人と交流する機会があまりなかった 」 では 「いいえ」（62.9％）、「子育ての悩みや不

安を話せる人がほしかった 」 では 「いいえ」（47.3％）が 「全体」 より有意に高い。 

3 1 5 4 8 7 6 2 9 10
合計 家族以外

の人と交
流する機
会があま
りなかっ
た

子育てを
している
親と知り
合いた
かった

子育ての
悩みや不
安を話せ
る人がほ
しかった

大人と日
常的な会
話をした
かった

今日どう
過ごそう
かと思う
と気が重
かった

地域の子
育て情報
を得る方
法がわか
らなかっ
た

親子で一
緒に出か
けられる
友達がほ
しかった

子育て
で、つら
いと感じ
ることが
あった

子育てに
関する講
座等の情
報を得る
機会がな
かった

子育ての
ことばか
り考えて
いた

無回答

全体(N=2125) 2125 59.1 50.2 45.7 44.7 33.8 29.4 25.1 21.1 17.9 15.7 1.9
はい(n=633) 633 // 54.0 50.6 45.2 // 40.1 32.7 // 23.2 24.6 19.4 19.0 16.9 // 0.0
いいえ(n=1451) 1451 ** 62.9 51.4 * 47.3 ** 48.0 * 35.3 ** 32.9 26.0 * 22.5 18.0 15.6 // 0.0

Q12.拠点を利用する前の状態

自身が
育った市

家族以外の
人と交流す
る機会があ
まりなかった

子育てをし
ている親と知
り合いたかっ

た

子育ての悩
みや不安を
話せる人が
ほしかった

大人と日常
的な会話を
したかった

今日どう過
ごそうかと思
うと気が重
かった

地域の子育
て情報を得
る方法がわ
からなかった

親子で一緒
に出かけら
れる友達が
ほしかった

子育てで、
つらいと感じ
ることがあっ

た

子育てに関
する講座等
の情報を得
る機会がな
かった

子育てのこと
ばかり考えて

いた

全体(N=2125) 59.1 50.2 45.7 44.7 33.8 29.4 25.1 21.1 17.9 15.7

はい(n=633) // 54.0 50.6 45.2 // 40.1 32.7 // 23.2 24.6 19.4 19.0 16.9

いいえ(n=1451) ** 62.9 51.4 * 47.3 ** 48.0 * 35.3 ** 32.9 26.0 * 22.5 18.0 15.6

59.1 50.2 45.7 44.7 33.8 29.4 25.1 21.1 17.9 15.7
0

20

40

60

％

全体(N=2125) はい(n=633) いいえ(n=1451)
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55.［問１１］自身が育った市町村での子育てか ｘ ［問１３］拠点の職員に求めること 

（複数回答） 

【概要】 

●最も多いのは 「日常的な会話を一緒になって楽しむ」（77.7％）である。次いで 「子ど

もに様々な遊びを提供する」（61.0％）、「子どもが安全に過ごせるように配慮する」

（58.5％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を自身が育った市区町村での子育てか別にみると、「日常的な会

話を一緒になって楽しむ」 では 「いいえ」（80.5％）、「子どもに様々な遊びを提供する」 

では 「いいえ」（62.6％）が 「全体」 より有意に高い。 

3 6 7 2 1 4 5 8 9
合計 日常的な

会話を一
緒になっ
て楽しむ

子どもに
様々な遊
びを提供
する

子どもが
安全に過
ごせるよ
うに配慮
する

自分の悩
みについ
て話をよ
く聞いて
くれる

具体的な
情報や助
言などを
与えてく
れる

親同士の
仲間づく
りを助け
る

子どもの
友だちづ
くりを助
ける

地域の子
育て支援
ボラン
ティアの
育成・交
流をはか
る

子育てに
関する地
域の住民
の理解を
高める

無回答

全体(N=2125) 2125 77.7 61.0 58.5 52.0 45.5 28.1 24.2 11.2 9.8 1.9
はい(n=633) 633 76.3 61.1 60.2 53.2 * 48.8 30.3 * 27.6 * 13.9 10.7 // 0.0
いいえ(n=1451) 1451 ** 80.5 * 62.6 59.5 52.9 45.3 27.9 23.4 10.4 9.7 // 0.0

Q13.拠点の職員に求めること

自身が
育った市

日常的な会
話を一緒に
なって楽しむ

子どもに様々
な遊びを提
供する

子どもが安全
に過ごせるよ
うに配慮する

自分の悩み
について話を
よく聞いてくれ

る

具体的な情
報や助言な
どを与えてく
れる

親同士の仲
間づくりを助
ける

子どもの友だ
ちづくりを助け

る

地域の子育
て支援ボラン
ティアの育
成・交流をは

かる

子育てに関
する地域の
住民の理解
を高める

全体(N=2125) 77.7 61.0 58.5 52.0 45.5 28.1 24.2 11.2 9.8

はい(n=633) 76.3 61.1 60.2 53.2 * 48.8 30.3 * 27.6 * 13.9 10.7

いいえ(n=1451) ** 80.5 * 62.6 59.5 52.9 45.3 27.9 23.4 10.4 9.7

77.7 61.0 58.5 52.0 45.5 28.1 24.2 11.2 9.8
0

20

40

60

80

％

全体(N=2125) はい(n=633) いいえ(n=1451)
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56.［問１１］自身が育った市町村での子育てか ｘ ［問１５］利用するようになってから

の変化（複数回答） 

【概要】 

●最も多いのは 「子育てをしている親と知り合えた 」（74.3％）である。次いで 「子ど

もが楽しそうにしていることが増えた 」（63.7％）、「地域の子育て情報を得られるよう

になった 」（62.1％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を自身が育った市区町村での子育てか別にみると、「子育てをし

ている親と知り合えた 」 では 「いいえ」（76.2％）、「地域の子育て情報を得られるよ

うになった 」 では 「いいえ」（65.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

1 7 5 2 4 9 3 8 6 10
合計 子育てを

している
親と知り
合えた

子どもが
楽しそう
にしてい
ることが
増えた

地域の子
育て情報
を得られ
るように
なった

配偶者・
パート
ナーに、
拠点での
話をする
ように
なった

子育ての
悩みや不
安を話せ
る人がで
きた

大人と日
常的な会
話をする
機会が増
えた

子育てで
つらいの
は自分だ
けでない
と思える
ように
なった

他の親子
に声をか
けるよう
になった

子どもの
友だちが
増えた

地域の行
事やイベ
ントに参
加するよ
うになっ
た

無回答

全体(N=2125) 2125 74.3 63.7 62.1 62.0 58.7 51.5 41.4 40.3 39.7 37.9 1.9
はい(n=633) 633 74.9 65.2 59.2 / 58.5 56.9 48.7 40.9 39.3 37.6 37.4 // 0.0
いいえ(n=1451) 1451 ** 76.2 64.9 ** 65.1 ** 65.3 ** 61.2 ** 54.2 42.8 * 41.8 ** 41.8 39.1 // 0.0

Q15.利用するようになってからの変化

自身が
育った市

子育てをし
ている親と
知り合えた

子どもが楽し
そうにしてい
ることが増え

た

地域の子育
て情報を得
られるように
なった

配偶者・
パートナー
に、拠点で
の話をするよ
うになった

子育ての悩
みや不安を
話せる人が
できた

大人と日常
的な会話を
する機会が
増えた

子育てでつ
らいのは自
分だけでな
いと思えるよ
うになった

他の親子に
声をかけるよ
うになった

子どもの友
だちが増えた

地域の行事
やイベントに
参加するよ
うになった

全体(N=2125) 74.3 63.7 62.1 62.0 58.7 51.5 41.4 40.3 39.7 37.9

はい(n=633) 74.9 65.2 59.2 / 58.5 56.9 48.7 40.9 39.3 37.6 37.4

いいえ(n=1451) ** 76.2 64.9 ** 65.1 ** 65.3 ** 61.2 ** 54.2 42.8 * 41.8 ** 41.8 39.1

74.3 63.7 62.1 62.0 58.7 51.5 41.4 40.3 39.7 37.9
0

20

40

60

80

％

全体(N=2125) はい(n=633) いいえ(n=1451)
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57.［問１１］自身が育った市町村での子育てか ｘ ［問１６］拠点を利用する理由 

（複数回答） 

【概要】 

●最も多いのは 「子どもの遊び場として利用したいから 」（91.7％）である。次いで 「子

どもの成長や発達のために必要だと思うから 」（61.6％）、「拠点の職員と話をしたり相

談したいから 」（51.1％）の順である。 

●「全体」 の上位３項目を自身が育った市区町村での子育てか別にみると、「子どもの遊

び場として利用したいから 」 では 「いいえ」（94.2％）、「拠点の職員と話をしたり相

談したいから 」 では 「いいえ」（54.1％）が 「全体」 より有意に高い。 

2 3 8 7 1 10 4 5 6 9
合計 子どもの

遊び場と
して利用
したいか
ら

子どもの
成長や発
達のため
に必要だ
と思うか
ら

拠点の職
員と話を
したり相
談したい
から

拠点を利
用する他
の親子と
交流した
いから

子育てに
役立つ情
報や知識
を得たい
から

興味のあ
るイベン
トや講座
に参加し
たいから

子育てに
よる孤立
感を解消
したいか
ら

子育ての
負担を少
しでも軽
くしたい
から

子育てを
していて
安心感を
得たいか
ら

専門家に
育児など
の相談を
したいか
ら

無回答

全体(N=2125) 2125 91.7 61.6 51.1 45.7 41.7 41.5 37.9 37.6 25.8 18.4 1.9
はい(n=633) 633 91.8 64.3 / 47.4 43.4 43.3 44.5 35.9 38.7 26.5 * 21.2 // 0.0
いいえ(n=1451) 1451 ** 94.2 62.2 ** 54.1 ** 48.0 42.2 41.3 ** 39.9 38.2 26.2 17.7 // 0.0

Q16.拠点を利用する理由

自身が
育った市

子どもの遊
び場として
利用したい
から

子どもの成
長や発達の
ために必要
だと思うから

拠点の職員
と話をしたり
相談したい
から

拠点を利用
する他の親
子と交流し
たいから

子育てに役
立つ情報や
知識を得た
いから

興味のある
イベントや講
座に参加し
たいから

子育てによ
る孤立感を
解消したい
から

子育ての負
担を少しで
も軽くしたい
から

子育てをし
ていて安心
感を得たい
から

専門家に育
児などの相
談をしたい
から

全体(N=2125) 91.7 61.6 51.1 45.7 41.7 41.5 37.9 37.6 25.8 18.4

はい(n=633) 91.8 64.3 / 47.4 43.4 43.3 44.5 35.9 38.7 26.5 * 21.2

いいえ(n=1451) ** 94.2 62.2 ** 54.1 ** 48.0 42.2 41.3 ** 39.9 38.2 26.2 17.7
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全体(N=2125) はい(n=633) いいえ(n=1451)
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地域子育て支援拠点の拠点向けアンケート 

◆あなたが従事している地域子育て支援拠点（地域子育て支援センター・ひろば・ 

児童館など、以下「拠点」と表記します）についてお聞かせ下さい。 

問１．貴拠点が設置されている自治体の人口規模をお選びください。 
１．1 万人未満 ２．1 万～5万人未満 ３．5万人～10 万人未満  
４．10 万人～30 万人未満 ５．30 万人以上 

 
問２．運営主体は以下のいずれに該当しますか。 

１．自治体直営 ２．社会福祉法人  ３．学校法人  ４．ＮＰＯ法人  
５．社会福祉協議会 ６．株式会社 ７．任意団体 ８．一般社団法人 
９．その他（      ） 
 

問３．一週間の開設日数をお選びください。 
１．3～4 日  ２．5 日  ３．6～7 日  

 
問４．毎週決まって開設している曜日はいつですか（祝日が重なった場合を除く）。 

あてはまるものを全てお選びください。（複数回答可） 
１．月曜 ２．火曜 ３．水曜 ４．木曜 ５．金曜 ６．土曜 7．日曜 

 
問５．令和６年度における 1日の平均的な親子の利用組数をお選びください。 

※詳細な統計資料（データ）がない場合は概ねの利用組数で構いません。 
１．5 組未満 ２．5組～10 組未満 ３．10 組～15 組未満 ４．15 組～20組未満  
５．20 組以上 

 
問６．最近３年間の利用者数の変化について伺います。 

※詳細な統計資料（データ）がない場合は所感からお答えください。 
 
（１）年間の利用者数の変化について 

 １．増えている  ２．減っている  ３．どちらとも言えない 
 
（２）父親、妊婦、子ども（年齢別）で見た利用者数の変化について 

  増えている 減っている どちらとも 
言えない 

受け入れ自体を 
行っていない 

父親 〇 〇 〇 〇 
妊婦（第１子妊娠中の方） 〇 〇 〇 〇 
0 歳児 〇 〇 〇 〇 
1 歳～2歳児 〇 〇 〇 〇 
3 歳児以上 〇 〇 〇 〇 

拠点向け    アンケート見本 WEB フォームよりご回答ください    

パスワード：８１５５４３    
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問７．最近３年間で、拠点の利用を促進するために行ってきた取組や対策をお選びください。（複数回
答可） 

１．拠点のPRを積極的に行った 
２．開所時間を延長したり開所日数を増やした 
３．平日だけでなく休日の開所を始めた（またはその日数を増やした） 
４．父親を対象とするプログラムを開始したり、内容の充実に取り組んだ 
５．妊婦を対象とするプログラムを開始したり、内容の充実に取り組んだ 
６．0歳児向けのプログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った 
７．1・2歳児向けのプログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った 
８．3歳児以上向けのプログラムの充実を図ったり、設備やスペースの工夫を行った 
９．その他（        ） 

 
問８．貴拠点は、3歳未満児が保育所等（保育所・認定こども園）に就園した後も、拠点を利用するこ
とはできますか。 

１．利用できる   ２．利用できない 
 
問９．問８で「２.利用できない」と答えた方にお聞きします。その理由についてお選びください。 
（複数回答可） 

１． 拠点の利用対象は、原則的に在宅育児を行う家庭（専業主婦（主夫）家庭や育休中の家庭）と 
しているから 

２．保育所等の利用中の子育て支援は、おもに子どもが通う園が担当することとしているから 
３．拠点をより少人数で利用できるようにするため（拠点の混雑を避けるなど） 
４．自治体の規則等で決まっているから 
５．その他（             ） 
 

問１０．拠点の事業として、下記の取り組みをどれくらい行っていますか。 
（９～１８については月1回程度なら日常的に行っているとみなします） 

  日常的に 
行っている 

ときどき 
行っている 

行って
いない 

１．育児に関する相談にスタッフが対応している 〇 〇 〇 
２．子育て支援サービスについての問い合わせや質問にスタッフが対応
している 〇 〇 〇 

３．親子が仲間づくりできるようにスタッフも利用者にかかわっている 〇 〇 〇 
４．必要に応じて母子保健や地域の他の施設等と連携を取りながら支援
を行っている 〇 〇 〇 

５．地域の子育てに関する情報を掲示板、チラシ、インターネットなど
を使って提供している 〇 〇 〇 

６．利用者が初めて来たときには、施設の利用方法などについてオリエ
ンテーション※を行っている 
※登録や施設の利用方法などを説明すること 

〇 〇 〇 

７．利用者が初めて来たときには、スタッフが声かけをし、利用者の意
向に応じて他の利用者に紹介するようにしている 〇 〇 〇 

８．利用時間中に、利用者が自由に飲食をできる場所や時間帯を設けて 〇 〇 〇 
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いる   
９．子どもの年齢に応じたプログラムや活動時間を設定している 〇 〇 〇 
１０．専門職（保健師、心理士、保育士等）による相談を開催している 〇 〇 〇 
１１．施設外での活動（訪問活動、出張ひろばなど）を行っている 〇 〇 〇 
１２．育児相談のためのグループワーク※などを開催している 
※利用者同士の座談会やグループでの相談会など 〇 〇 〇 

１３．中高年層のボランティアと親子が交流できる時間がある 〇 〇 〇 
１４．妊婦を対象とした活動を行っている 〇 〇 〇 
１５．父親を対象とした活動を行っている 〇 〇 〇 
１６．祖父母を対象とした活動を行っている 〇 〇 〇 
１７．小中高生や大学生と親子がふれあう時間がある 〇 〇 〇 
１８．親教育（例：ノーバディース・パーフェクト、ペアレント・トレ
ーニングなど）を行っている 〇 〇 〇 

 
問１１．貴拠点で行っている下記の対象者や家族への取り組み（相談・情報提供・講座等のプログラ
ム）をお選びください（複数回答可） 

1. ひとり親家庭 2. 外国籍の家庭  3. 高齢出産の家庭 4. 若年出産の家庭  
5. 多胎児を養育する家庭 6. 発達の遅れや障がいがある子どもの家庭  
7. 経済的に困窮している家庭 8. ダブルケアを行う家庭 9．どれも行っていない 
 

問１２.貴拠点と同じ施設内において併設する子育て支援事業をお選びください。（複数回答可） 
１．利用者支援事業   ２．乳児家庭全戸訪問事業  ３．養育支援訪問事業 
４．ファミリー・サポート・センター事業  ５．一時預かり事業  ６．子育て短期支援事業   
７．放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ） ８．地域子育て相談機関  
９．妊婦等包括相談支援事業  １０．こども誰でも通園制度  
１１．その他（       ）１２．実施している事業はない 

 
問１３．問１２で１～11のいずれか（または複数）を選択した方にお聞きします。 
同一施設内で、拠点を含む複数の子育て支援事業を実施している中で、運営上の問題や課題が生じてい
ますか。あてはまるものがあればお選びください。（複数回答可） 
１． 複数の事業を行うための職員配置やその確保が難しい 
２． 複数の事業を行うための設備やスペースが不足している 
３． 複数の事業を並行して行うことによる業務の煩雑さ 
４． 複数の事業を行う際の職員間の連携づくりの難しさ 
５． 複数の事業を行うための十分な財源が確保できていない 
６． その他（                        ） 
７． 特に問題や課題は生じていない 

問１４.貴拠点名をお聞かせください（任意） 

 （                            ） 
※アンケートの入力は終了です。ご協力ありがとうございました。 
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地域子育て支援拠点の利用者向けアンケート 
    

地域子育て支援拠点（地域子育て支援センター・ひろば・児童館など。以下、「拠点」と表記します）を
利用しているあなたについてお聞かせください。 
 
問１．お子さんからみたあなたの続柄を教えてください。 

１．母親   ２．父親  
 
問２．あなたのお子さんは全員で何人ですか。  

（   ）人 
 
問３．あなたの年齢を教えてください。 

１．25 歳未満 ２．25 歳～29 歳 ３．30～34 歳  
４．35～39 歳  ５．40 歳以上  

 
問４．あなたがはじめて「拠点」（このアンケートの回答を依頼された子育て支援センター、子育てひろ
ばなど）を利用した時期はいつですか。 

１．第一子妊娠中  ２．第一子出産後 2か月未満   
３．第一子出産後 2 か月～6か月未満  ４．第一子出産後 6 か月～1 年未満 
５．第一子出産後 1 年以上（第 2子以降も含む） 

     
問５．拠点を一緒に利用するお子さんの年齢を教えてください。（複数回答可） 

  (拠点を一緒に利用するお子さんが複数の場合は人数分の回答をお願いします。 
また、現在妊娠中の方は１を含めて選択してください) 
１．妊娠中  ２．０～６か月未満  ３．６か月以上～１歳未満  
４．１歳以上～２歳未満  ５．２歳以上～３歳未満  ６．３歳以上 

 
問６．現在、拠点を利用しているのは何番目のお子さんですか。(複数回答可)  

    １．第一子 ２．第二子 ３．第三子以降 
 
問７．あなたが拠点を利用する頻度をお選びください。         

１．毎週 1 回以上  ２．月に 2～3回程度   
３．月に 1 回程度   ４．数か月に 1回程度   ５．初めて利用 

 
問８．あなたと同居している人を教えてください。（複数回答可） 

    １．配偶者・パートナー  ２．子ども  ３．実母  ４．実父 
５．義母  ６．義父  ７．その他（     ）  
 

アンケート見本 WEB フォームよりご回答ください   利用者向け   
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問９．あなたは現在就労していますか。 
１． 就労している ２．育児休業中である ３．就労していない 

 
問 10．問９で 1 または 2 を選択された方にお伺いします。あなたの就労状況について教えてください。 

１．正職員・正社員（育休中を含む） ２．パート・アルバイト等（育休中を含む）   
    ３．自営業  ４．その他（     ） 
 
問 11．あなたは、ご自身が育った市区町村で、現在子育てをしていますか？ 

１．はい   ２．いいえ  
 
問 12．拠点を利用する前のあなたの状態についてあてはまるものをお選びください。（複数回答可） 

1．子育てをしている親と知り合いたかった 
2．子育てで、つらいと感じることがあった 
3．家族以外の人と交流する機会があまりなかった 
4．大人と日常的な会話をしたかった 
5．子育ての悩みや不安を話せる人がほしかった 
6．親子で一緒に出かけられる友達がほしかった 
7．地域の子育て情報を得る方法がわからなかった 
8．今日どう過ごそうかと思うと気が重かった 
9．子育てに関する講座等の情報を得る機会がなかった 

10．子育てのことばかり考えていた 
 
問 13．あなたが拠点の職員に求めることを教えてください。（複数回答可） 

１． 具体的な情報や助言などを与えてくれる 
２． 自分の悩みについて話をよく聞いてくれる 
３． 日常的な会話を一緒になって楽しむ 
４． 親同士の仲間づくりを助ける 
５． 子どもの友だちづくりを助ける 
６． 子どもに様々な遊びを提供する 
７． 子どもが安全に過ごせるように配慮する 
８． 地域の子育て支援ボランティアの育成・交流をはかる 
９． 子育てに関する地域の住民の理解を高める 

 
問 14．はじめて拠点を利用するときに以下の項目について不安や心配を感じましたか。   

  不安を感じ
た 

不安は感じ
なかった 

どちらとも
言えない 

拠点でどのような活動が行われているか 〇 〇 〇 

拠点の職員に自分や子どもが受け入れてもらえるか 〇 〇 〇 

他の利用者に自分や子どもが受け入れてもらえるか 〇 〇 〇 

子育ての仲間をうまくつくれるか 〇 〇 〇 
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拠点の職員から、子どもの成長や発達について指摘を受けるかどうか 〇 〇 〇 

拠点の職員が、プライバシーについて十分に配慮してくれるかどうか 〇 〇 〇 

 
問 15．拠点を利用するようになってから、あなたやあなたの子どもについて得られたことや変化したこ
とはありますか。あてはまるものをお選びください。（複数回答可） 

1．子育てをしている親と知り合えた 
2．配偶者・パートナーに、拠点での話をするようになった 
3．子育てでつらいのは自分だけでないと思えるようになった 
4．子育ての悩みや不安を話せる人ができた 
5．地域の子育て情報を得られるようになった 
6．子どもの友だちが増えた 
7．子どもが楽しそうにしていることが増えた 
8．他の親子に声をかけるようになった 
9．大人と日常的な会話をする機会が増えた 

10．地域の行事やイベントに参加するようになった 
 
問 16．あなたが今も拠点を利用する理由は何ですか。あてはまるものをお選びください。（複数回答可） 

１．子育てに役立つ情報や知識を得たいから 
２．子どもの遊び場として利用したいから 
３．子どもの成長や発達のために必要だと思うから 
４．子育てによる孤立感を解消したいから 
５．子育ての負担を少しでも軽くしたいから 
６．子育てをしていて安心感を得たいから 
７．拠点を利用する他の親子と交流したいから 
８．拠点の職員と話をしたり相談したいから 
９．専門家に育児などの相談をしたいから 
10．興味のあるイベントや講座に参加したいから 
 

問 17．あなたが現在子育てをされている地域では、近所で子どもを預かってくれる人（親族や近隣の知
り合いなど）はいますか？  

１．はい  ２．いいえ 
 
問 18．あなたが利用している拠点では、同じ施設内で、子どもの一時的な預かりを行うサービス 
（例：一時預かり事業、ファミリー・サポート・センター事業など）が行われていますか。 

１．行われている  ２．行われていない ３．わからない 
 
問 19．問 18 で「1.行われている」と回答した方にお伺いします。 
（１）そのサービス（子どもの一時的な預かり）を利用したことがありますか 

１．はい  ２．いいえ 
 
（２）（1）で「はい」と回答された方にお伺いします。そのサービスを利用するようになった理由やきっ

かけをお選びください。（複数回答可） 
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１．拠点と同じ施設で実施されていることにより、安心感があったから 
２．拠点の掲示物や職員の説明、Webや SNSにより支援内容を以前から知っていたから 
３．拠点で実施されていることにより、利用手続きなどがしやすかったから 
４．拠点の職員に紹介されたから 
５．拠点と同じ施設であり、子どもが多少なりとも場や人に慣れているから 
６．そのサービスをどうしても利用しなくてはならない必要性があったから 
７．その他（         ） 

 
問 20．問 18で子どもの一時的な預かりを行うサービスが「2．行われていない」と回答した方にお伺い
します。 
（１）もし、拠点と同じ施設で子どもの一時的な預かりが行われていれば、利用したいと思いますか。 

１．はい  ２．いいえ 
（２）上記の（1）で「はい」と回答された方にお伺いします。その理由をお選びください。（複数回答可）。 

１．拠点と同じ施設で実施されていることにより、安心感があるから 
２．子どもの預かりについて、拠点の職員から説明を受けたり、直接問い合わせなどができ

ると思うから 
３．拠点で実施されていることにより、利用手続きがしやすいと思うから 
４．拠点と同じ施設であり、子どもが多少なりとも場や人に慣れているから 
５．現在すでに、そのサービスを利用しなくてはならない必要性があるから 
６．その他（         ） 
 

 
問 21．あなたは、拠点にどのような支援があれば、より利用しやすくなると思いますか。あてはまるも
のをお選びください。（複数回答可） 
     １．妊娠期から利用しやすい環境設定や支援プログラムの充実 

２．夫婦関係や家庭生活などの悩みに関する相談  
３．家庭生活や夫婦のパートナーシップなどを学ぶ機会 

     ４．共働き家庭が利用しやすいような開所日や利用時間の延長 
     ５．子どもが３歳以上になっても活発に遊べるような遊具やスペースの工夫 

６．子どもの通園先（保育所、幼稚園、認定こども園など）を選ぶ際の情報提供 
７．子どもの発育や発達に関する専門的な相談 
８．子育てや家庭生活の悩みなどについて、他の相談機関の紹介や、つないでくれるような支援 
９．父親が利用しやすい利用時間の設定や活動内容の工夫 
10．放課後児童クラブなど、小学生以降も利用できる子育て支援事業の併設 
11．身近な場所で開催される出張ひろばの開催 
12．その他（            ） 

 
※アンケートの入力は終了です。ご協力ありがとうございました。 
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